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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　九月十五日（金）




　相変わらず結ゆ羽う太た君はお人ひと好よしだ。

　放っておけばいいのに、いつも面倒な事を進んでやってしまう。

　今日決まった、学園祭の出し物の配役だってそうだ。

　黙っていても推薦や多数決で勝手に決まるのに。男子は『刻こく谷たにがどうせやる』とかどこかで思っている節があった。それもいつもの事だ。

　全員が嫌がってやらないからって立候補して主演をする事なんてないのに。

　本人はいつものように「そんなのは時間の無駄だからな」とか言っていたけど、授業内で使うと決められた時間に無駄も何も無い。

　私なら考えられない。主演なんて台詞せりふも多いだろうし、覚える手間を想像しただけで億おつ劫くうになる。

　何よりもそんな事をしたら、結羽太君と一緒にいられる時間が減ってしまう。

　大体、私の晩ご飯は誰が作るのか。もし結羽太君が主演の台詞覚えとかで晩ご飯を作れないような状況になったら私が作らなきゃいけなくなる。

　なんて事を言ったら「俺離れする良いチャンスだ」とか結羽太君は言うだろうけれど。

　笑いながら。

　言った事は冗談だって分かる笑顔で。

　私以外にはしない『格好を付けた笑顔』で。

　たとえどんなに忙しくても、結羽太君が晩ご飯を作ってくれる事は分かっている。

　でも、こんな文句を書きたくなってしまった。

　もし演技でも、あの笑顔を違う人に向けられたら嫌だって思ってしまう。最初からラブストーリーと分かっていれば結羽太君も立候補しなかったはずなのに。分かっていたら、私もヒロインに立候補したと思う。

　ヒロインになった花はな火びちゃんは可愛かわいいし、良い子だし、友達としても自慢できる。ヒロインに推薦されたのも分かる。花火ちゃんは本気で拒否していたけど、結羽太君が「時間の無駄だから腹を決めろよ」って言ってた。

　もしかしたら結羽太君は、花火ちゃんの事が好きなのかもしれない。

　私なら好きじゃない人と演技でも恋愛のまねごとなんてできない。

　……本当に結羽太君が花火ちゃんを好きだったとしても。それでもって、どこかで思ってしまった。

　だから、一回だけ。今回だけは自分の為ためにしてしまった。

　本当はずるをしているようで、自分には使わないって決めていたんだけど。

　もうやり直してしまったし、仕方がない。

　とにかく。

　頑張ってヒロインをやろう。

　結羽太君が手を挙げるタイミングはバッチリ覚えてる。そのタイミングで私も手を挙げよう。



















　十月一日（日）




　どうやって帰って来たのか覚えていない。気付けば一人で結ゆ羽う太た君の家にいた。

　覚えているのは、一人で帰る道はとても寂しいと感じた事。

　それと病院の待合室で、視界の端っこで流れているテレビで、ニュースキャスターが原稿を読み上げていたのを覚えている。

　事故の原因や、事故に巻き込まれた少年の安否について語っていた。

　それが赤の他人ではなく、幼なじみだったなんて今でも信じられない。

　もうキャスターの声は聞こえていないはずなのに、またリピートして原稿を読み上げている。錯覚だと分かっているのに必死に耳を手で押さえて、目を閉じた。

　また病院の待合室の時と同じように、まるで真冬の冷え切った小さな部屋にいるような感覚になった。途と轍てつもない孤独感がやってきて、小刻みに体が震えてくる。

　結羽太君が車に轢ひかれたのは私のせいだ。

　やってきた結羽太君のお父さんは私を気遣ってくれて、その後に家の鍵をくれた。結羽太君が喜ぶから、ご飯を作ってほしいと。そして、結羽太君と一緒に帰ると噓うそをついた。

　結羽太君が帰ってこない事を私は知っていた。

　私があと数分早く用を済ませていれば、あのタイミングで横断歩道には着かなかった。どうしても頼まなきゃいけなかったなら、明日のお昼休みにでも話せばよかったんだ。

　私があと数秒早く横断歩道を渡りきっていれば。

　結羽太君が私を守って死ぬ事は無かったんだ。

　何か適当な事でも言って、結羽太君の足を止めていれば。


















　十月一日（日）




　目の前にある乗用車は大きく変形していた。

　フロントは綺き麗れいに潰れ、ぶつかり崩れた外壁によってフロントガラスは跡形もなく、全て砕け散っている。その惨劇に人が集まってきた。

　サイドブレーキをかけ忘れたのか、坂道の上から走ってきた車の所有者と思われる男性の顔は青ざめ、車の一番近くで棒立ちしていた高校生、刻こく谷たに結ゆ羽う太たに安否を問いかけ、無事を確認すると不安に多少の安あん堵どを混ぜた顔に変わった。

　今でも現実感の無い目の前の光景。冷たい汗が結羽太の全身を駆け巡っている。

　あと少し早く横断歩道に出ていたら巻き込まれていたかもしれない。

「……久く遠おんが肉じゃが食べたいって駄だ々だをこねなきゃ死んでいたかもな」

　自分の腕を軽く握る幼なじみの新あら都と久遠に結羽太は言った。

「本当だね」

　口にする言葉や雰囲気は軽いが、結羽太の無事に心底安堵しているのが表情からくみ取れた。

「命の恩人にはお礼をしなきゃならないよな。ご所望の肉じゃがを作ってやるか」

　巻き込まれたわけでもないし、ここにいる必要もない。結羽太は、事故の事を久遠が忘れられるよう、実のない話をしながら、幼なじみの要望に応えるためスーパーへ向かう。

　二人はこの場に仲の良いクラスメイトがいた事に全く気付いていなかった。
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　刻谷家のキッチンで晩ご飯の支度をしつつ、結羽太は本を持っていた。と言っても調理に関する本じゃない。

「味付けはこんなもんか」

　ガスを止めて、バスルームへ向かう。

　当然、バスルームに続く脱衣所の入り口は閉まっていると思っていたが『どうぞ入ってください』と言わんばかりに、堂々と開かれていた。

　頼むから年齢を考えてくれと結羽太は思う。自分は年頃の男子で、脱衣所に今、何があるか分かっている。自分の家で一人で入っているのなら分かるが、ここは結羽太の家であり、結羽太がいる。ならばドアを閉め鍵をかけるべきだろう。

　結羽太は脱衣所には入らず、入り口から中へ声をかけた。

「久遠、飯できたぞ」

『もうちょっと待って。Ｂパートの中盤だからあと少しなの』

　バスルームから久遠が答える。

　久遠は防水のＤＶＤプレイヤーを持って風呂に入り、アニメを観みながら入浴していた。

『あれ？　……ねぇ、結羽太君。今、そこにいるんだよね？』

「ああ、そうだけど？　何か──」

　用でもあるのか、と訊きこうとしたが久遠の大声に潰された。

『ちょっとぉっ!?　私の年齢を考えてよっ!!　お風呂だよっ!?　脱衣所だよっ!?　年頃の女の子のパンツとかあるんだよっ!?』

　久遠の主張に結羽太も声を上げて言い返す。

「その言葉をおまけ付きで返してやるっ!!　自分の年齢を考えろっ!!　風呂だぞっ!!　脱衣所だぞっ!!　年頃の女の子のパンツが置かれた脱衣所のドアも閉めず、バスタオルの上に畳んで置いたパジャマの上にパンツを置くなっ!!　百歩譲ってパジャマでパンツを隠すぐらいしてくれっ!!」

　本当に頼むと結羽太は切に願う。自分も十六の男子で間違いが起きないとは言えない。

『──ねぇ、結羽太君』

　バスルーム特有の反響した声で久遠は結羽太を呼ぶ。その声には、怒りの感情が含まれている気がする。

『ドアを閉めてなかったのは私の落ち度だと思うよ？　そこは認めるよ？　でもさ、脱衣所に入って来て呼ぶ必要は無いよね？　入り口で呼べば良いよね？　なんで、バスタオルの上に私のパジャマがあって、その上にパンツがある事が分かってるのかな？　そんな反論するぐらいなら、女の子に対する気遣いをすべきだと思うんだよ』

　久遠は思い違いをしているが、結羽太は脱衣所には入っていない。ちゃんと気を遣い、入り口で久遠に声をかけた。脱衣所に入って正面に鏡があり、そこに久遠のパジャマとパンツが見えてしまっている。

　男は無意識に、思春期真まっ直ただ中なかの十六歳の健全な男子なら尚なおのこと無意識に見てしまうんだよと、結羽太は自分で自分を擁護する。擁護はさらに続き、少なくとも十六年間の自分はそうだったし、きっと今後も変わらないんだろうと思う。

　ここまでの言い訳をした所で何かが変わるわけでもなく、むしろパンツを見たのは事実だし久遠の怒りも納得できる。そもそも言い訳なんて、そんな無駄な時間を使いたくない。

　こういう時の解決策を結羽太は心得ている。

「あ～……コンビニのアイスでいいか？」

『本当っ!?　一番、高いやつだよっ!?　それじゃなきゃ許さないからね。それ以外だったら、お風呂を覗のぞかれたって皆に言うからね！』

　さっきとは違い、嬉うれしそうな声で久遠はねだってくる。現金な奴だと思いつつも、パンツが見られた上に、アイス一つで久遠の怒りが鎮まったと思えば安いもんだと結羽太は思う。

「じゃあ久遠が出る前に買ってくるか」

『は～い。行ってらっしゃい。あ、二つね。一つじゃ駄目だよ』

　本当に現金な奴だ。それでも怒りとパンツを考えれば安いもんか。

『やっぱり三つ。アイス二つだと、結羽太君が得したとか思ってそう』

　エスパーかよ、お前は。
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　家から徒歩二分の所にコンビニがあるというのはかなり有り難い。急な入り用が多々ある結羽太にとって本当に助かる。その大体の理由が久遠の機嫌取りだが。

　結羽太が家に戻ってくると、パジャマ姿の久遠がリビングでレコーダーにディスクを入れている所だった。風呂で見ていたアニメの続きを見るようだ。

　面倒くさがり屋の久遠は髪をドライヤーで乾かすといった事はしない。そのために髪を肩にかかる程度の長さで抑えている。

　半乾きの髪ってどことなく色っぽいよなと考えながら結羽太は久遠を毎晩見ている。このぐらいの役得はいいだろう。久遠にはこれからもこのままでいてほしいと願う。

「ただいま」

「おかえり。アイスは？」

　開口一番にアイスを所望する久遠だが、

「まずは飯だろ。アイスは後。つーか腹減ったし、さっさと食おう」

「パンツ」

「はい、アイス」

　結羽太はしばらく脅されるのが想像できた。仕方なく久遠が食べ終わるまで、結羽太の晩ご飯はお預けになった。

　テレビに映し出されたアニメを観つつ、久遠は買ってきたカップのアイスを嬉しそうに口に運んでいる。

「あ、そういえば」

　プラスチックのスプーンを口に咥くわえ、久遠がスマホを取り出す。

「花はな火びちゃんから『事故に巻き込まれなかった？　大丈夫だった？』ってライン来ててさ」

「さっきの事故か。どこぞの我わが儘まま娘が『肉じゃが食べたい』とか言わなかったら危なかったかもな」

　結羽太は事故を振り返り、久遠が急に「肉じゃが食べたい」って言って足を止めたおかげで巻き込まれずに済んだと再認識した。本当は肉じゃがにする気は無かったんだが、助けられたような気がして作ってあげたくなってしまった。

　そこまで考え、結羽太は久遠が我が儘を言った理由に行き着く。

「唐突に肉じゃがって言ったのに違和感あったけど、今日の晩飯は青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スーにするって予告してたよな？　ピーマン嫌いだから食べたくなかっただけなんじゃないのか？」

「あとね、お母さんからも連絡あったんだけど、今日も遅くなっちゃうって」

　久遠が無理矢理に話題を変え、自分へ向けられた矛先をへし折った。

　久遠が差し出したスマホには『今日も十二時頃になっちゃうから、戸締まりだけ気をつけてね』のメッセージと、衣服の修繕をしている久遠の父親が映し出されている。

「遅いのはいつもだから心配はしてないけど、元気な姿が見られるとほっとするよね」

「だな。久遠の両親は体を使う仕事だし。こういうのを大人の気遣いって言うのかもな」

　それに比べウチの両親は、と結羽太は思う。休みの日も仕事をして、体調を心配している子供の気持ちなど露知らず、連絡の一つも寄よ越こさない。

「結羽太君の両親は座り仕事がメインだし、写真を送るとかはないんじゃない？」

「だからお前はエスパーか。人の考えている事を読み取りやがって」

「ん？　他に読み取ったような事をしたっけ？」

　パンツとアイスを損得天てん秤びんにかけた事がばれる前に、結羽太も久遠同様に話を強引に変えた。

「もう十年以上こんな生活だからな。流石さすがに慣れたよ」

　幼稚園児の頃は、結羽太の母親も早く帰って来ていた。その母親も小学校の入学式で「小学生ならなんでもできる」とか言ったのを境に、遅くまで仕事をするようになった。

　あれから十年。高校二年の十月まで同じような生活をしていれば、誰でも慣れる。料理もある程度はできるようになる。

　六歳で包丁を使い、油物の料理をしていた事を思い返す結羽太。危なすぎだろうと思う。一歩間違えれば火事や事故に繫つながるレベルだ。自分に子供がいたらまずやらせない。

　結羽太は自分の親が、放任主義を凌りよう駕がしすぎている事に十六歳になって気付いた。

「放任できるっていうのは、信頼されているか諦められているかのどちらかだよね」

「後者でこれだったら、俺たちの親は頭おかしいと思うぞ」

「って事は信頼されているんだ。これだけ家事も完璧にできれば、私の親は服のデザインに集中できるって事だよね。良かった～」

「家事をしてる俺が言うならまだ分かるが、家事の手伝いさえしない久遠が言っていい台詞せりふじゃないよな」

「え？　自分で家事が完璧って思ってるの？　ちょっと引く」

「その台詞だけ切り取るな！　親に迷惑をかけたくないって思うなら、少しだけでいいから進んで家事をするようになってくれよ。やれば俺より上手いんだから」

「ちょっと黙って。ラブライフのライブシーン始まるから。一言でも喋しやべったら怒るからね」

　自分に都合が悪そうになると、話の腰を折る。それも脈絡もなく強引に。

「ねぇ、結羽太君」

　アイスを食べ終えアニメの見所が終わり、一息ついた久遠が唐突に言った。

「お腹なか空すいた」

「だから飯食おうって言ってるだろっ!?」

　結羽太が久遠に「飯ができた」と言ってから四十分以上の時間が経過していた。
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「ねぇ、結羽太君。台詞はまだ覚えてないの？」

　食器を洗っている結羽太の後ろで、ダイニングテーブルに座り漫画を読んでいた久遠が声をかける。久遠の言う台詞とは、学園祭でやる事になった演劇の事だ。

　結羽太が振り返ると、久遠はテーブルの上に置いてある台本をパラパラと捲めくっていた。

　結羽太が料理をしながら読んでいたのはこの台本であり、まだ覚えていない台詞を何度も黙読していた。学園祭の演劇で、主演をやる事になっている。

「主演は大変だよね、台詞多くて」

　久遠の言う通り台詞量が半端ではない。台本三十ページいっぱいに書かれている台詞のうち、三割以上が結羽太の台詞だ。しかもまだ台本が未完成で、さらに増える事が予想される。結羽太は少しだけ主演を受けた事を後悔していた。本当に少しだけ。

　心配なのは、学園祭本番まで練習できるのはあと五日。それでまだ台本が未完成。物覚えは良い方だが、流石さすがに結羽太も不安だった。その不安要素には久遠も含まれている。

「そういう久遠はヒロインで、台詞量は俺と同じぐらいだろ。大丈夫なのか？」

　やる時以外やらない久遠が台詞を覚えられるか結羽太は心配だった。

　下手をしたら結羽太より多いかもしれない。一昨日に加筆した台本を渡されたが、ヒロインの台詞にかなりの長台詞があった。

　食器を洗い終え結羽太が久遠の前に座ると、久遠はその長台詞が書かれた一ページを開き、結羽太へ差し出す。

「『騎士長。若輩ながら、私は騎士です。私は騎士の使命を果たす事しか頭にありません。ですので、今は自身の未来だけを見据える選択を選ぶつもりはありません。誠に申し訳ないとは思いますが、その縁談は断らせていただきたく──いえ、想おもい人びとがいるわけでは──王子？　あ、あはは。何を言っているのですか。王子との関係は、幼少時に話し相手として城へ呼ばれていただけです。身分の違いというものを知らず、王子には無茶をさせていました。目の前にあの頃の自分がいたら、剣の錆さびにしています。──何をしたのかって？　王子を城から連れ出し、荒野を走り回ったり──騎士長？　顔色が優れませんが？　──他には？　そうですね。一番の記憶に残っているのは狩しゆう穫かく祭さいでしょうか。狩穫祭は街に放たれた多数のイノシシを狩る祭りですが、王子が私を肩車してフードを被かぶり、大人のフリをして参加し一番大きなイノシシを狩り優勝したのが──後で詳細を聞く？　ええ、思い出話をするのは構いませんが、眉間を押さえてどうしたのですか？　えっと、何な故ぜこのような話になったのか。あぁ、そうです！　わ、私は王子に好意は抱いておりません！　好感は持っておりますが、それは国の王子としてで──もういい？　分かっていただけたのなら。お話は以上でしょうか？　では私は失礼します。──え？　来月の給付が減るのを覚悟しておけ？　え？　え？　騎士長、何故ですかっ!?』」

　棒読みなのはともかく、一昨日に貰もらったばかりの長台詞を一語一句間違えずに言い切った久遠に、言葉を失う結羽太。

　自慢気な久遠の顔に少しだけ苛いらつく。その柔らかそうな頰ほおを突つついてやりたい。相変わらず、やればできる奴だと結羽太は思う。普段からやればいいのに、なんでやらないのか不思議で仕方がない。

「素敵な話だよね。王子と女性騎士の恋物語って。こういうの普通は男女が逆だもんね」

「確かに王道ではないよな。まさか花火にこんな才能があるとは思わなかった」

　本が好きで、いつも本を読んでいるクラスメイトの少女、大おお橋はし花火。小柄な体たい軀くでマスコットのような雰囲気から男子の中では人気ランキングの上位に入っている。

「人は見た目じゃ何も判断できないって事だね」

「そうだな。俺の目の前にも、見た目はなんでもやりそうなのに、家だと漫画を読むかアニメを観みるか、はたまたゲームをするかラノベを読むかして家事を全くやらないオタクの美少女がいるからな」

「そんな、美少女だなんて結羽太君は正直なんだから」

「重要なのはその前だからな。そこだけ切り取るなよ」

　久遠は聞こえないと言いたげに「ん～」と上に向けて腕を伸ばし、背伸びをしている。

　脱衣所の件もそうだが、久遠は自分が女で目の前にいる結羽太が男で、お互いに十六歳だという事を自覚した方がいいのかもしれない。

　脱衣所の件からも分かるように、久遠はパジャマになるとブラを付けない。防災時の心得のように『ブラ隠して、パンツ隠さず』なんて事をしてはいない。それがなくても、着用時と未着用時の差が目視で歴然だった。結羽太は毎晩、ドキドキしてしまう。あの洗濯板がいつの間にこれだけ成長していたんだろうと最近は毎日、思っていた。

　今みたいに上に背伸びするとパジャマが引っ張られて、女性特有のウエストラインが見えて、健全な男子高校生の結羽太は視線がそこへ向かってしまう。

　見ても犯罪ではないから見ても良いんだろうけど、何故か悪い事をしたような気に結羽太はなる。何故なんだろうな、これは。

　でもこの癖をやめろとも言えない。

「洗濯物、持ったか？」

「うん、大丈夫。あ、パンツ置いてく？」

　冗談を言う久遠の頭を結羽太が軽く小突く。

　久遠が背伸びをする。それは家に帰るという合図になっている。いつからか分からないが、気付いたらそうなっていた。

「隣に行くだけなんだから送らなくても大丈夫だよ？」

　と久遠は毎日言うが、その目はそう言っていない事を結羽太は分かっている。「送ってほしい」と訴えている。

　結羽太が幼稚園に入る前、新都家は隣に越してきた。

　その時から結羽太は久遠の事を知っている。だから、目や顔、仕草を見れば何となく思っている事が伝わってしまう。

　分かる以上、それをできる限り叶かなえてやりたいと結羽太は考えている。

「久遠、もう十月なんだから冬用のスウェットとかに替えた方がいいんじゃないか？」

　せっかく風呂で暖まった体が冷えたら元も子もない。それで風邪でも引いたら、学園祭の演劇に大きな影響が出てしまう。

「え～、まだ早いよ」

　久遠の言うとおり早いとは思うが、用心するに越したことはない。

「ちょっと待ってろ」

　玄関に久遠を置いて結羽太は部屋へ向かい、前がファスナーになっているパーカーを一枚持ってきた。

「ほら、これを羽織っていけよ。少しは違うだろ」

「心配性だなぁ、結羽太君は」

　羽織らせるだけのつもりで渡したのだが、久遠はしっかりと袖を通し、ファスナーも上まで上げた。

　久遠にはかなり大きいらしく、袖は手が隠れてしまい、裾はスカートでも穿はいているようにも見えるぐらい余っている。

「胸以外は大きいね」

　そこはぴったりなのか。というか言わなくていい。結羽太は一瞬だけ胸元へ行った視線を急いで外す。

「えへへ、結羽太君の匂い」

「ん？　何か言ったか？」

「ううん、なんでもない。じゃあ帰ろ」

　どこか嬉うれしそうな久遠の隣を歩き、徒歩三十秒とかからない新都家へ着いた。

　これも十年間続く習慣の一つだ。

「それじゃあ、おやすみ」

「ああ、おやすみ」

　一日の最後の言葉を交わし、久遠が扉に手をかける。一日の最後に見せる顔として、お互いに笑顔を見せる。久遠曰いわく結羽太の笑顔は『格好付けの笑顔』らしい。

　結羽太に言わせれば、久遠の笑顔は『とても愛いとしい笑顔』だけど、それを口にはしない。

　鍵を閉めた音を確認し結羽太が踵きびすを返す。

「終わったな、今日も」

　久遠が視界からいなくなって、結羽太は一日を終えた気分になる。

「さて、久遠に負けないように台本を覚えるか」

　自分で立候補した手前、カンペ丸出しでの演技とかはできない。気合いを入れ直し、さっきまでに覚えた部分を黙読してみる。

　途中で違う思考が生まれ、黙読が止まる。久遠の事だ。

　ものぐさな久遠が立候補してヒロインになった事に結羽太はかなり驚いた。意外以外のなにものでもない。久遠はどういう気持ちでヒロインに立候補したんだろうと考える。

　理由はどうあれ、久遠がヒロインになって助かったという気持ちが結羽太にはある。

　まさかラブストーリーをやるとは思わなかった。笑いを中心にした喜劇でもやると思っていたから立候補したのに。最初から分かっていれば、多少の時間を無駄にしてでも、他人の立候補や推薦を待った。

　たとえ舞台上だけでも、好きじゃない相手を想った台詞を言えるほど、結羽太は役者じゃないし大人でもない。

　だから、久遠が──好きな人がヒロインになってくれて本当に良かったと思う。

　思った事を言い合えて、思った事を言わなくても分かる時があって、ただ一緒にいるのが楽しくて安心する相手。好きという基準は人それぞれ違うが、結羽太にとって好きという基準を久遠は全て満たしていた。

「……あいつは平気なのかな？　好きでもない俺と恋愛の真ま似ね事ごとなんて」

　久遠にとって自分はただの幼なじみである事を知っている。それ以上でも以下でもない、それだけの特別な存在。

　もし好意があるならパンツの一枚や二枚、見られたからってあんな反応は多分しないだろうと結羽太は変な事を考え出す。たとえ好きな相手でも、見られたら怒るものだが。

「……やっぱりパンツ置いていってもらえばよかったな」

　自分の変態発言を省みる結羽太。誰かに聞かれてなかったかと周囲を見渡すと、さっき久遠を送り届けた新都家のドアが開き、人が入っていくのが見えた。

「遅くなるって言ってたけど、もう帰ってきたのか」

　久遠の両親が帰ってきたのだと結羽太は思い、自分も家へと入り、台本を読んでから眠りについた。








　十月二日（月）




　感覚的には一昨日になるけど、昨日の夜に聞いた事が本当なのか未いまだに疑っている。

　結羽太君が死にやすくなっているという意味が分からない。そして、結羽太君を助けるには、私が結羽太君にしようとしている事を成せばいいというのが、もっと分からない。

　疑ってはいるけれど、それが本当だとしたら。そう考えたら居ても立ってもいられなくなってしまった。

　決意を前倒しにした形になったけれど、結果的に上手くいった。──嬉しすぎて頰を何度、抓つねったか分からない。もしかして、あれが上手くいったから結羽太君は死ななかったとか？　いや、そんなわけがない。あり得ない。とにかく結羽太君が無事だという結果があるのだから、今はそれで良かった。

　でも、良くない事があった。志し村むら君が大おお怪け我がをしたらしい。

　買い出しから帰ってきた直後に事故に遭い、病院へ運ばれたと冬とう夏かちゃんが言っていた。

　どうすべきかなんて考えなくても分かってる。だから今、こうして日記を書いている。

　……ごめん、結羽太君。せっかくＯＫしてくれたのに。

　待ってて欲しい。今日、また伝えるから。


















　十月二日（月）




　スマホのアラーム音で結ゆ羽う太たの意識は覚醒する。しかしすぐさま、意識は微睡まどろみへと戻っていく。結羽太はあえて起きるべき時間より一時間早い五時半にタイマーをセットしている。そして起きるべき時間にまたアラームが鳴るようになっている。

　起きてまた眠る。つまりは二度寝だ。結羽太はこの感覚をいたく気に入っているので、毎日欠かさずに二度寝をしていた。

　意識が落ちる瞬間に、結羽太は窓が開く音に妨害され意識が呼び戻されてしまう。聞こえてきたのは久く遠おんの部屋からだ。

「久遠？」

　上半身を起こし、カーテンをずらして外を見ると、幼なじみである久遠の部屋の窓が開いていた。一度目のアラームが鳴ってまだ数分と経たっていないはずなので、まだ六時にすらなっていない。

「何してんだ、あいつ？」

　二人の部屋は、窓を開ける音が聞こえるぐらい近い。普通の声で会話もできる。

　昔はここから声をかけて遅くまで話していたものだと結羽太は思い出す。久しぶりに声をかけてみようかと考えたが、此方こちらに気付いていない久遠に気付かせるには普段の会話の音量では無理だ。朝方に大声はまずいと、結羽太は思いとどまった。

「目、覚めちまったな」

　意識が起床モードになってしまい、再び眠るのは難しいと判断し、結羽太はキッチンへと向かう。朝食を作るにはまだ早いが、今から作り、そのついでにお昼の弁当も作ってしまおうと思ったのだ。

　結羽太は学校内で、久遠を含めた六人で行動している事が多い。全員、お弁当を持ってこないタイプで、月曜と水曜と金曜は購買部を利用し、火曜と木曜は学食を利用している。

　月曜と水曜と金曜の学食のランチが結羽太たちの間で不評で、一年の時に食べてから二度と利用していない。

「たまには弁当もいいな」

　眠れなくなったのも理由だが、一番の理由は昨日と一昨日の土日と、先週の土日にコンビニの弁当を買ってしまい、懐事情が寂しいのが一番の理由だった。

　結羽太が通っている杜もり乃の丘おか高校は学食も購買部もかなり安く、二百円もあれば成長期の学生が腹八分目になれる。満腹になりたいなら、プラス二十円で大盛りにすればいい。

　それと比べてしまうとコンビニの弁当は安くても倍近くになり、一つでは足りず他にも買ってしまう。最低でも購買や学食の二倍以上の額が一回で消えてしまう事になる。

　それがすでに四回。結羽太の懐はかなり寂しい状態になっていた。

「土曜日の学園祭は学生が開く売店もあるし、また金が消えるからな」

　どうせなら久遠と回りたいと結羽太は考えていたが、久遠はあの体型で結構食べる。

　晩ご飯は必ず三杯はおかわりする。それで太らないらしい。事実、太っていないし、結羽太にしたら一番好きな体つきだった。

　花はな火びが「神様は贔屓ひいきしすぎ。ハナなんて食べた分が──。神様、私も久遠ちゃんみたいな体質にしてください」と泣きそうな顔をしていたのを思い出しながら、結羽太は手際よく弁当を二つ作っていった。
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　刻こく谷たに家の両親はまだ眠っている。

　結羽太の両親は祖父が興した会社を引き継ぎ、母が社長で父が副社長をしている。出社時間は十時なので、八時に起きても間に合う。そのため、二人は本当に八時まで寝ている。

　朝食は結羽太に任せ、洗濯物は乾燥機を使って済ませてしまう。

「乾燥機という文明の利器があれば、朝から洗濯を干すという仕事をする事は無いのよ」

　というのは結羽太の母の弁。

　結羽太が学校へ行く時間になってもまだ寝ており、結羽太もそれを起こそうとはしない。

　毎日、遅くまで仕事をしている両親の事を尊敬しているし、それ以上に感謝している。だから睡眠ぐらいは本人たちが望むだけ堪能させたい。

「行ってきます」

　誰に聞かせるでもなく、結羽太は出かける挨拶をして家を出た。

　門扉の前には久遠がおり、器用に片手で文庫本を持って読んでいた。ブックカバーで見えないが、おそらくはライトノベルだろう。久遠が純文学を読むとか想像できない。

「おはよ、久遠」

「おはよ～」

　久遠は本をバッグへ入れ、二人で学校を目指す。

　途中、二人はバスに乗る為ためではなく、バス通学する友人を待つ為にバスの停留所に立ち寄る。杜乃丘高校の生徒しか乗っていないバスがやってきて、中から次々と降りてくる。その中に学友の姿を三つ見つけた。

「あ～、毎日毎日この満員バスはなんとかならないもんかな。暑くて仕方がない」

　本気で嫌そうな顔をしながら亀かめ山やま空くう悟ごはシャツを第二ボタンまで開けた。

「もう十月ですよ。そんな風に開けて風邪をひいたらどうするのですか？」

　優良男子高校生の手本のように制服をキチンと着こなし、綺き麗れいな言葉遣いの須す賀が三み月つきが胡う散さん臭くさい笑顔を浮かべながら空悟を注意した。

「亀山君の気持ちすごい分かる。バスを三本ぐらい増やしてほしいもん。こんなに人がいたらどこを見たらいいか分かんないよ」

　他の学生と比べてワンサイズ小さく、時に小学生と勘違いされる事もある大おお橋はし花火が、他人と目が合わないよう目の下まで伸ばしている前髪をヘアピンで纏まとめながら空悟の意見に同意している。花火は喋しやべり方かたも幼い子供のようで、小学生っぽさに拍車をかけている。

「皆、おはよ～」

　久遠が声をかけるのを合図に、目と鼻の先の学校へ五人で向かった。

「……しかし腹立つな」

　歩きながら突然、空悟が毒づいた。

「何がだよ？」

　結羽太が問うと、オーバーリアクションをしながら周囲を指差す空悟。

「周りを見てみろよ、結羽太。カップルと思われる二人組が明らかに一ヶ月前より増えてる！　俺は電車に乗ってからバスに乗ってるんだ！　あのいちゃつきをず～っと見せつけられているんだぞ！」
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　ああ、そういう事かと結羽太は思った。確かにカップルは増えている気はするが、いちゃついているようには見えない。ただ隣を歩いていたり、手を繫つないでいたりするだけだ。

「学園祭ですからね。恋人が増えるイベントの一つですから仕方がありません」

「モテる男はいいね～。あれを見ても平気なんだからな。俺はむかついて仕方がないぜ」

　空悟の言うとおり、三月はかなりモテる。長身で美形で、礼儀正しい大人の男という雰囲気がすでに出ていた。年下からは当然、年上からも敬語を使われるほどだ。

　一年の時から数えたら告白された回数は、五人の手足の指の数を超える。

「大体、学生の本分は勉強だろ！」

　もっともらしい正論を語る空悟だが、

「本音は違うんでしょ？」

　花火の問いに空悟は力強く答えた。

「俺も彼女が欲しい！　彼女作ってエッチな事をしたい！」

「「「「だから彼女ができないんだよ」」」」

　四人から同時にツッコミを入れられた。だが、折れる事無く空悟は力強く言い返す。

「バッカだな、お前等ら。最初っからそう言っておいて、それで彼女になってくれた人は、エッチな事をしても大丈夫な人って事だろ」

「私、絶っ対に空悟君に女の子を紹介しない」

「ハナもしない」

　女性二人に言われても、空悟は全く引かずに自分の考えを力説し続けていた。久遠と花火だけでなく、その会話を聞いていた他の女子からの冷ややかな視線を受けても決して折れず、空悟の力説は教室へ着いても終わることは無かった。

　到着した教室はいつもと違う姿を呈していた。

　個々に充てられている小さなロッカーには、演劇で使う作りかけの衣装が引っかかっており、教室の色んな所に小道具が散乱している。本番で組み立てれば良いようにした舞台背景の一部も窓際に立てかけられている。

　散乱している小道具を分かりやすく分別している女生徒が一人いた。結羽太たちといつも一緒にいる一人で、久遠の親友である春はる秋あき冬とう夏かだ。

「冬夏ちゃん、おはよう。私も手伝うよ」

「ハナも手伝う」

　荷物を置いた女子二人が冬夏の元へ駆け寄り、分別を手伝い始めた。

「ありがとう、二人とも。感謝するよ」

　冬夏は常に落ち着いており、時々、年上ではないかと結羽太が錯覚するような友人だった。知識もあり、人を言葉で説得したり納得させる事に長たけており、それを見込まれ学級委員長もやっている。感情を自分の意見に入れ込まず、しっかりした大人の女性を思わせる冬夏は、久遠や花火の憧れでもあった。

「僕たちも手伝いましょうか」

「そうだな」

　三月に言われて結羽太も分別を手伝おうとするが、冬夏が制止する。

「ここの手伝いは久遠と花火で事足りているよ。時間は有限だ。同じ仕事を余計な人員ですると、それは余計な手間になってしまう事がある。朝礼までそれほど時間はないからね」

「つまり、何が言いたいんだ？」

「次の作業を頼みたいという事だね。順序は大事だ。分別は私たちがして、君たちが空き教室へ荷物を運ぶ。君たちが戻る前に私たちで他の物を分別し、集めておくとしよう。そうすれば、空き教室へ足を運ぶ人間が減って時間の短縮化へ繫がるからね」

　的確な指示に結羽太と三月は顔を見合わせる。確かに順序は大事だった。
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　学校は学園祭モードに入っており、授業は三時限目で終わり、残りは学園祭の準備に当てられている。結羽太のクラスは、演劇の練習と小道具と大道具の制作が残っていた。

　台本を片手にした結羽太と、台本なしだが台詞せりふを棒読みで読む久遠。

「『アンナ。僕の伴侶になってはくれないだろうか？』」

「『王子、膝などつかないでください。私は──貴方あなたの気持ちを受け取るわけにはいかないのです』」

「『何な故ぜだ？　僕たちはあれほど一緒だったじゃないか。ずっと一緒にいようと交わしたあの約束を忘れてしまったのかい？』」

「ぷっ──あははははっ！　も、もう限界っ！」

　隣で見ていた空悟が腹を抱えて笑い出す。それに釣られ、他のクラスメイトも笑い出した。笑われる事をしている自覚は結羽太にも久遠にもある。

　時代錯誤の似合わない台詞を口にし、それに身振り手振りを加えている。これが恥ずかしくないわけがない。生涯、これ以上に恥ずかしい事は経験しないのではとさえ思えてくる。笑われるのは分かる。

　だが、久遠が笑われるのだけは少し納得できないと結羽太は思う。

　確かに棒読みだし、プロの役者と比べたら素人丸出しだろうが、素人なのだから仕方がない。台本を暗記してきた久遠の努力まで笑われている気がしてくる。

「空悟。二人の邪魔をするものではないよ。真面目にやっている事は決して恥ずかしい事じゃない。恥ずべきは真剣にやらない事だ。結羽太と久遠は笑われる事はしていないし、恥ずべき思いも抱えてはいない」

「うっ……」

　冬夏の口調は強くないが、言葉の重みは十分に空悟に伝わっていた。

「空悟。勘違いしないでくれ。私は君を責める気は無いよ。君が今回の事を反省して、次へ生かしてくれたらそれでいい。恥ずべきは自分が責められたと勘違いし、相手を責める事だ。自分の身、可愛かわいさにね。君はそんな愚かな人ではないだろう？」

　そこまで言われては空悟は何も言えなくなってしまう。

「悪かった、二人とも」

　友人ではあるが、多少の苦手意識のある冬夏に言い含められ空悟は素直に謝罪する。

「謝らなくてもいいよ。ねぇ、結羽太君」

「だな。やってるこっちも笑いを堪こらえるので必死なんだ」

「本当にね。……ぷっ」

　声に出さないよう久遠が笑い出す。結羽太はその意味を理解して、

「ははっ」

　同じように笑ったフリをした。

　久遠は空悟や他のクラスメイトが気を悪くしないよう、笑ってみせていた。

　笑いは波紋のように広がり、二人の周囲に陽ひだまりのような温かい空間ができる。その光景を微ほほ笑えむように見ていた冬夏が手を叩たたく。

「場も和んだようだし、このまま休憩としよう」

　結羽太同様に冬夏も久遠の気遣いに気付いており、久遠の意図が達成されたのを見計らい休憩を促す。

　今のうちにトイレを済ませておこうと結羽太は教室を後にする。トイレに向かう廊下で後ろから声をかけられた。

「なぁ、結羽太」

　声をかけてきたのは空悟だ。表情が少しいつもと違う事に結羽太は気付く。なにか緊張しているように取れた。

「どうした？　さっきの事なら」

「ああ、違う。そうじゃない。……でも悪かったよ。笑ったりして」

　結羽太はこういう空悟の素直な所に好感を持っていた。友人として尊敬している部分ではあるが、ＴＰＯは弁わきまえるべきだと思う。

「久遠、怒ってたか？」

「怒ってないと思うぞ。あれぐらいで怒る程、あいつの器は小さくねえよ。用はそれか？」

「いや、違う。ちょっと訊ききたい事があってな。久遠が誰に告白するか知ってるか？」

「……は？」

　考えもしていなかった問いかけに思考が完全に停止する。

「久遠が告白？　何を告白するんだ？　成長しきったと思っていた胸が、少しずつ大きくなっている事か？」

「マジかっ!?　中堅サイズの中じゃトップだった久遠の胸、大きくなってるのかっ!?　バストサイズ早見表作り直さなきゃならないじゃないかっ!?　ってかなんで結羽太がでかくなってる事を知ってんだっ!?」

「いや、まぁ。ってかお前もバストサイズ早見表ってなんだよっ!?　今度、見せろっ!!」

「あ、見ただけでサイズが分かる特技がばれた。見せてやるから女子には言うなよっ!?」

　朝にあれだけの変態発言をしていたくせに今更とも思うが、自分の失言を相手の失言にかぶせて誤魔化す事には成功した。

　結羽太が久遠のバストが成長している事を知っているのは、久遠がノートパソコンで下着メーカーのホームページを開きながら「最近、きつくなってきちゃって。新しいの欲しいんだ～。結羽太君ならどれがいい？」なんて訊いてきたからだ。

　一応は言葉を濁しつつ、結羽太も普通の物が良いと答えておいたが。時折思い出し、あれを着けているかもと想像する事が多々ある事は久遠にも言えない。

「とにかく、告白って言ったら愛の告白に決まってるだろ。朝も話したが、カップルが増えてるだろ？　久遠も想っている相手に告白するみたいなんだよ」

　久遠に想い人がいたこと自体が初耳で結羽太は戸惑う。

　好きな相手なのだから当然だが、その話の出所が知りたくなった。

「いや、俺も詳しくは知らないけど花火と久遠がそんな話をしていたのを聞いたって。結羽太は久遠から誰が好きとか訊いた事ないのか？」

「無いな。考えたら、そういう話をした事がない」

　久遠は好みを訊いてくる事はあるが、誰が好きかという事は訊いてこない。おかげでそんな話をする事は一度も無かった。

「ちょっと花火の所へ行ってくる」

　知らなかったら良かったが、知ってしまっては知りたくなってしまう。気になってしまう。空悟の話が噓うそか真まことか分かるだけでもいい。確かめたい。

　確か台本を書くために静かな図書室へ行っているはずだ。空悟も一緒に行こうとしたが、クラスメイトの女子が空悟の肩に手を置いた。

「ねぇ、空悟君。ちょっといいかな？　君に大変で面倒で誰もやりたがらない雑用を倒れるまでやってほしいんだけど」

　漫画やアニメなら、顔に怒りマークでも出ていそうな雰囲気のクラスメイトの女子。

「あ、あれ？　俺、何か怒られるような事したっけ？」

「バストサイズ早見表なるものを作っておいて怒られないと？　アンタはバストサイズ早見表を提出した後、煩悩が涸かれ果てるまで働け」

　強い口調で女子に言われ、空悟はそっちへ向かった。正確には連行されるような形で。
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　図書室の窓際にあるカウンター席に花火と三月の姿を発見した。

　あまり音を立てないように扉を閉めたつもりだったが、結羽太の入室に三月が気付き、落ち着いた胡う散さん臭くさい笑顔を見せ軽く手を振ってみせた。

　結羽太がいつも思う事だが、あの胡散臭い笑顔で何故モテるのだろう？　貼り付けられた笑顔ほど気味の悪いものは無いと思うのだが。

「どうかしましたか？」

　三月に問いかけられる結羽太。いきなり空悟に聞いた話をするのは違うと思い、台本の進行状況を訊いた。

「クライマックスのラストシーン以外は完成しました。あとタイトルも決まりましたよ」

「そういえば決まってなかったな。で？　どんなタイトルなんだ？」

「はい。タイトルは『想おもう言こと葉ばの無ない二人ふたり』です」

　タイトルを聞いて、その意味が結羽太にはすぐに分かった。

　花火が書いている話は、一度も面と向かって「好き」と言葉にしていない。けれど、二人が両想いなのはハッキリと分かるものになっている。

「だから『想う言葉の無い二人』か。うん、いいんじゃないか？」

「ええ。僕もぴったりだと思います」

「それ考えたのはハナだし、台本を書いてるのもハナだよ。須賀君が自慢気に言わないで」

「そういうつもりはありませんが、友達である花火さんが書いたと自慢できる素敵な作品になっていると思いますよ」

「そっかな。えへへ、ありがとう。須賀君に褒められたし、タイトル通り、最後まで好きって言わせないで終わらせるよ」

「それと花火さん。前から言っていますが、僕の事は三月で構いませんよ」

「そんな事、できないよ。男の人を名前で呼ぶのは、家族と恋人だけって決めてるんだもん。まだ家族以外を呼んだ事ないけどね」

「ええ、ですからそうなればいいなと」

「？　どういう意味？」

「え、えっとですね。……あ、結羽太君に追加した部分を見せてはどうですか？」

「そうだね。ちょうどいいから見てみてよ」

　ノートパソコンを結羽太に差し出す花火を隣に、三月は軽く額を押さえて息を吐いた。

　ここまで言われて、どうして花火は三月の気持ちに気付かないのだろう。

　三月も三月で、気持ちを口にする事には慣れていないせいで、かなり遠回しに言ってしまっているのも問題だが。

　結羽太たちは二人の関係が面白いと思う事が大半だが、三月に同情してしまう事もある。

「貰もらっている台本だと、アンナが戦場から大おお怪け我がをして帰ってくる所で終わってたよな。その続きはここから……おい！」

「なに？」

「なに？　じゃねえ！　なんだ、この『気を失っているのをいい事に王子はアンナの唇を奪い、体を好きに弄んだ』って！　犯罪じゃねえか！　あと『気を失っているのをいい事に』って表現が犯罪者っぽいのも気になるぞ！」

「唇を奪う事は窃盗罪にはならないはずだけど？」

「唇を物品扱いするな！　そこもだが、後半を無視すんな！　猥わい褻せつ罪ざいになるだろ！」

「表現が気になるなら『おっぱいと太ももを撫なで回まわした』に変えよっか。他にどこを触りたい？　リクエストがあれば追加するよ」

「犯罪なのは変わんねえし、マジでやめてくれ！　それやるの俺なんだぞ！」

「刻谷君、しーっ」

　結羽太は図書室だという事を忘れ、大きな声を出していた。が、よくよく考えれば今は学園祭の準備中で結羽太たち以外には誰もいなかった。とはいえ、今の会話は大声でしていいものではなかったが。

　台本の通りにしたいかしたくないかで言えば無論したい。万が一、久遠とそういう関係になれたら、二人きりの時に同意の元でしたいとは思う。なる事は万が一も無いと結羽太は思っているが。

「大丈夫です。これから僕が直しますよ。ここまでの台本も僕が推すい敲こうしていたんです」

「そうなのか？」

　手伝っていたのは知っていたが、意見を言うレベルだと思っていた。花火が差し出した印刷用紙を見ると、至る所に誤字脱字、文法のミスの指摘などが赤ペンで書かれている。

「須賀君には感謝してるよ」

「どういたしまして」

　嬉うれしそうに微笑む三月。

「それでは推敲を御お願ねがいします」

　ノートパソコンを三月に差し出しながら、ぺこりと頭を下げる花火。

「人に見せられるレベルまで直しますよ。職員室でプリンターを借りてきますね」

　ノートパソコンを持って図書室を出て行く三月を結羽太と花火は見送った。

　直後に人が入ってきて、花火が慌ててヘアピンを外し前髪で顔を隠す。向こうが視線を送れない位置になるのを確認すると、花火は再び前髪を上げ、目を露あらわにさせた。

　またその人が出てきても目線が合わぬよう、花火は窓から見える空を見上げていた。

「花火も随分と俺たちに慣れたよな」

　入学当初、花火は誰とも話さずに一人で本を読んでいた。長い前髪で目を隠しており、それで本が読めているか疑問だったのを結羽太は思い出す。

　後に極度の人見知りだったと分かったが、その花火と友人になれたきっかけは久遠だ。

「ほんと、久遠ちゃんには感謝だよね～」

　久遠の話題が出たのをきっかけに、結羽太に例の事を訊くチャンスが訪れる。

「花火さ。久遠が誰かを好きだって話、聞いた事あるか？　噂うわさとかでもいいんだけど」

　自分も三月の事は言えないなと結羽太は思いつつ、問いの返答を待つ。

「聞いた事はなかった。けど」

「けど？」

「知ってはいたよ」

「久遠が好きな奴を？」

　花火は空を見たまま小さく頷うなずいてみせる。いつも久遠を見ている自分が気付かないのに、花火が気付いている事に結羽太は敗北感を味わう。

「見てれば分かるのか？」

「うん。だから、教えられても今更って感じだよね。前に冬夏ちゃんが久遠ちゃんに言っていたけど。『久遠の想おもい人びとが誰か気付いていないのは、君に想いをはせている人たちだけだろうね。君の想い人は太陽だ。そして久遠、君は向日葵ひまわりだ。いつも太陽を見ているからね』って」

　時折、冬夏は何かに喩たとえて話す事があるが、喩えから考えるに、久遠がいつも好きな人を見ているという事は分かった。

　結羽太の方を見て、花火はニコッと笑ってみせた。

「なんだよ？」

「だって刻谷君。久遠ちゃんが誰を好きなのか分かってないんでしょ？　つまり久遠ちゃんの事が、って事だよね」

　嬉しそうに結羽太の内心を語る花火。

「冬夏の意見はともかく、だ」

「大丈夫。久遠ちゃんも同じだから」

「同じ？　同じって何が？」

「ん～。自分で考えた方がいいよ」

「よく分からんが。とにかく、サンキュー。ちょっと探ってみる」

「演劇に差し支えないよう程々にね」

　花火の言う演劇に差し支えるというのは、本当の恋心が邪魔をして演技に集中できないという意味だろう。結羽太は頷き、図書室を出た。
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　誰かに告白するかはともかく、久遠の想い人を見つける方法は分かった。久遠は太陽である想い人を見る向日葵。詰まるところ、常に相手を見ているという事だ。注意深く久遠を見ようと教室へ結羽太が戻ると、教室内に不穏な空気が満ちていた。

「だいたい、なんで倒れたんだよ。倒れるようなシチュエーションじゃなかったよな」

「そ、そっちがぶつかったから……」

「なんか言ったか？」

　何かのトラブルがあったようで、優良生徒とは決して言えない倉くら敷しきが、大人しい性格の志し村むらへ強い口調で言葉を投げつけていた。

「あ、結羽太君」

　結羽太を見つけ久遠が駆け寄ってくる。

「何があったんだ？」

「倉敷君がふざけてたら、志村君にぶつかって。志村君が倒れた所に制作途中の大道具があったの」

「……なるほどな」

　現状を聞いて結羽太は大筋が想像できた。

　大道具を作っていた気の弱い志村のグループの隣で悪ふざけをしていた、中途半端な不良を絵に描いたような倉敷がぶつかり、その拍子で志村が倒れ、大道具が壊れてしまったってところだろう。証拠に街の背景が描かれた板の一部に穴が空いている。

　気の弱い志村は、威圧的に言われて言い返せなくなっている。

「どうすんだよ、これ。お前が壊したせいで、また作らなきゃなんねえな」

「つ、作ってたのは僕たちで倉敷君じゃ……」

「何言ってっか分かんねえな。日本語で喋しやべってくんねえか」

　タイミングの悪い事に冬夏がいない。冬夏はこういう手合いを相手にするのも得意だし、上手く事を丸く収められるのにと結羽太は思う。だが、このまま放置しても時間を無駄にするだけだ。

「いい加減にしろよ、倉敷」

　二人の間に割って入り、仲裁を試みる。

「刻谷には関係ねえだろ、すっこんでろ」

　結羽太の思った通り、矛先が自分へと移動した。教室の空気が、一気に張り詰めていく。

「志村を責めれば、壊れたこれは直るのか？　くだらない言い争いをしている暇があったら、作り直すとかした方がいいだろ」

「流石さすが、主役様は違うな。舞台の事を一番に考えていらっしゃる」

　嫌味たっぷりな言葉を結羽太はあえて聞き流す。

「倉敷はどうすべきだと思う？　これ以上、時間を無駄にしても本番に間に合うような解決法があるみたいだから、是非とも教えてくれよ」

「やっぱりお前は気に入らねえ。いつも進んで面倒事を引き受けてヒーローのつもりかよ」

　倉敷は舌打ちし、結羽太を睨にらみ付つけた。倉敷の手が結羽太の胸ぐら目掛けて伸びた時。

「私も結羽太に賛成だね」

　教室のドアが開き、冬夏が入ってきた。

「解決策が無いのなら、解決策を持っている人間に問う。社会の基本的なルールだ。だから、倉敷君。是非とも我々にご教授願えないだろうか？」

「俺が知るわけ──」

　冬夏の問いに苛いら立だち、声を荒らげようとした倉敷を冬夏が制す。

「勘違いしているようだから言っておくが、教わる側が丁寧に教えを請うのは当然。けれどね、教える側も同様だよ。伝えるつもりがあるのならね。高圧的では伝わる物も伝わらない。高圧的な言葉はすでに言葉でないからね。そこには教える際に不要な『感情』が込められてしまっている。教える際に感情は不要だろう？　愛情や情愛ならあっても構わないと思うが、それで高圧的になるものだろうか？　高圧的にきた瞬間に伝える気が無いのだな、と私は思うよ。技術や考えを伝えるという意識をしっかりと持って、言葉を言葉として口にすべきだ。悲しい事に、それができない人間が多いというのが現実らしい。少なくとも私はそんな人にはならないようにしたいと思っているよ」

　倉敷が喋る隙を与えまいと冬夏は喋っていく。

「チッ」

　舌打ちして倉敷は教室から出て行った。教室の外で何かを蹴ったような音が聞こえたが、倉敷が壁でも蹴ったのだろう。

「やれやれ。これでこの場は収まったかな？」

　冬夏の言葉で教室内の空気が弛し緩かんした。

「ご、ごめん、刻谷君。ぼ、僕のせいで」

　志村が申し訳なさそうに結羽太に謝罪する。

「気にするな。俺は時間が無駄になるのが嫌だっただけだ」

　結羽太の言葉に噓うそはなく、これ以上、不要で面倒ないざこざで時間を無駄にしたくないだけだった。結果、志村を助ける事になったのだと結羽太は考える。

「志村君。結羽太に言う言葉は『ごめん』ではないだろう？」

「あ……ありがとう、刻谷君」

　冬夏に言われて志村は謝罪ではなく、感謝を口にする。少し照れくさくなり、視線をそらした結羽太がある事に気付く。

「おい、志村。お前、手首が腫れてないか？」

「え？　痛ッ」

　結羽太の言うとおり志村の手首は少し腫れている。どうやら倉敷に押されて倒れた時に捻ひねったようだ。さっきまで倉敷への恐怖で、手首の異変に気付いていなかったらしい。

「大事にならないよう、保健室へ行くべきだ。保健委員、すまないが志村君を連れて行ってあげてくれ」

「わ、分かった」

　保健委員の女子が志村を連れて教室を出て行く時、結羽太は久遠の視線に気付く。

（志村を見てる？）

　さっきの花火との会話を思い出す。久遠は志村を見ていた。

　久遠が志村と親しいという話は聞いた事がない。ただ共通の趣味はある。

　志村はゲーム好きで、ゲームの話をしている事が多い。興味を抱いてもおかしくはない。

　いや、志村じゃない。自分の勘違いだろうと結羽太は考えたが、久遠はそっと教室を出て行き、保健室がある方へ向かった。

（ま、マジ？）

　久遠の行動が結羽太の中の否定を否定していく。

　ストーカーっぽいかもと思いつつ、志村を追ったと思われる久遠を追おうと結羽太が教室を出ようとしたその時。

「おっと、あぶねえ」

　担任の関せき美み嗣つぐが入ってきて足を止めた。

「どうした、刻谷。そんな慌てて」

「ミッツ、ちょっと急いでるんだ。そこをどいてくれ」

　担任の教師だが、生徒からのため口や渾あだ名なにも寛大で、怒る事はあっても怒鳴る事は無い。密ひそかに結羽太が憧れる大人の一人だった。ちなみに他は両親と久遠の両親である。

「用があるのか。なら用が終わってからでいいんだが、ちょっと買い出しを頼みたいんだ」

「おや、関先生。先ほど私は先生に買い出しを頼んだはずですが？」

「ゲッ、春秋。お前、戻っていたのか」

　結羽太は二人の会話で話が見えてきた。

　どうやら冬夏に頼まれた買い出しに行くのが面倒になり、関美嗣ことミッツは言えばやってくれる結羽太に声をかけたようだ。

「分かった。用事が済んだら行くから、物が書かれたメモをくれ」

　急がないと久遠を見失うと思い、メモ書きを催促する。

「仕方がない。私も行くよ。買う物は全て覚えているからね。結羽太は用事を済ませてくるといい。下げ駄た箱ばこで待っているよ」

　冬夏と買い出しに行く事になり、結羽太は教室を後にして久遠を追った。

　しかし久遠と逢あう事もなく保健室へ到着し、室内を覗のぞいたが志村もいなかった。
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　なんでも揃そろう商店街。そこからの帰りのバス内で結羽太は顔をしかめていた。

「ミッツの野郎。どう考えても車が必要な量じゃねえかよ」

　ペンキ五キログラム、ベニヤ板長さ五十センチメートルを数枚、布数種類を数メートルずつ。他にも細かい物が多数。大きな荷物を結羽太が持ち、細かい物が入った袋三つを冬夏に持ってもらい、ようやくバス停まで辿たどり着つけた。

　バスを使えるとはいえ、この大荷物だと商店街からバス停までの距離もきつい。

「だから私も関先生にお願いしたんだけれどね。どうやら頼む相手を間違えたようだ」

　隣に座る冬夏は笑いを含めつつ、自分の行動を反省している。

「本当だよ。冬夏らしくないミスだな」

「ふむ。私らしくない、か。具体的にはどのあたりかな？」

「具体的にって言われると答えにくいが──」

　結羽太や久遠、花火たちから見ても冬夏は落ち着いた大人を思わせる同級生というイメージだ。言葉を選んで喋っている感じがするし、決して声を荒らげる事も慌てる事も無い。賢人と称しても大げさには感じない。

　そういう自分の中の春秋冬夏というイメージ像を結羽太は再確認したが、やはり今日の冬夏は何か違和感を覚えさせた。それが何かと言われると形容できないのだが。

「なかなかの観察眼だね。それで何な故ぜ、久遠の想い人が分からないか不思議でならない」

　言いい淀よどんでいた結羽太を余所よそに、冬夏が結羽太に対する疑問を口にする。

「……花火から訊きいたのか？」

「いや、今のはカマをかけさせてもらったよ。私が訊かれたように、君も空悟から訊かれたのだろうと思ってね。そして君は気が気でなくなり、自身の足で久遠の想い人を探っている。買い出しに出る前の用事とはその事だろう？」

　結羽太は鋭すぎる冬夏が時折、怖くなる。空悟のように苦手意識があるわけではないが、ボロを出さないよう気を張り詰めてしまう。

「そこまで久遠の事が好きかな？」

　このように気持ちを見透かしてくるから怖い。

「まぁ、嫌いではないな」

　結羽太の返答に冬夏は頭を左右に小さく振る。

「君はすれ違う人をどう思うかな？　話した事も無い知らない人だ。つまり好きでも嫌いでもない。つまりは嫌いではないんだ。久遠の事を『嫌いではない』なんて言ってしまったら、すれ違う人と同じ。十六年も共に連れ添っている相手を、一秒にも満たずにすれ違う赤の他人と同等とは、失礼だとは思わないかな？」

　冬夏にしては珍しく、言葉の中に感情が見えた。

　冬夏の言い分は、理想論で言葉遊びで屁へ理り屈くつだ。言い返す事のできる部分は多々あるが、それに対しても冬夏はまた言葉遊びで返してくる。それに、冬夏が言っている事をほとんど否定できない自分がいる事を結羽太も分かっていた。

　なので結羽太は、唯一完全に否定できる部分だけを否定する事にした。

「十六年じゃない。あいつと出会ったのは幼稚園に入るちょっと前だよ」

「そうなのか？」

「ああ。冬夏の驚く顔、初めて見たような気がするぞ。そんなに意外か？」

「てっきり生まれた時から知り合いなのだと思っていたよ。何故、黙っていたんだい？」

「訊かれなかったし、話す事でもなかったからな」

　冬夏は少し考え、思い立ったように結羽太へ問う。

「せっかくだから、結羽太と久遠。二人の馴なれ初そめを聞かせてくれないかな？」

　さっきも言った通り話す事でもないと思うものの、結羽太は久遠との出会いを語り出す。

「新あら都と家が住んでいる土地って、元々はウチの土地だったんだよ。爺じいさんが社長をやってたんだが、破天荒な人だったみたいで。社長引退と同時に、家や土地、会社を含め全部をお袋に譲って死ぬまで世界を旅するって消えちまった。で、結婚してた俺の両親は家を建て直す事にしたらしいが、土地が広すぎるから半分を売却したんだよ」

「そこに新都家が引っ越してきたのか。初耳だよ」

「話す事でもないからな。さっきも言っただろ。別に面白い話でもない。久遠とはその時からの幼なじみだよ」

　面白くない話をしてでも、冬夏の質問から逃げたかったのかと結羽太は省みる。自分が嫌になり、意識を遠くへ飛ばそうと試みる。そうすれば何も考えずに済むし、自己嫌悪からも逃げられる。意識を上手く飛ばそうとした矢先、思い出したように冬夏が口を開く。

「それで君は──」

　また久遠への気持ちを問われたら、今度はどう逃げようか考えた時。

『次は杜乃丘高校前です。お降りのお客様は降車ボタンを押してお知らせください』

　丁度良いタイミングでアナウンスが流れ、冬夏の質問を遮ってくれた。降車ボタンを押し、バスが着くなり急いで外へ出る。

　すぐに冬夏は質問を開始するかもしれない。何か逃げ口が欲しいと思っていたが、バスを降りた先に退路を断つ人物がいた。まだ距離はあるが、校門に見えるのは間違いなく久遠だった。

「ほら、君の想い人がいるよ」

　やっぱり来たかと内心で結羽太は思う。今日の冬夏はやけにしつこい。早く荷物を置いて冬夏から逃げ出したい。そんな二人を知ってか知らずか、久遠が校門前から二人の方へ向かってくる。

「あ、そういや今日は弁当を持ってきたんだ。久遠の奴、購買部に行ってないだろうな」

「愛夫弁当を作っておきながら、久遠を嫌いではないと言うなんて逆に凄すごいね」

　結羽太の事を褒めているのか貶けなしているのか分からない事を言った後に、冬夏は久遠を見て結羽太に助言をする。

「久遠の想い人が誰なのか、知らないのは久遠を想っている人だけだよ。久遠も似たような状況だった。でも彼女は踏み出す勇気を持ち、状況を変えた。けれど、結羽太。君はまだのようだね。そんなに今日が壊れ、明日が今日とは違う日常になるのが怖いのかい？」

　何も言い返せない。的確に自分の事を指摘している。

　冬夏の言うとおり、結羽太は怖がっている。

　いつものように久遠と一緒にいられる今日が壊れてしまうのを恐れている。

　いつかは来るのだろうけれど、今それを壊す事はできない。

　もし壊してしまったら。久遠にとって特別な存在でいる事ができなくなる。

「今日はこれぐらいにしておくよ。けれど、久遠に訊いてみるといい。想いを伝えた結果、どうなったのかをね。話してくれればいいけれどね」

　結羽太を置いて冬夏は校門を目指す。

　心配と安あん堵どが交じった表情で此方こちらへ歩み寄る久遠を目指して足を踏み出そうとした時、自分の中の異変に結羽太は気付く。けれど、その異変をどうにかする術すべが分からない。

「──なぁ、冬夏。変な事を訊くんだけど」

　少し前を歩く冬夏に問いかける。

「脚ってどうやって動かすんだ？」

「……なんだって？」

　冬夏は困惑した表情を見せ、少し離れた所にいる久遠は不思議そうに此方を見ている。

　結羽太は脚の動かし方が分からなかった。当たり前のように動かしていたはずの脚の動かし方をだ。呼吸の仕方や指の動かし方と何ら変わらないのに、それができない。

　いや、知らないという表現が近い。見た事のない医療機器の扱い方が分からないように、脚の動かし方が分からない。触るのさえ躊ちゆう躇ちよしてしまうほど、脚が別の物に感じられた。

　気持ちが悪い状況に困惑していると、トラックが向こうから走ってきた。トラックが変な走り方をしている事に気付いたのは、少し遠くから二人を見ていた久遠だった。

　荷台に積まれている鉄パイプが左右に揺れている。道が荒れてトラックが蛇行しているわけでもないのに、まるで跳ねて踊るように鉄パイプが動いていた。

　そのトラックが結羽太の方へ向かっていくが、結羽太はまだ気付かない。

「結羽太君！　冬夏ちゃん！」

　慌てて駆け寄る久遠。それに何かを感じた冬夏が珍しく声を張り上げる。

「久遠！　結羽太がおかしいんだ！」

「えっ!?　どういう事っ!?」

「分からない。結羽太、どういう状況なんだ？」

「脚が動かせないんだよ。でも久遠、何をそんな慌てて──」

　その瞬間、結羽太の全身を得体の知れない悪寒が走る。氷水が地面から走り昇って纏まとわり付ついたような感覚に言葉を失ってしまう。

「冬夏ちゃん！　結羽太君を引っ張って！」

　結羽太の腕を久遠と冬夏が一緒に引っ張った。引っ張られ、前のめりに転ぶように倒された結羽太と、尻餅をついた久遠と冬夏。

　同時、トラックが三人の脇を通り過ぎ、積んでいた鉄パイプが甲高い音を立てながら崩れ、その場に散乱する。結羽太が立っていた場所も同様に、数メートルの鉄パイプが幾つも転がっていた。

「あ、危ねえ」

　冷や汗が全身から吹き出し、体温を奪う。けれどさっき感じた悪寒よりは温かい。さっきのは一体なんだったのか結羽太にも分からなかった。

　助けてもらった二人へ視線を送ると、冬夏はホッとした顔をしていたが、久遠は結羽太以上に青ざめていた。
















　やってきた警察に事情を訊きかれることになり、三人が解放されたのは午後三時を過ぎてからだった。結ゆ羽う太たは教室に戻り、持って来た弁当を食べるつもりだったが久く遠おんと冬とう夏かと一緒に職員室へ連行され、事故に遭うまでの行動を問われる事になった。

　教師からの尋問も終わり、やっと教室へ戻ったのだが、

「冬夏ちゃん、久遠ちゃん！　大丈夫なのっ!?」

　花はな火びをはじめとしたクラスメイトに久遠と冬夏が摑つかまってしまう。結羽太も数人から心配の声はかけられたものの、すぐに解放された。

　一人で弁当を食べるのも嫌だなと思い、久遠と冬夏を待ったのだが、完全に二人が解放されたのは日が沈みかけた頃になってしまった。そのままタイミングを逃し、三人は昼食を抜く羽目になり、空腹のまま帰宅する事になった。

「お腹なか空すいた～っ！」

　晩ご飯を作る結羽太の後ろで、珍しくゲームもせずアニメも観みていない久遠が、大声で空腹を訴える。空腹の文句を言う暇があるのなら手伝えと結羽太は思うが、言っても手伝わないし、手伝わせるには相当の時間を要して褒めなければならない事を知っている。そんな無駄な時間を使うのなら自分でさっさと作った方が断然早い。

「もう少しだから待っててくれよ。今日は久遠の好きなやつだから」

「本当っ!?　そうだよね～。私は二日連続で命を救ってくれた恩人だもんね。喩たとえるなら、救出クエストをクリアした報酬っていうのかな？　好きな物の一つや二つ作ってあげても罰は当たらないよね」

　ウキウキな気分になったのが、顔を見なくても分かる。文句は言わないが、結羽太も久遠同様に空腹だった。

　結羽太の鞄かばんには、早起きして作った弁当がそのまま残っており、先ほど電子レンジで温め直した所だった。慣れない事をした時に限ってこれだと内心思い、二度と気まぐれで弁当は作らないと決めた。

「それで？　私の好物って何かな？　結羽太君特製コロッケ？　それとも結羽太君自慢のクラムチャウダーかな？　あ、もしかしてお手製のアイスクリーム？」

　勝手な事を言う久遠。アイスなんか最低でも昨日の夜から準備しないと作れない。

「よし、できたぞ」

　お皿に盛った料理をダイニングテーブルへ運ぶ。

「わぁ……って結羽太君っ!?　これ、青チン椒ジヤオ肉ロウ絲スーだよっ!!　しかも緑の割合、多いんですけどっ!?　七割ぐらいが緑だよっ!?　私が好きな物って言ったよねっ!?」

「タケノコ入ってるだろ？　去年、タケノコ御飯を美味おいしそうに三合も食べてたのを思い出したんだよ」

「あれはタケノコがメインじゃん！　これ、ピーマンがメインだよっ!?」

「ピーマンが余ってたんだから、しょうがないだろ。腹減ってるんだ。食べようぜ」

「一度家に帰ったのはピーマンを取りに行ったんだね……そこは分からなかったから、一緒に行って止めればよかった」

　昨日は刻こく谷たに家だったので今日、二人は新あら都と家で晩ご飯を食べている。普段は制服のままで新都家に来てご飯を作るが、今日はピーマンを取りに行くので一度帰っていた。久遠が来たところでメニューは変わらなかったが。

　青椒肉絲と適当な物を出し、電子レンジで温め直したお弁当のおかずを並べる。

「あれ？　これ、なんだかお弁当のおかずみたいだね」

　並べられた料理を見て、久遠が結羽太に問う。

「ああ。今日の朝、早くに目が覚めて。暇だったから弁当を作ったんだよ」

　あえて久遠の分も作ったとは言わなかったが、量から見て二つ分ある事は久遠も気付いた。それが嬉うれしくなり、

「ありがと、結羽太君。あ～ぁ、せっかくなら皆に自慢しながら食べたかったなぁ」

「なんて自慢するんだ？」

「それは勿もち論ろん──」

　そこまで言って久遠は何かを思い出したような顔を見せる。

「結羽太君の料理をだよ。決まってるじゃん」

　久遠が何かを誤魔化した事に、結羽太が気付かないはずがなかった。

　同時に触れてほしくない事なのだとも分かる。

「ほら、食べようぜ」

　だからあえて触れず、食事を始めるように促す。

「うん、いただきます」

　しばらく食事を進める二人だが、案の定、久遠は青椒肉絲に手を付けない。

「久遠、食べてみろって。苦くないように切ったから」

「切り方で変わるの？」

「ああ。横に切ると苦いけど、縦に切ると苦くないって何かで読んだ。さっき味見したけど、本当に苦みが弱くなった気がする。だから久遠でも食べられると思うぞ。頑張って自分で食べてみろよ」

　促され食べなければと思うも、箸がなかなか伸びない。うぅ～と泣きそうになる久遠。

　久遠は嫌いな物でも食べないという事はしない。結羽太もその事は知っているが、実は少し違っていた。嫌いな物でも食べるのは、結羽太が作った場合に限る。

　小学校に入ったばかりの頃、久遠は結羽太にコロッケが食べたいと要求した事があった。包丁も殆ほとんど使った事が無かったのに、手に沢山の傷を作り、跳ねた油で火傷やけどをしながらも結羽太はコロッケを作った。

　出来上がったコロッケは黒こげで、食べられるような物ではなかった。それを結羽太は笑いながら「失敗しちゃったね」と言って捨てたのだ。

　その時、久遠は強い罪悪感を抱いた。自分の為ために一生懸命作ってくれた料理を捨てさせてしまった。以降、久遠は結羽太の作る料理を残す事は無くなった。あれから結羽太は何度もコロッケに挑戦し、今では久遠の好物になっている。

「……ねぇ、結羽太君」

「はいはい。いつものあれだろ」

　目尻に涙を一杯溜ためて、大げさに頷うなずく久遠。

「じゃあ、お願いします。あーん」

　目をぎゅっと閉じ、口を限界まで開け、結羽太の手によって苦手な物が運ばれるのを待つ。久遠が二人だけの空間で、嫌いな物を食べる時にいつもしてもらっている事だった。

　久遠には言っていないが、この行為をしている時、悪い事をしているようで強い背徳感を結羽太は覚えていた。

　全身に力を入れ、今から来る苦痛を耐えようとしている久遠の姿が、拷問を受ける人間の姿と重なっているせいだろう。

　その頑張って我慢しようとしている久遠の姿が可愛かわいいと結羽太は思っているのだが。

　口の中に青椒肉絲が落とされたのを確認し、久遠が一度嚙かむ。

「ん～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　言葉にならない言葉を発し、味が広がる前に丸まる吞のみしている。

「はぁ……はぁ……」

「バトル漫画で一戦終えたキャラ並に息が上がってんな」

「全っ然、苦いじゃん！　結羽太君の噓うそつき！」

「ほら、口開けろ。今ので三分の一は消化した。残り二回だ」

「拷問だ！　これは拷問だよ！」

　やっぱり拷問なんだと結羽太は思う。

「食べる。食べるけど、体力が回復するの待って。現実でポーションとか回復錠とか薬草とかあればいいのに」

「薬草はあると思うけど、絶対に苦いから久遠の苦痛が倍になるだけだと思うぞ」

　久遠が青椒肉絲を食べ終えるのに、ここから二十分近い時間を要した。
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　ぐったりした久遠と洗い物を終えた結羽太は、二人でモンバンをしていた。

「うぅ、また尻尾。なんで尻尾を剝はいで尻尾が出るのよ。尻尾から尻尾でも生えてるの？」

　欲しいアイテムが出ない久遠が頰ほおを膨らませながらブツクサと文句を言っている。

「あ、紅玉出た」

「ずるい～！　もう今日はいい！　ピーマン食べさせられるし、物欲センサーの感度最高潮だし、もうやだ！」

　ふて腐れた久遠は、読みかけのライトノベルに手を伸ばす。結羽太は暗記できていない台詞せりふを覚えようと、台本を手に取る。

　本当なら今日の午後、久遠と二人で読み合わせをしながら覚えようと思っていた部分を暗記しようと黙読を繰り返す。途中、読み合わせができなかった原因を思い出し、背筋が少し寒くなった。

　あのトラック事故は本当に危なかったと思う。久遠が助けてくれなかったら、命が無かったかもしれない。結羽太は目の前の幼なじみに感謝をすると同時、ある疑問が浮かぶ。

「なぁ、久遠。事故があった時、なんで校門にいたんだ？」

「事故ってお昼前のトラックのやつ？」

　ライトノベルから視線をそらさず、まるで本と会話でもしているように口を開く。

「そう」

「二人が来るのを待ってただけだよ」

　単純に考えれば久遠の言う理由で済むだろう。でもそうなると、あの慌てようは何だったのかという疑問が残る。

　本人は「待ってただけ」と言うが、結羽太は久遠が何かを誤魔化したような気がした。理由は無いが、なんとなくそんな気がする。

「あ、アイス！　昨日のアイス、まだ残ってたんだ！」

　そんな結羽太の思案など露知らず、久遠が唐突に凄すごく嬉しそうに声を上げる。

「あのアイスは俺の家だぞ」

「あ～、そうだった。……ねぇ」

「断る」

　頼まれる前に久遠の頼みを断った。

　頰を膨らませ、怒った素振りを見せる久遠だが、それが怒っていない印だという事を結羽太は知っている。

　可愛いと結羽太は思う。いつか誰かがこんな久遠を独り占めするのだろうと考えてしまい、冬夏に言われた事が頭をよぎる。

『久遠に訊きいてみるといい。想おもいを伝えた結果、どうなったのかをね』

　トラック事故があった事で頭から綺き麗れいに抜けていた記憶が鮮明に蘇よみがえる。

　仮に上手くいっていたとして、自分はこれから久遠とどう接すればいいのか。もうこんな風に食事をする事もできなくなるんだろうか。

　色んな思考が邪魔をして台本の台詞が入って来ない。

　思い立ってすぐに行動しないのは、自分が嫌う時間の無駄だと結羽太は意を決する。

「な、なぁ久遠」

　自分の声が自分の声でない気がして気持ちが悪い。

「な～に～？」

　間の抜けた声で返事をする久遠。

「告白、どうだった？」

　なんの前振りもない問いかけ。これじゃあ訊きたい事も伝わらないと訊いた結羽太は思ったが何な故ぜか伝わったらしく、久遠は読んでいたライトノベルから視線を結羽太へ移す。

「な、なんで結羽太君が？」

　ただ久遠のリアクションが結羽太の予想していたものではなく、何か違和感を覚えた。

「あ、いや。上手くいったみたいだから」

　冬夏の言い分から、久遠は告白して成功したと結羽太は思っていた。だから、成功を前提に話を振る。

「あ、えっと。上手くはいったけど──」

「そ、そうか。やっぱり上手くいったんだな。良かったじゃないか」

　久遠はまだ言い切っていなかったが、それ以上を聞きたくなかった結羽太は強引に久遠の言葉を切る。久遠が続ける前に結羽太が先に言う。

「じゃ、じゃあ志し村むらと付き合うんだ」

「……へ？　なんで志村君が出てくるの？」

「え？」

　何か、嚙み合っていない事にようやく気付く二人。

「だ、だって、志村に告白したんだろ？」

「し、してない！　な、なにそれ！　どんな流れでそんな考えに至ったのっ!?」

　久遠が凄い形相になり、テーブルに両手を置き前のめりで結羽太へ迫り、逆に問い返す。

「だ、だって志村を見て、そんでその後に追っかけて行っただろ」

「あ、あれは、志村君の怪け我がが気になって保健室へ行っただけだよ！」

「でも二人共、保健室にいなかっただろっ!?　だからどこかに呼びだして告白を……」

「保健室へ行ったら先生がいなかったから一緒に職員室へ呼びに行っただけ！」

「わ、分かった！　勘違いした俺が悪かった！　だから落ち着け、久遠！　顔が近い！」

　シャンプーの香りと女の子の香りがダイレクトに伝わり、それだけで結羽太の心拍数は跳ね上がっていた。

「まったく！　私の事を一番分かってるくせに、一番大事な事を全っ然、分かってないんだから！」

　座り直し、腕を組んで頰を膨らませている。さっきと似たような状況だが、今度は本当に怒っているのが分かった。

「ええっと。改めて聞くんだけど」

「なに？」

　まだご立腹中の久遠に腫れ物でも触れるように問いかける結羽太。

「告白はしてない、のか？」

　自分の願望も含めた問いかけに情けなくなる結羽太。

「したけど──してない、かな？」

　一気に怒りが沈静化した久遠の返答は、おかしなものだった。けれど、結羽太はそれに気付かず、都合良く後半の告白していない事実だけを受け入れる。

「そっか。してないのか」

　これで今日までと変わらない明日が来る。結羽太にとってはそれが何より大事な事だ。

「「はぁ～」」

　大きな安あん堵ど感に結羽太はため息を吐ついた。それに合わせるように久遠もため息を吐く。

　あまりのシンクロ具合に、二人は小さく笑い合う。

　しばらくその余韻に浸り、久遠は優しい笑みを浮かべた。

「ねえ、結羽太君。明日ね。また告白するよ。今日は決意が鈍っちゃったから。また明日」

　安心した結羽太に久遠は告白する事を告白する。

　嬉うれしそうな久遠に対し、結羽太の心はまた不安で一杯になった。
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　久遠が家の鍵を閉めたのを確認し、結羽太は自宅へと向かった。すると家の明かりが付いている事に気付く。鍵も開いており、中に入ると靴が四足あった。リビングから話し声が聞こえる。結羽太は声で自分の両親と久遠の両親がいる事に気付く。

　四人ともすっかり出来上がっているらしく、声のトーンが少し高い。どうやらお互い、珍しく仕事が早く終わったので、示し合わせて家飲みをやっているようだ。

　四人揃そろって酒が入ると面倒くさい状況になる事を結羽太は知っており、ばれないよう部屋へ向かう事にしたのだが、

「本当に結羽太には感謝よね。結羽太が新都家との縁を結んでくれなかったら、こんな風に酒を飲む事も無かったんだから」

　母親の気になる言葉に足を止めて聞き耳を立てた。

「私が久遠を迷子にしたのが良かったのよね」

「そこを自慢気に言うなよ」

　わははと笑い、思い出話に花を咲かせる親たち。自分の事を話されているのに、聞いている結羽太には覚えのない話だった。

「迷子になって泣いてた久遠を結羽太君が見つけてくれて。俺たちが行くまでずっと傍そばにいてくれたんだよな～。結羽太君は本当に優しい子だ」

「それがきっかけで俺たちは知り合い、土地を譲った。いや～、懐かしい。まさに結羽太は名に込めた意味『人と人の縁を結ぶ羽を持った子』になったわけだな」

「そうね。その縁を結んでなかったら、今日の事故で結羽太は死んじゃってたかもしれないわよ。警察が言うには久遠ちゃんが助けてくれたらしいから」

「……俺の生死は、話の流れで話す程度なのかよ」

　入ったら絡まれそうなので、結羽太は一人、廊下でツッコミを入れる。

　偶然にも結羽太は自分が知らなかった事を聞く事ができた。

　よくある名前に変わった漢字を使っているのは意味を込めていたからだという事。そして、新都家が隣に引っ越してくる前に久遠と出会っていた事。

　特に二人の出会いについては冬夏に話したばかりだった事もあり、かなりの衝撃だった。

　酒の摂取量が増え、絡み酒が始まった事を空気で感じる結羽太。絡まれるのは鬱陶しいので見つかる前に部屋へと逃げた。











　十月三日（火）




　こんなに連続で日記を書くのは初めてかもしれない。

　普通は毎日つけるのかもしれないけど、私の場合は普通と少し違う。

　本当だったら、今日の夜にするはずの約束を果たしている時間だった。

　結羽太君に貰もらった合い鍵で、結羽太君の家に入って、結羽太君を起こす約束。

　今は鍵もないし、そもそも約束もしていない。だからすべき事を考えなきゃいけない。

　今まで私がしてきた事だ。自分に都合の良い事があったからって、やらないなんて選択肢を選んでいいはずがない。特別な力があるのなら、人の為ために使うべきだ。

　物置にしている教室へ京きよう香かちゃんを向かわせなければいい。私が一緒にいて、何か仕事をすればいい。

　昨日の事を踏まえると、結羽太君も教室に行かせてはいけない。

　そうだ。三み月つき君が足を怪我して保健室へ一人で行っていたけど、結羽太君に連れて行ってあげてって頼めばいい。そうすればいいんだ。

　私の知らない間に行っちゃったら、きっと冬夏ちゃんがなんとかしてくれる。




　もし今日。

　今日また結羽太君が危ない目に遭ったら、私が思っている事が正しい事になる。

　もしそうなら。私の考えが正しいのなら。間違っていなかったら。

　私は。




　大丈夫、きっと勘違いだ。私は頭が良くないし、私の考えなんて間違っているに決まっている。私の願いが叶かなうと誰かが傷ついて、叶わないと結羽太君が死にやすくなるなんてありえない。




　そんなはずない。









　十月三日（火）




　起きてリビングの惨状を見て結羽太は大きく肩を落とす。

「片付けてから寝てくれよ」

　ゴミと缶ビールが床に転がり、中途半端に残ったつまみがテーブルの上に散乱している。帰ってきてもこの状況が変わっていない事は想像に難くない。このままで学校へ行くのは気が引ける。帰って来たら酒臭いリビングなど嫌だ。朝食を簡単に済ませ、片付けてから学校へ行く羽目になった。

　片付けを終え制服に着替え、いつものように刻谷家の前で待つ久遠と結羽太は合流する。

「おはよ。疲れてるね」

「……疲れた理由を説明する気にもなんねえよ」

　朝の挨拶も返せず、まるで久遠を置いて行くかのように結羽太は学校へ向かう。

「ちょっと結羽太君。挨拶は？　それに先に行くなんて酷ひどいよ。私、待ってたのに」

　おはようと言わなかったのは親たちが散らかしたゴミ掃除で疲れたのも理由だが。

　結羽太はまだ、まともに久遠の顔を見ていない。いや、見られない。

　きっと久遠はいつもとは違う顔をしているのだと思う。決意して鉄のように固まった顔なのか、それとも楽しみで空に跳ね上がるような顔をしているのか。

　告白は簡単にできない事だ。その顔を自分ではない誰かに向けていると思うと、結羽太は久遠を見る事ができなかった。

　告白する相手は誰なのだろう。結羽太の頭はそれで一杯だった。それを知った所で自分は何がしたいのか、結羽太にはそれも分からなかった。

「結羽太は耳栓でもしているのかな？」

　久遠ではない声に気付き、意識が現実へと引き戻される。

「さっきからおはようを五回は言っているのだけれど」

「あれ？　冬夏、なんでここに？」

　目の前に冬夏がいた。冬夏は高校の目の前に家があり、一緒に登校する事は無い。まだ家を出て数分だし、バス停にも着いていない。

「何を言っているのかな？　ここは杜もり乃の丘おか高校で、私がいる事になんの不思議もないはずだと思うけれど？」

「は？」

　気付けば結羽太は学校に着いていた。

「ずっとこんな感じだったよ。返事も空返事ばっかりで。話しててつまんなかったもん」

　振り返ると花火や空くう悟ご、三月もいた。つまりバス停で合流した事になる。その事にも全く気付いていなかった。

「何かあったのかな？」

　冬夏の問いに答えられるはずもなく、言いい淀よどむ結羽太。答えない結羽太ではなく、冬夏は久遠へ話を振る。

「久遠、君は今の結羽太をどう思う？」

「ん～、何か真剣な考え事をしているんじゃないかな？　そういう時は何を言っても聞こえなくなっちゃう人だから」

　微ほほ笑えましく結羽太を見る久遠。今日初めて久遠の顔を見た結羽太。その顔はいつもと全く同じに見えた。

「流石さすが、幼なじみですね。以心伝心な関係、とても羨ましく思います。僕も花火さんとそういう関係になりたいですね」

「え？　無理だよ。だって須す賀が君とは幼なじみじゃないもん」

「え、えっとですね……。教室へ行きましょうか」

「??」

　伝わらない方がいいと結羽太は思うが、三月を見ると伝わらなすぎるのも嫌だなと思う。

「こういう時だけ三月に勝った気がするよな」

「空悟、お前は素直すぎて伝わる伝わらない以前の問題だから──ってどうした？　なんか元気が無いというか、生気が希薄に感じるけど」

「……うん、あれだけ仕事をさせられたらな。女って怖い」

　気のせいか空悟は昨日の朝より少しだけ瘦せているように見えた。目にも力が無いように感じる。どうやら大量の体力仕事を振られたらしい。

「まぁ、大変そうだなとは思うけどね」

　そんな空悟を哀れむように久遠が言うと、嬉しそうに空悟の目に力が入った。

「だ、だよな！　やっぱり久遠は優しい！　他の女子も少しは久遠の優しさを見習えってんだよ！　少しぐらいエロい目で見て、スリーサイズを目測したっていいよなっ!?」

「いや、よくないよ」

　バッサリと空悟の意見を斬る久遠。

「やっぱり自業自得だね、空悟君は」

　そこにいる全員が大きく首を縦に振った。
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　三時限目の授業が終わり、学園祭の準備を皆がしている最中、結羽太は三月を連れて保健室へ来ていた。三月を椅子に座らせ、湿布を探す。

「ったく何してんだか。お前らしくないぞ」

「返す言葉もありません」

　台本に行き詰まった花火と一緒に大道具作りに参加していた三月だったが、誤って足首を挫くじいてしまった。結羽太が肩を貸して連れてきたのだが、タイミングが悪く保健の先生が留守にしていた。

「大体、なんで足下にあった小道具に気付かなかったんだよ」

「それはですね」

　三月は何か重要な事でも言うようなトーンで語り、十分な間を開ける。湿布を探す手を止めて結羽太は耳を傾ける。

「花火さんがスカートで大工仕事をしていたんです。ほら、見えるかもしれないじゃないですか」

「お前、馬鹿だろ。ほら、湿布あったぞ」

　真面目に聞いた自分が馬鹿だったと、見つけた湿布を三月に手渡す。

　確か花火がノコギリを使ってみたいと子供のような事を言い出し、スカートのまま脚を上げて板を押さえてノコギリを引いていた。

　気持ちは分かると結羽太も思うが、実際に口に出すのはどうかと思う。もしかして、空悟並に三月も馬鹿なのではと認識を改めるべきかもしれない。

「違いますよ。僕が見たいのではなく、見られたら可哀かわい想そうじゃないですか。見えていたら注意しようと思っていたんです。そうしたら足下が疎おろそかになってしまったんですよ」

　胡う散さん臭くさい笑顔ではなく、いつになく真面目な顔の三月。噓うそを言っていないのが結羽太にはっきりと伝わる。

「なんかお前がモテる理由がなんとなく分かった気がする」

　少なくとも自分なら、久遠の下着を見たいと思う。見ているけど。

「そうですか？　でも一番好きな人にモテなくては意味がありませんよ」

　いつもの胡散臭い笑顔を見せる三月。普段の三月は本心を隠している節があり摑つかみにくいが、今のは本心だと結羽太にも当然、分かった。

　三月がどうして花火が好きなのか結羽太は知らないが、本気で好きで大切に想おもっているのは知っている。結羽太の久遠に対する想いと何ら変わらない事ぐらい分かっている。

「だな」

　自分も同じだと笑みを作りながら返すも、自虐的な作り笑いが無性に情けなくなる。

　今日、久遠は誰かに告白をする。ずっと久遠を見ていたが、相手が誰だか結羽太には分からなかった。久遠を見ているだけで、焦る自分が嫌になってきている時、三月が怪我をして「保健委員は女の子で肩を貸すのも大変だから、結羽太君が付き添ってあげなよ」と久遠が言ってくれたのは正直、助かった。

「君に同意されるのは納得できませんね」

　不満げに三月は結羽太に告げる。

「これに関して周りは見ている事しかできませんからね。勝手に苦しめばいいんです」

　なんだか三月の機嫌が急に悪くなったが、それに触れず結羽太は話を変える。

「三月も久遠が誰を好きか知ってるのか？」

「聞いた事はありませんが、察しはついています。十中八九、正解です」

「正解って言い切るなら、もう十中八九じゃないだろ。なんで皆、分かるんだよ」

　昨日、久遠が自分に言った事を結羽太は思い出す。

『私の事を一番分かってるくせに、一番大事な事を全っ然、分かってないんだから！』

　自意識過剰ではあるが、結羽太自身も久遠の事を世界で一番分かっている自信がある。でも久遠の言った一番大事な事。おそらくは好きな人の事だろうが、結羽太はそれを分かっていない。これだけ一緒にいて全く気付かなかった。

「俺、久遠の事を何も分かってないのかもな」

「気付かないのも無理はないかもしれませんね」

　湿布を貼り終えた三月が結羽太に告げる。

「当たり前なんですよ。結羽太君にとって隣に久遠さんがいる事は。それが自然すぎるんです。だから気付かない」

「は？　なんだよ、それ？」

　意味の分からない結羽太は三月に問う。明確な答えを言うのではなく、気付かせるように三月は続けた。

「僕は物語の創作に興味なんて無いですし、どちらかと言えば理数系です。でも、花火さんが創作に興味があると知り、僕は創作の本を読みました。文章を読むのも得意ではないので大変でしたが、それでも頑張ったんですよ」

「そりゃあ花火が好きだからだろ？　花火の手伝いをしたくて頑張ったんだろ？」

　その気持ちは分かる。結羽太も久遠が喜ぶ顔を見たくて、好きだという料理をよく作る。前食べて喜んだ時以上の笑顔を引き出そうと、創意工夫して調理をする。それと同じだと思って言ったが、三月は呆あきれたような顔をしている。

「それは前提が抜けています。というより貴方あなたの場合は、自分の為ためではなく相手の為が先行しているというべきでしょうか。僕が頑張った理由は、好きな人と一緒に居──」

　三月が言い切る前に保健室の扉が開き、保健の先生とがたいの良い男性教師が生徒を一人担いで入ってきた。担がれている生徒に、二人は凄く見覚えがあった。

「く、空悟っ!?」

「……そ、その声は結羽太……か？」

　力なく声を出す友人に、結羽太と三月は顔を見合わせる。

「俺は……もう無理だ……京香に頼まれた仕事を……任せ……すーっ……すーっ……」

　先生の背中でいきなり寝息を立て出す空悟。

「何があったんだ？」

「あぁ、そういえば言っていましたね。昨日、自分の趣味で女子からの評価を下げてしまい、それを挽ばん回かいするために徹夜で小道具を作って来たと。君は登校時、様子が変でしたので覚えていないでしょうが」

　そういえばと空悟が大荷物を持っていた事を思い出す。

「で、力尽きて眠ったって事か？」

「正確には、徹夜の状態で学校を走り回るような仕事をさせられ、前のめりに倒れている所を生徒に発見されたというわけだ」

「まぁ、女子からすれば自分たちを性的な目でしか見ていない空悟君は許せなかったのでしょうね。けれど此こ処こまでされると流石さすがに空悟君に少しだけ同情しますね」

　三月は哀れむように空悟を見ていた。

「時に今、この寝ている馬鹿が結羽太と呼んだが、君で間違いないか？」

　保健の先生が結羽太を指している。頷うなずいて肯定の意を示す。

「この馬鹿が残っている仕事を、君に頼んでくれと言っていたんだが」

　結羽太は頭を軽く搔かき、仕方なく仕事を受ける事を了承する。

「荷物置きにしている空き教室を片付けてほしいと言っていた。頼んだぞ」

　安静にさせるため三月は保健室へ置いていき結羽太は空き教室へ向かった。

　そういえば三月は何を言いたかったのか分からなかったと思うが、やはり好きな人の為に頑張るという意味だろうと結論付けた。





＊






　昔はこの学校も一学年十クラスあったらしいが、少子化の影響で今では一学年、半分の五クラスにまで減っている。そのおかげで空き教室は沢山あり、学園祭の準備期間は倉庫代わりに一クラスに一つ割り当てられている。

　結羽太たちのクラスは演劇という事もあり、空き教室は舞台で使う道具の他、使う予定の材料や後で捨てようと纏まとめているゴミなどでいっぱいになっていた。

　元々この教室に置かれていた正方形を縦横に繫つなげた古い木製のロッカーも教室を圧迫している原因になっている。置き場を確保するためか、高さ二メートルのロッカーを重ねており、ロッカーの全高は天井すれすれまで伸びていた。

　ロッカーに入る物も床に放置しているせいで、この教室には足の踏み場がギリギリあるような状態だった。

「これは片付けろって言われちゃうよね」

「やろうとは思っていたのだよ。けれど手が回らなくてね」

　結羽太は一人で片付けるつもりだったが、三月から連絡を受けた花火と冬夏が手伝いに来てくれた。

「ぼやいてても仕方がない。さっさとやるか」

「うん、がんばろー！」

　勢いよく教室に入る花火。やはり子供っぽい。花火に続き二人も教室へと入り、片付けを始めた。

　片付けを開始して数分後。突然、花火が声を上げる。

「うわ～っ！　これ、懐かしい！　ハナが生まれて初めて読んだ本だ！」

　花火が本を見て嬉うれしそうにしていた。

　誰が持ってきたのか知らないが、その本はかなり草臥くたびれており、表紙もよく見なければ何が描かれているか分からない。三つ編みの女の子が描かれているのがぼんやりと分かる。

「本当に懐かしいね。発売されたのは、君が幼稚園児の時だったかな？　私も好きで何度も読んだよ」

「ハナ、この主人公好きなんだ。幼稚園の時に初めて読んだ本で思い入れもあるせいか、今まで読んだ本の中で一番好きな話かも」

　花火は本が好きで、よく本を読んでいるのを結羽太たちも知っていた。その花火に一番と言われたら、本をあまり読まない結羽太も少し興味が出てくる。

「どんな話なんだ？」

　結羽太が問うと、花火は嬉しそうに語り出す。

「あのね！　主人公の女の子の恋物語なんだけど！　途中で恋人ができるの！　その恋人はずっとモテなくてモテなくて、自分は愛されないって自信をなくしてたんだけど、主人公と付き合って、今まで愛されなかった分の愛をもらえたって思うの！　そしてね、自分はもらった愛情を倍にして返そうって主人公の女の子を凄く愛するんだよ！」

「……幼稚園児でどんな内容の本を読んでんだよ」

　そんな本を幼い子供に読ませた親の気が知れないと内心で結羽太は思った。

「あぁ、なるほど。花火が家族と恋人以外の男子を名前で呼ばないと決めているのは、その本の影響というわけか」

　黙々と片付けをしていた冬夏がクスッと笑いながら呟つぶやいた。

「そうなのか？」

「主人公の女の子はね。恋人になった彼だけを名前で呼んでいるんだ。名前は親が最初にくれるプレゼントだから、簡単に呼んではいけないと言ってね」

「そうそう。本当に懐かしい。またその恋人が素敵なの。ハナの理想はこの本の恋人なんだ。『モテない男性』って好きになった人をすっごく愛しそうだもんね」

「「ああ、なるほど」」

　結羽太と冬夏の声が重なる。

「？　なに？」

「いや、なんでもないよ。きっと結羽太と同じ人物が思い浮かんだだけさ」

「ああ。あいつ、恋愛対象外だったんだな」

　二人が思い浮かべた人物とは三月の事だ。元々が対象外。なら、余計にストレートに言わなければ伝わらない。

「ちなみに訊きくけど、花火は好きな奴とかいないのか？」

「内緒かな。刻谷君が言ってくれたらハナも言うけど」

　自分から言うつもりの無い結羽太は、花火がボロを出すように誘導しようと考える。

「モテない男が好みなんだよな。空悟か？」

「刻谷君、ぶん殴っていい？」

「冗談だ、冗談！　空悟に興味が無い事は分かってる！　目が本気で怖こええよ！」

「言っていい冗談と悪い冗談ぐらい分けようね」

　言葉の雰囲気は子供っぽいままなのに、言葉と目に力がありすぎて怖い。

　花火も空悟を嫌っているわけではなく、異性として魅力が無いと言いたい事は分かっている。結羽太も分かっての質問だったのだが、譲れない一線を越えた質問だったらしい。

「花火はその本に深い思い入れがあるのだね」

　冬夏の言葉に、花火は持っている本を見つめ久遠を思い出す。

「そっか。この本との出会いがハナと久遠ちゃんを繫ぐきっかけになったんだね」

　本を抱くように抱え、嬉しそうに笑う花火。

　人見知りの花火は、いつも一人で本を読んでいた。高校に入ってから一ヶ月間、誰とも話さず、ずっと一人で。それを久遠が声をかけた。たまたま花火が読んでいた本が、久遠の読んでいたライトノベルと同じで、久遠が物語を共有したくて声をかけた。

　そこから久遠に引っ張られ、結羽太と久遠と冬夏のグループに入って今に至っている。

「きっかけって色々だよね。ねぇ、刻谷君。久遠ちゃんはどうしてオタクになったの？」

　花火の質問で結羽太は気付く。久遠がいつからアニメやゲームを好きになったのか覚えていない事に。

　子供向けアニメは一緒に観みていたが、いつしか観なくなった。いつの間にか久遠は再びアニメに目覚めゲームをやるようになっており、気付けば一日に一度はアニメを観るかゲームをせずにはいられないようになって、駄目な人間へと変貌していた。

　結羽太が分からないと答えようとした時、冬夏が割って入る。

「あの誘拐事件以降だろう？」

「へ？　なに、誘拐事件って？」

　手を動かしたまま会話していた冬夏の手が止まる。しまったと思った冬夏は、謝罪の視線を結羽太へと送る。

　結羽太は冬夏があの事件を知っていた事に少しだけ驚いたが、久遠にでも聞いたのだろうと一人で納得する。話が見えない花火が疑問符を浮かべている。

「俺と久遠、小四の時に誘拐された事があんだよ」

　わざわざ話す事でもなければ、秘密にしておく事でもない。そう思い、結羽太は花火に語りかけながら、止めていた手を動かした。聞いている花火の手は完全に止まり、冬夏も邪魔しないようなるべく音を立てないように片付けを再開していた。

「俺の親が会社やってるからな。身代金目的で狙われたんだよ。久遠はそれに巻き込まれちまった。まぁ、早期解決でテレビではやらなかったし、新聞の片隅に小さく載っただけだから、花火が知らないのも当然だ」

　結羽太が後で聞いた話だが、子供の声で警察にタレコミの電話があったらしい。悪いた戯ずらかと思ったが必死な子供の声に警察が動き、犯人のアジトに来ていた警察に結羽太たちは救われた。

　誘拐から解決まで一時間という早期解決ではあったが、あの無駄な一時間が今の結羽太を形作る要因になっていた。

　本来なら無いはずだった時間。家に帰り、結羽太は久遠と食べる晩ご飯を作っているはずの時間。久遠が犯人に怯おびえ、助かるように必死に祈っていた一時間。あんな無駄な時間は二度と要らない。

　あれから、結羽太は時間を無駄にする事を嫌うようになった。目的とは違う時間は、必要のない時間だと切り捨て、目的をさっさと達成するように心がけるようになった。自分に対してだけでなく、誰かに対しても。

「あれ？　なんでそれが久遠ちゃんのオタク化と関係あるの？」

　聞き終え、花火がどうしてこんな話になったのか思い返して生まれた疑問を口にする。

「ああ、そういやそうだ。なんでだよ、冬夏」

　結羽太も意味が分からず、冬夏に話を振る。

「久遠から聞いた話になるけれどね。結羽太、君は事件後にニュースが流れる時間帯に色んなアニメを流していたらしいね。晩ご飯を作り終えていたら据え置き機のゲームを一緒にプレイしたりもしたらしいじゃないか」

「……ああ。そういやしてた」

　そういう事かと結羽太は理解した。

「え？　なんで？」

　花火は理解できず、疑問に冬夏が答える。

「誰かが誘拐された、行方不明になったというニュースが流れたら、嫌でも記憶が蘇よみがえるだろう？　結羽太は久遠がそうならないよう、気を遣ってアニメを流し、携帯機ではなく据え置き機のゲームでテレビにニュースが映らないようにしていたんだよ」

「おぉ、なるほど！　刻谷君、やっさしいね！」

「勝手な憶測で語るなよ」

　そう結羽太は言うが、冬夏の語った理由は合っていた。まさか久遠がそれに気付いていたとは驚いたが。

「刻谷君チョイスが基本になってるから、久遠ちゃんが観るアニメとかゲームって男の子向けなんだね」

「まぁ、いいんじゃないかな。二次元の女の子を観て一喜一憂する今の久遠が、私たちの知る愛いとしい久遠だからね。あれ以外の久遠だったら、久遠ではないと私は思うよ」

「うんうん、そうだね。刻谷君が久遠ちゃんをオタクにしてくれてなかったら、ハナは友達になれなかったし。ハナも久遠ちゃん、好きだよ。ね、刻谷君」

「な、なんで俺に振るんだよ」

「え～？　ここで刻谷君に振るのは一連の流れから当然でしょ？」

「ああ、当然だね」

「お前等らなぁ。ほら、花火はずっと手が止まってるぞ。仕事しようぜ」

　話を終えるために、結羽太は花火に作業を促す。

「結羽太の言う通りかな。まずは作業を終えてしまおうか」

　と言った所でスマホの着信音が響く。発生源は花火のスカートのポケットだ。スマホを取り出し、花火が確認する。

「うぇ～」

　心底、嫌そうな顔をした花火。

「どうした？」

「学食のランチが変更になったって」

「「最悪だな」」

　結羽太と冬夏の声が重なる。

　時折あるランチの変更。それが意味するのは、明日の為ために用意してあるランチの前倒し。つまり仲間内で評判の悪いランチが出されるという事になる。

　そしておかしな事に、また同じランチが明日も出されるという事。年に何度かあり、決まってそれがマズイメニューが前倒しされるという事。売れ残るのを想定してやっているのではという疑惑さえある。

　仕方なく購買部を利用しようと考えるが。

「あれ？　そういや、今日って購買休みとかミッツが言ってたよな」

「あ、言ってた」

　惣そう菜ざいパンを作る機器の清掃作業があり、今日は購買が休みになると担任の関せき美み嗣つぐが朝礼で言っていた事を思い出す。

「またコンビニかよ」

　結羽太にとってはかなり痛手の出費だった。昼も死活問題だが、夜のメニューも考えなければならない。結羽太は渡されている食費から自分の小遣いを捻出し、貯金もしている。だからできる限り食費を抑え、自分へ回る分を多くしなければならない。

　ちなみに新都家で作る際の食費は、久遠が親から受け取っている。それがそのまま結羽太へ流れてくる。当然、結羽太はそれを食費だけに使い、小遣いにはしてない。

　月末に余った分を久遠へ返しているが、翌日に久遠は漫画やらゲームやらを買ってきている。何も言われないが、久遠の両親は何も思っていないのか結羽太は疑問だった。

　結羽太はスマホを取り出し、広告アプリを開き近所のスーパーで何が安いかを確認する。

「お、トマトが安い。この時期には珍しいぐらい安いな」

　これならお昼に弁当を一つ買っても余裕があると考えるが、トマトだと一つ問題がある。二日連続で久遠の苦手な食べ物をメインにするのは少し躊躇ためらわれる。

（うん、久遠には我慢してもらおう）

　背徳感を味わいつつ、苦手な物を頑張って食べようとする無駄に可愛かわいい姿を見たいわけではないと結羽太は自分に言い聞かす。

「ねぇねぇ。全員でコンビニへ行くのも手間だしさ。ハナが買いに行くよ」

「率先して面倒事を受けるのは感心するけれどね。掃除に飽きただけではないのかな？」

「どきっ」

　花火が大げさなリアクションをしてみせる。図星だろうが、皆の為に自分が動くと言い出したのも本心だろう。当然、結羽太も冬夏もそれを理解しているし、本人の意思を尊重するのは、仲間内ではいつもの事だ。

「では任せようかな。私は海苔のり弁当をお願いするよ」

「俺は適当なおにぎりを四つで。久遠にはサラダと適当なサンドイッチを二、三個頼む。あ、トマトが入ってないやつな。大体、好みは分かるだろ？」

「うん、分かるから任せて！　須賀君と亀かめ山やま君にも訊いてくるね！」

　そう言って花火は空き教室から出て行く。

「母親が料理を作ってくれれば、こういう面倒も無いのだけれどね」

　買い出しを頼んだ事を悪いと思っているのか、冬夏が不意に呟く。

「冬夏の所は、親おや父じさんが飯を作るのか？」

「基本はそうだね。母が料理を作るのは、私と弟の誕生日と十二月一日の計三回。今度、四回に変わるかもしれないけれど。まぁ、今はそれは関係ないけれどね。それはさておき、今は花火が買ってくるお弁当を美味おいしく食べるために頑張ろうか」

「そうだな」

　冬夏は床に散らばっている小物を集め、古いロッカーの中へと片付けていく。結羽太は大きな荷物をパズルゲームのように隙間が空かぬよう窓際へと移していく。

「これがパズルゲームなら消えてくれるんだけどな」

　そんな事を考えていたから、昔パズルゲームを久遠とやった事を思い出す。

「どうかしたかな？　なんだか笑っているけれど？」

　冬夏に言われ自分が笑っていた事に気付く結羽太。

「ちょっと思い出してな。久遠とゲーム勝負して、泣かした事があったんだよ」

「酷い話だね。君は女の子に、特に好きな子には優しくすべきだよ」

　好きな子という部分はあえて無視し、結羽太は今の意見に反論する。

「ちょっと待てよ。俺は優しくしてやったんだぞ。俺が何連勝かした後に、久遠のやつが膨れたから負けてやったんだよ。そしたら『わざと負けられても嬉うれしくないよ！』って泣き出したんだ。それから機嫌取るのに、アイスを何個買わされたか」

「実に久遠らしいね。けれど、私の知る久遠はアイスを買わなければ、機嫌を直さないような子ではないのだけれど。やはり君への態度と私への態度は大きく違うのかな？」

「そうだろうな。俺もそうだし、冬夏だってそうだろ？」

　誰でも接する人によって態度や言動は変わるものだ。気遣う容量の違いと喩たとえてもいい。

「そうだね。だとしてもだよ。君と久遠の関係は、やはり特別なのだと思う。少なくとも私にはそこまで心を許しきっている相手はいないよ。久遠が君にそういう態度をし、物を強請ねだるのは、君なら自分の気持ちが分かってくれると信じているからだろう」

「かもな」

　珍しく否定しない結羽太に冬夏は微ほほ笑えむ。

「結羽太、今日は素直だね」

「失礼だな。俺はいつも素直だ」

「そういう事にしておこうか」

「ったく」

　そう言って結羽太が止めていた作業を再開しようとした時、結羽太のスマホが鳴る。電話の着信で、画面には『久遠』の二文字が表示されていた。

「もしもし？　どうした？」

『結羽太君！　今、どこにいるのっ!?』

「どこって物置に使ってる教室だよ。片付けを頼まれて」

『今──そ──ら逃──』

「久遠？」

　突然、通話が不安定になり久遠の声が途切れ途切れになる。最終的に切れてしまった。

「どうした？」

　作業を続けていた冬夏が結羽太に問う。

「ああ、久遠からだったんだけど」

　結羽太が振り返ると、冬夏がロッカーの上部へ向けて手を伸ばしている姿が目に入った。

「なにしてんだ？」

「うん？　あれが気になってしまってね。誰かが投げ入れたようなんだ」

　冬夏が指差したのは天井近くのロッカーだ。そこに衣装に使った布の切れ端が纏まとめられた袋が入っている。

「いや、届かないだろ」

　冬夏より背が高い結羽太でも手を伸ばしただけでは届かない場所だ。冬夏が届くはずがない。手を伸ばしただけで天井に届いたら相当でかいが。

「ああ、そうだね。手頃な台でもあればいいけれど」

　二人で見渡すも布や小物ばかりで、台になりそうなものは無い。

「結羽太。絶対に上を見ないという約束で台になってくれないかな？」

　冬夏は制服を着ており、台になった結羽太が上を向けば、下着が見えてしまう可能性がある。そういう約束を取り付けるのは当然だ。

「勘違いしないでほしい。結羽太のことは信じているよ。こんな約束をしなくても上を見ないとね。けれど、男子の性欲に関しては一切の信用をしていない。それだけだよ」

「それって男子は信じてないって事だな。上を見ないと約束しておく」

　そう言って結羽太は手と膝を床に付けて台になった。

「では失礼するよ」

　結羽太の背中に重圧がかかる。

「……冬夏、お前体重いくつだ？」

「ああ、すまない。重いかもしれないが少しだけ我慢してくれ」

　逆だった。結羽太が体重を訊きいたのは、想像以下の重さだったからだ。背中に上ったのは子供なんじゃないかと思える程、冬夏の体重は軽かった。
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「なぁ、冬夏。今度、いつものメンバー集めてウチでパーティでもしないか？　少し太った方がいいぞ、お前」

　その発言を聞き、冬夏が結羽太の背中をグリッと押し込む。

「いっ!?」

　ちょうど背骨にあたる部分で結構な痛みが走る。

「太った方がいいという言い方は女性にしないべきだ。もっと食べるべき、とか言い方があるだろう？　今の痛みと一緒に覚えておくといいよ」

「……べ、勉強になったし、悪かった。だから背骨を押すの止やめてくれ」

　結羽太に女性の扱い方を教授した冬夏は、背伸びをする。

「よし、取れ──」

　結羽太の上で冬夏がぐらつくのが背中越しに伝わった。背中にかかっていた重圧が一気に軽くなり、結羽太は約束を破り上を向く。

　冬夏がロッカーを摑つかみ、後ろへ向けて倒れそうになっている姿が目に飛び込む。冬夏に引っ張られるようにしてロッカーが自分たちへ向けて倒れてくるのが分かった。

　結羽太は反射的に立ち上がろうとしたが、背中にいる冬夏がそれを許してくれなかった。




　強い衝撃に数秒だけ意識が飛ぶ。




　結羽太は自分がロッカーの下敷きになっている事、高さがあったおかげで、冬夏がギリギリで下敷きになっていない事を把握した。

　そして自分が動けない事と、ロッカーの重みで呼吸がまともにできない事に危機感を覚える。結羽太は冬夏に助けを求めようとしたが、冬夏が動いてない事に気付く。最悪の事態が結羽太の脳裏をよぎる。

　兎とに角かく、助けを呼ぼうと声を出そうとした時。

　結羽太に昨日と同じような事が起きる。さっきまで当たり前にしていた事のやり方が分からない。

（……声ってどうやって出すんだっ!?）

　ロッカーの重みで呼吸ができないせいかとも考えたが違う。根本的に声の出し方が分からない。肺にあった酸素が少しずつ無くなっていく。

　藻も搔がこうとした瞬間、悪寒が結羽太の全身に刺さる。それはまるで自分を殺そうとする殺意にも感じ取れた。

（昨日も似たような感覚になったけど……なんだよ、これっ!?）

　それを殺意と認識してから、確実に殺そうとする意思がハッキリと感じられる。お前などここには不要と言われているようで、結羽太は少しずつ気が動転していく。

　なんとかできないかと藻搔くが、ロッカーは予想以上に重くびくともしない。あり得ない事だが、動けば動くほどロッカーの重みが増しているようにさえ感じた。

　焦りが思考を鈍らせ、体力を余分に使おうとしてしまい、残っていた酸素が一気に失われていく。意識が途切れかけた時。

「結羽太君っ!!」

　教室の扉を開ける音と一緒に聞こえた久遠の声が、意識が飛ぶ前の結羽太に届いた最後の音だった。
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　空腹感で結羽太が意識を取り戻すと、カーテンで左右が遮られた天井が目に飛び込む。

「ここは？」

　自分に何が起きて、どうしてベッドの上にいるか一つずつ整理し、ここが見覚えのある保健室の天井である事に気付く。

「起きましたか」

　結羽太が声がする方を向くと、三月が原稿の推すい敲こう作業をしていた。

「結羽太君、気付いたっ!?」

　カーテンが勢いよく開き、久遠が結羽太の顔を窺うかがう為ために至近距離で覗のぞき込む。

「大丈夫っ!?」

「落ち着け、久遠。見ての通り大丈夫だから」

「良かった～」

　安あん堵どした久遠が寝ている結羽太の胸に体を預ける。薄い布団と制服越しでも、久遠の柔らかさが伝わってきて結羽太は視線を思い切りそらす。

「なんだか盛り上がりそうなので、邪魔者になりそうな僕は退席しましょうか？」

「邪魔者というのなら、私も同じかな？」

　カーテンの向こうから、女の子の声が聞こえた。

「冬夏も無事だったみたいだな。良かった」

　姿は見えないが、冬夏の声に結羽太は安堵する。

　結羽太が最後に見た冬夏は全く動いておらず、もしかしたら打ち所が悪く死んでしまったのかと思っていた。

「本当だよ。私が行ったら二人とも倒れてるんだから。結羽太君なんかロッカーに潰されてたし。あ、痛いところはない？」

「ん～……。所々に軽い痛みはあるけど、動けないレベルじゃないな。大丈夫だ」

　起き上がろうとした結羽太の両肩を久遠が摑み、強引にベッドへ押し戻す。

「駄目だよ！　念のために保健の先生に診てもらって！　今、連れてくるから！」

　結羽太をじっと見つめる久遠の目には、強さと弱さが入り交じっていた。どちらかに少しでも負荷がかかれば傾く絶妙なバランスの感情が見えて、結羽太は素直にベッドへ体を預けた。もし弱い方へ傾けてしまえば、久遠は泣き出してしまうかもしれない。

「……分かった。頼むよ。それと──心配かけて悪かった」

「うん。待っててね」

「なら、僕も行きますよ。足の痛みも引きましたからね」

　久遠と三月の気配が消えると、冬夏が悪びれた顔でカーテンを開く。

「すまなかった。私のせいで君が危険な目に遭ってしまったね」

　結羽太の目を直視せず、謝罪する冬夏。

「まぁ、お互い無事だったんだ。それでいいだろ。駄目なのは、今回の失敗を糧にせず同じ失敗を繰り返す事、だろ？」

　結羽太の言った事は、以前に冬夏が結羽太たちに言った言葉だ。自身が言った事を言われては冬夏は何も返せなくなってしまう。

「その通りだね。これからは危険から守るのではなく、彼女のように危険から遠ざける事も考えるようにするよ」

　冬夏はようやく結羽太の目を見た。持っていたビニール袋を結羽太へ差し出す。

「花火が買ってきてくれたおにぎりだ。食べるといい」

「そうか。って今は何時だ？」

「午後二時になるね」

　空き教室で作業していたのはお昼近くだったのを考えると、結羽太は二時間ほど気絶していた事になる。どうりで強い空腹感があるはずだ。

「では私も失礼するよ。演劇の準備で問題があったらしいからね」

「ああ」

　冬夏は一人、謝罪をする為に残っていた事を結羽太は察する。

　気にするなというのは無理な話だと結羽太は思う。自分が逆の立場だったら気にするし、冬夏の性格を考えれば尚なおのことだ。

　となればできる限り気にしないよう、思い出させないようにすればいい。自分が以前に久遠にしたように。ニュースを見て、あの誘拐事件を思い出させなかった時のように。

　それから数分も経たたないうちに、保健の先生がやってきた。服を脱いで体を見るとの事だったので、三月に久遠を連れて行ってもらってから服を脱いだ。

「君の体は鋼か何かでできているのか？　ロッカーに潰されて軽い打撲程度とは、どういう事だ？」

「いや、俺に訊かれても……」

　鏡に映る自分の体を見ると、所々が赤くなっている程度で、結羽太自身も驚いた。これなら疑問に思われても仕方がない。

「とは言え、診察は必要だ。今から病院へ行くぞ」

「大丈夫ですよ。それにもし入院なんて事になったら、学園祭に支障が出てしまうので」

　杜乃丘の学園祭は二年に一度で、二年生である結羽太にとって一度しかない学園祭である事は先生も理解している。楽しみなのは先生も分かってはいるが、

「立場上、君の意思を尊重するわけにはいかない。今日明日には、病院へ行くように。診断書も持ってこい」

　病院へ行った証拠の提示まで求められては誤魔化しようが無い。結羽太は観念して病院へ行く事にしたが、懐事情を思い出す。

（貯金を崩す程じゃないからいいけど、今月は出費が凄いな。今月の貯金は諦めるか）

　今日はトマトを買う予定があるから、病院は明日かなと考えながら、結羽太は先生の作業が終わるのを待つ。

「よし、湿布を貼り終えたから服を着ていいぞ」

「ありがとうございます」

「それはさっきの女の子に言ってやれ。あの子がクラスメイトを数人連れて君の所へ行かなければ、もっと大事になっていたかもしれないぞ」

「あはは……」

　と苦笑いをして結羽太は三日連続で死にかけた事に気付く。昨日と今日は体の使い方が分からなくなったという共通点がある。共通点があるという事は、偶然では片付けられなくなってしまう。

　他にも共通点がある。あの殺意だ。昨日の事故直前に感じた得体の知れない悪寒。あれも、今日感じた殺意と同じだったような気がする。

（誰かが俺を殺そうとしている？）

　非現実的な思考が生まれ、結羽太は先生に気付かれない程度に頭を振った。

　あり得ない。何を馬鹿な事を考えているのか。ただの偶然だと、生まれた疑惑を切り捨て結羽太は教室へと戻った。

　三月から台本の推敲が終わっていない事を伝えられ、大工仕事を手伝おうとしたが、

「結羽太君は怪我人だから、しちゃ駄目！」

　久遠に本気で注意され、何もできなくなってしまった。

　このまま帰って家事もやってくれないかと一瞬だけ考えたが、期待した分の落胆が大きいので、結羽太は期待を頭から消し去った。しかし驚いた事に久遠はお風呂掃除を進んでやった。他の家事は結羽太の予想通り、自分でする事になったが。
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「トマトとかありえない！　なんで二日連続で私の嫌いなものなのっ!?」

　刻谷家の食卓に並ぶ料理を見て久遠が絶叫する。そこにはスパゲティにトマトと秋あき鮭ざけが和あえられた物が置かれていた。

「安かったから。冷蔵庫にあった秋鮭と合わせてみたんだが、なかなかの自信作だ」

「スパゲティにトマトなら、食感を消せるミートソースで良かったよねっ!?　これ、トマトの形が全っ然、残ってるよっ!?　食感全開だよっ!?」

「挽ひき肉にくを買うならある物で作る。それにこの調理の方が食感を楽しめて美味おいしいだろ？」

「トマトの食感が苦手って知ってるよねっ!?」

「世界で一番よく知ってる」

「分かった上でこの調理法を選ぶとかイジメっ!?」

「そう思うなら自分で料理するんだな。俺も久遠の料理が久しぶりに食べたい。それじゃ、いただきまーす」

「えぇっ!?　一人で先に食べちゃうのっ!?　ねぇ、結羽太君っ!!　結羽太君ってばっ!!　一緒に食べようよっ!!　私も頑張って食べるからっ!!」

　決して食べないとは言わない久遠。昨日と同じように結羽太が久遠の口に料理を運ぶ。

　久遠は息も絶え絶えに完食すると同時、キッチンへ向かい冷凍庫からアイスを二つ持ってくる。音速超えてアイスを食べる挑戦でもしているのかと見み紛まがうスピードで口の中へ運び、トマトを食べたという事実をかき消そうとしていた。

「あぁ、もう……口の中が気持ち悪い。なんでスライムを食べなきゃいけないの」

「お前は全国のトマト農家に謝って回ってこい。あんな卑ひ猥わいなモンスターと栄養価たっぷりの野菜を一緒にするな」

「卑猥って。私はトラクエのスライムを想像したんだけど。結羽太君みたいに、都合良く女の子の衣服だけを溶かす能力を持ったスライムなんて想像してないよ。ちょっと引く」

「確実にお前のせいだからな。こないだ、そんなアニメ観みてただろ」

「気分転換にお風呂入ってくるね。それ結羽太君の分だから食べていいよ」

　強引に話を切り、久遠は風呂へ向かっていく。

　一人残された結羽太は、残っていた自分の分のスパゲティを平らげ、久遠が持って来たアイスに手を伸ばした。

「俺の分を含めての三つだったんだな」

　アイスを買ってきた時を思い出し、久遠の優しさに気付き結羽太の頰ほおが緩む。その優しさをこれで返そうと、空いた皿とアイスを持って結羽太はキッチンへ向かい、アイスを冷凍庫へ戻し、食器を洗う。

　久遠が出たら自分も入ってしまおうと、寝間着を取りにリビングから廊下へ続くドアを結羽太が開けると、

「きゃっ!!」

　という声と同時に柔らかい何かにぶつかる。反射的にぶつかった何かに抱きつくが、足が縺もつれて、その何かを抱いたまま倒れてしまう。

「痛いつつ。なんだ……よ……」

　倒れた結羽太は起き上がろうと廊下に手をついたつもりだったが、柔らかな膨らみに手が触れる。そこで自分が抱いていた物と、手で触れているのが何かようやく理解する。抱いていたのはバスタオル一枚を纏まとった久遠で、触れているのは久遠の胸だった。

「「……」」

　沈黙が二人を包み込む。

　結羽太は無意識に目と鼻の先にいる久遠の姿を、舐なめるように見てしまった。

　火照ってピンク色になっている肌。大きくなった胸部の膨らみ。女性らしいウエストのくびれ。正面から見ていても分かるヒップライン。触ったら張りがありそうな太もも。

　体をしっかりと拭かずにバスタオルを巻いたのか、バスタオルが体にぴったりと張り付き、体の曲線がハッキリと浮かび上がっている。目を奪われてしまう久遠の体に、思わず唾液を飲み込む結羽太。

　久遠が、人が表現できる全ての感情を連想させる、なんとも言えない表情をしている事に気付き、結羽太は手を胸から離し、跳ねるように後ろへ飛んだ。

　結羽太が退き、久遠は上半身だけを起こす。その動きでバスタオルが落ちそうになったのを慌てて久遠が止め、結羽太は久遠があられもない姿でいる現状をようやく把握した。

「おまっ！　な、何をしてんだっ!?」
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　胸を触った事への謝罪も忘れ、結羽太は久遠に対して声を荒らげて問いかける。

「き、着替えを持ってくの忘れたの！　顔だけ出して結羽太君にこっち見ないでって言おうとしたのに、なんで扉の前にいたのっ!?」

　今起きた現実を受け入れられないのは久遠も同様で、泣きそうな顔で声を張り上げる。

「服を忘れたからって、その格好はないだろ！　脱いだ制服を着るとかあるだろ！」

「だ、だってまだ湯船に入っただけなんだもん！　また着て脱ぐとか面倒じゃん！」

　そういう言い争いをしている間も、結羽太は上から下まで何往復も久遠の体を見ていた。当然、久遠もその事に気付いており、ただでさえ火照っていた顔が更に紅潮していく。

「も、もう見ないで！　そして忘れて！」

「わ、悪かった！」

　結羽太は急いで回れ右をして久遠を視界から外す。

　久遠が慌てて着替えを取り、リビングから出て行くのを背中で感じた。

　しばらく呆ほうけた後、結羽太はさっきの久遠の柔らかさと姿を思い出す。

　肌に残る感触も凄いが、それ以上に久遠の姿が印象的だった。眼球に焼き付けられたかのように、目を閉じれば鮮明に思い出せる久遠のあられもない姿。

　卑猥な事を思わなかったわけじゃない。柔らかかったあの肢体にバスタオルを取り払って触れたいと考えもした。けれどそれ以上に。

「……綺き麗れいだったな」

　結羽太が何度も往復して見てしまったのは、目の前の少女の姿に見み惚とれてしまったからだった。ただただ綺麗だった。

「忘れろって……無理だよなぁ」

　とりあえず久遠が出てきたら謝る。そう決めて結羽太は久遠が出てくるのを待った。その間、なんとか忘れようと試みるが、時間の無駄だと気付き結羽太は忘れる事を諦めた。

　いつもなら出てきてもいい時間なのだが、久遠はまだ出てこない。もしかしなくても怒ってるよなと結羽太が思った時、静かにリビングの扉が開く。が、開けたと思われる久遠が入って来ない。

　久遠が恥ずかしそうに少しだけ顔を出してリビングにいる結羽太を見た。

「うぅ。どんな顔して結羽太君の前に行けばいいか分かんない」

　恥ずかしそうな声で久遠が呟つぶやく。

「あぁ……いや、その……悪かった」

　とりあえずの謝罪をする結羽太。久遠はまだリビングに入ってこない。

「え、えっと。あれは私が悪かったんだし……その………………どう……だった？」

「は？　どうって？」

「……私の体」

　思いもしない問いかけに結羽太は言葉を失う。

「「……」」

　また二人を沈黙が包む。意を決して久遠が口を開く。

「な、何か感想あるでしょ？　エロかった……とか」

「そんな感想を言うかっ!!　空悟じゃねえんだから、思ってても言わねえよっ!!」

「うぅ、やっぱりエロいって思ったんだ」

　出していた顔を完全に引っ込めてしまう。

「今のは喩たとえだ、喩え！　綺麗だって思ったよ！」

　勢い余って結羽太は本音をこぼす。

「……ほんと？」

　久遠が再び顔を出し、問い返しに自分が本音をこぼした事に結羽太は気付く。

「……まぁ、うん。綺麗だと本当に思ったよ。あと分かってたけど……」

「分かってたけど？」

「久遠って着瘦せするんだな。胸部あたりが」

「ちょっ!?　しかも、分かってたって何っ!?」

　ずいっと身を乗り出し、結羽太の狙い通りリビングへ久遠が入ってくる。

「お前が新しいブラを探すとかで俺に訊きいたせいだ」

「あ～、あったね、そんな事」

　恥ずかしそうに頰を搔かきながら久遠が座る。

「そっか～、綺麗か。えへへ」

「……嬉うれしいもんなのか？　その……そういう事を褒められて」

　流れで言ってしまったが、考えたらセクハラにも近い発言だったと結羽太は反省する。

「まぁね～。褒められたら嬉しいよ」

　あれを褒められたと受け取っていいのか、というツッコミを入れたかったが、嬉しそうにしている久遠を見て結羽太は何も言えなかった。

　しばらく余韻に浸った後、いつものように久遠が背伸びをして新都家へ戻る合図をする。

　わざわざ持って来た結羽太のパーカーをしっかりと着た久遠を家まで送り、結羽太の一日が終わった。








　十月四日（水）




　三度も同じような事になれば、これは決定的だ。

　だから私は決めた。昨日の夜、冬夏ちゃんには説明した。納得はしていないようだったけれど────私は諦める。もうそれしかない。




　昨日までと大きく違ったのは、想おもいを伝えたのではなく、伝えてもらったからだと思う。




　そのせいで、皆があんな事になったとしたら……私の怪我なんてどうでもいい。




　冬夏ちゃんも、花火ちゃんも、三月君も、空悟君もどんなに痛く辛つらかっただろう。どれだけ怖かったろう。

　結羽太君も……ごめんなさい。これで結羽太君が死んだのは二度目。

　この事を知られたら、怨うらまれるかもしれない。嫌われるかもしれない。




　本来進むべき未来は、私が気持ちを伝えない方なのかもしれない。

　その結果、結羽太君が危険な目に遭う事になるんだけれど。

　私が守ればいい。これからもずっと。




　だから今日の事は書き留めておこう。忘れないために。




　嬉しかった。好きな人に好きって言ってもらえて嬉しかった。

　隠していた気持ちを私からじゃなく、向こうから伝えてくれて嬉しかった。

　もう言ってもらえないかもしれない。

　ううん、言ってもらえても断らなきゃいけない。

　だから、恋人になれた数時間。私は絶対に忘れない。




　まず倉くら敷しき君の下げ駄た箱ばこに入れられていた結羽太君と両想いって書かれている手紙を回収。

　そして警察に電話して、強盗事件を防ぐ。あの誘拐の時のように。

　……まだやる事がある。花火ちゃんに頼んでいたあれ、取り消してもらわないと。

　朝に早く集まって冬夏ちゃんと花火ちゃんと三月君に相談して決めたんだけどな。

　今日、三人に謝ろう。やっぱり告白はできないって。


















　十月四日（水）




　昨日のロッカーに潰された後遺症も無く、結ゆ羽う太たはいつも通り朝食を作る朝を迎えていた。そんないつもと同じ朝に、いつもとは違う事が起きる。

　テーブルの上に置いてあったスマホが鳴った。こんな早くに誰だと画面を見ると、いつものメンバーで作ったライングループのアイコンが表示されている。名前は冬とう夏かで『緊急事態』というスタンプが表示されていた。

冬夏【久く遠おんが着る衣装が間に合わない可能性がある。久遠と花はな火びは裁縫がある程度できた覚えがある。早めに学校へ来て手伝ってくれるとありがたい】

　冬夏の吹き出しを読んでいると、待ってましたと言わんばかりに他の人の吹き出しが次々と表示される。

久遠【了解！　すぐに行くよ！　そういうわけで結羽太君、先に行ってるね！】

花火【ハナもすぐ行くけど、遠いから時間かかっちゃう（汗）】

三み月つき【なら僕も行きましょう。花火さんをバスで守らなければなりませんから】

花火【ありがとう。それじゃあいつもの場所で待ち合わせ！】

結羽太【皆早く行くなら俺も行こうか？】

久遠【大丈夫だよ。結羽太君、まだ朝ご飯作ってるぐらいじゃないかな？　私たちでやるから気にしないで！】

　久遠の言う通り、朝ご飯を作り始めたばかりで、色々すればまだ時間はかかってしまう。

結羽太【分かった。でも少しぐらいは早めに行くから】

久遠【了解！】

冬夏【心得たよ】

花火【それじゃあ向かいます！】

三月【ではいつもの場所で】

　それを最後にスマホは静かになった。結羽太が朝食を簡単に済ませ、家を出る。

　いつもならいるはずの少女がそこにはいない。いつもと違う今日が始まった気がして、結羽太は少し不安になった。

　門扉を開いたタイミングで、ラインに参加していなかった一人がようやく参加する。

空くう悟ご【寝坊した！　気付かなかった！　久遠の力になってやりたかったのにすまん！　というか、このままだと遅刻する！】

　空悟の発言に誰も反応しない。

空悟【既読が五ついたけど誰かなんか言ってくれ！　寂しいぞ！】

三月【空悟君がいても邪魔なだけですから、寝坊してくれて良かったと、ここにいる四人が同意見。おそらく結羽太君もでしょうね】

結羽太【正解】

空悟【お前等ら、よく分かってんじゃんか】

「なんだかほっこりするな、こいつの間抜けさは」

　いつも通りの友人の雰囲気。久遠がいない、いつもと違う朝に不安を覚えていた結羽太の気持ちが少し楽になった。

「久遠がいないだけで、どれだけ弱くなってんだ、俺は」

　これで久遠に彼氏ができて自分から離れたらどうするんだと考えて、結羽太が門扉に手をかけて頭を押さえる。

「……久遠の告白の事をすっかり忘れていた」

　忘れていたが、告白していない確証が結羽太にはある。それは昨晩のあの出来事が理由だった。もし彼氏ができていたら、裸に近い姿を見られ、胸を触られて嬉うれしいとは言わないだろう。楽観的かもしれないが、久遠にまだ彼氏がいないと思うには十分だった。





＊






　お昼休みの屋上。結羽太たちはいつものメンバーでお昼を食べている。会話に参加していない結羽太は、ぼ～っとして昨日の出来事を思い出していた。

「もし彼氏ができてたら、あんな態度を取らないよな」

　未いまだにハッキリと思い出せる久遠のバスタオル姿と手に残る感触。

「うん？　彼氏って何？」

　いつの間にか口走っていた独り言に久遠が反応する。

「なんでもない」

「本当になんでもないのかな？」

　久遠に対する返答に冬夏が反応した。それに対し、結羽太も思っていた事を返す。

「あのさ。俺、冬夏と花火になにかしたか？　朝から俺に対して変だぞ、お前等」

　さっさと昼食を終え、台本の残りを書くためにノートパソコンと睨にらめっこをしていた花火は睨むように、冬夏は年の離れた弟を心配しているかのような目で結羽太を見ている。

　朝からずっとこんな視線を結羽太に向けているのだ。結羽太も気になって仕方がない。

「む～、やっぱり納得いかない！」

「あはは」

　花火の不満を聞き、久遠が苦笑いをしている。そして小さく、

「ごめんね」

　と謝罪した。

「あ、ううん。そういうつもりで言ったんじゃないの」

「なぁ、なんの話だよ？　全容が全く見えない」

　ついていけてない空悟が話の全容を求めるが、

「亀かめ山やま君は知らなくていいの！　黙ってて！」

　花火が強く制する。

「な、なんか今日の花火って怖くね？」

「そんな事はありませんよ。花火さんはいつも通りで可愛かわいいですから」

「須す賀が君もこんな時に冗談言わないで！」

「は、はい、すいません。……空悟君、さっきの発言を一部訂正します。花火さんは今日も可愛いですが、怖いです」

　三月が本気で花火に怒られ、本気で落ち込んでいる。

　どうやら花火の不満は、自分と久遠が関係していると結羽太は気付くものの、それが何かは分からない。訊きけば三月のように怒られそうで訊く事もできない。

　どうしたものかと考えていたら、冬夏が助け船を出してくれた。

「花火の気持ちも分かるよ。けれど、当人の意思を尊重してあげよう」

「だからハナは久遠ちゃんの気持ちを推したいんだよぉ」

　普段は冬夏の話に意見しない花火が珍しく反論を述べる。

「冬夏ちゃんだって、久遠ちゃんの本心は分かってるでしょ」

「分かっているよ。だからこそだよ、花火。本心から君に頼み、本心からそれを止めた。久遠が半端な気持ちではない事も君は分かっているだろう？」

「……うん、分かってる」

「なら、尊重してあげよう。久遠の本心を大切に思っているのなら、ね」

　花火は納得できないけれど、理解はした感じでノートパソコンでの作業を再開した。

　二人の会話内容を完全に理解している久遠は申し訳なさそうにしており、結羽太は意味が全く分からず聞いているだけだった。

「結羽太は私たちがなにを言っているか分からないだろう？」

「ああ。教えてくれるのか？」

「いいや。けれどこっちが教えてほしい事がある。訊いたら答えてくれるかな？」

「答えられる事なら」

「昨日、久遠と何かあったのかな？」

「な、なにも無いよ！」

　慌てて久遠が答える。

「結羽太に訊いたのだけれど、どうして久遠がそんな必死になって否定するのかな？」

「お、思い出されたくないからだよ！」

「そういう風に言われると、当人は思い出してしまうものだよ」

　結羽太に視線を送る冬夏。自分の手を見つめて思い出しているような様を見せた結羽太に対して、久遠が声を張り上げる。

「結羽太君っ!!」

「お、思い出してない！」

「ふむ。何かがあったようだね。まぁ、これ以上の追及は久遠を傷つけてしまうかもしれないからよしておくよ。だから結羽太も、私たちの事を追及しないでほしい。久遠を傷つけたくないのなら、ね」

　冬夏の優しい言葉に甘えるよう久遠が続く。

「私の事はいいけど。……でも、うん。冬夏ちゃんの言う通り、これ以上は詮索しないでほしいかな。我わが儘ままなんだけどさ」

　久遠のお願いに結羽太は頷うなずく。

「では、この話はお終しまいにしよう。急がないとお昼が終わってしまう」

　元々、そこまで気にしていたわけではない。秘密の一つや二つはあるものだし、それを掘り出そうと結羽太は思わない。おにぎりを口へ運ぼうとした時、

「あ、ねぇ結羽太君」

　何かを自分にお願いしようとしている久遠の声で手が止まる結羽太。付き合いが長いと声の質でなんとなく分かってしまう。無茶な頼みではないかと少しだけ警戒し、久遠に耳を傾ける。

「今日の放課後、病院へ行った後にゲームセンターに付き合ってよ。新しいプライズ品が今日出るはずなんだ。銀行は後日でも大丈夫でしょ？」

　買い物なら良かったのだが、ゲームセンターはちょっと躊躇ためらってしまう。目的が結羽太が躊躇う一番の要因だから尚なおのことだ。

「別にいいけど。取れないからって膨れるなよ」

　久遠はＵＦＯキャッチャーが上手い。千円以内で狙った景品をほぼゲットする。だが、それでも取れない場合があり、二千円使って取れない時の機嫌の悪さが、結羽太曰いわく天災レベルで手が着けられなくなる。

「大丈夫だよ。今日の目的は寝そべりぬいぐるみで箱物じゃないから」

「ならいいけどな。お前の部屋、フィギュアとぬいぐるみで凄すごい事になってそうだよな」

　止まっていた昼食を再開し、いつも通りのお昼に戻る。いつも通りのはずだが、結羽太は一つ気がかりがあった。久遠の様子がどこかおかしい。

　いつも通りだけど、それはいつも通りに振る舞おうとしているだけ。その姿が痛々しく見えるけれど、気付かれないよう必死に隠しているのに、指摘してはその努力が無駄になる。結羽太はあえて気付かないフリをした。
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　演劇の練習がひと段落し休憩に入った時、結羽太にしか気付けない僅かな緊張感を持った顔で久遠が教室から出て行った。後を追うと、久遠は下げ駄た箱ばこに来ていた。人がいない事を確認するような素振りをしている。

　ばれないように隠れる結羽太。顔を出して久遠を見た時、久遠の手には手紙があった。

　結羽太はそれが告白の手紙だと考えた。下駄箱に手紙を入れ、相手を呼び出すのだろう。

　ついに告白相手が分かると、結羽太は久遠の動向を隠れて見ていた。誰の下駄箱へ入れるか緊張して見ていたが、久遠の行動は結羽太の考えていたものと違っていた。

　手にしていた手紙を破った。一度ではなく、何度も。小さな久遠の手から零こぼれんばかりの量になった紙くずを下駄箱にあるゴミ箱へ入れようとしたが、久遠は思いとどまりスカートのポケットへ入れる。

　久遠は人が居ないか確認し、教室へと戻っていく。慌てていたのかポケットから、紙くずの一枚が落ちた事に気付いていなかった。

　結羽太は久遠が落とした紙くずを拾った。それには『刻こく谷たに』と書かれ『結』の半分が破れて見えなくなっている一枚だった。

「俺の名前？　でもこれ、久遠の字じゃないぞ」

　何度も見ている久遠の字だ。見間違うはずがない。

「やはり決意は固そうだね」

　下駄箱の奥から声が聞こえた。結羽太や久遠がいた場所から死角になっていた場所から現れたのは冬夏だった。

「冬夏。お前、ここでなにを──」

「それは私が用意して倉くら敷しき君の下駄箱に入れたんだよ」

　結羽太が手にしている切れ端を指して冬夏は答える。

「それには久遠の想おもい人びとと久遠が両想いだと書いてあった。それを倉敷君が見れば君たちを馬鹿にするようにして騒ぎ立てると思ってね。そうすれば、否いやが応でも気持ちを伝えなければならない雰囲気になるだろう？」

　冬夏の突然の告白に結羽太は困惑する。混乱している結羽太を余所よそに冬夏は続けた。

「久遠はね。好きな人へ想いを伝えるのを諦めようとしている。久遠は自分が好かれている事も知っている。けれど諦めるつもりでね。気持ちは痛いほど分かるけれど。それでもね。私は納得できないんだ。だから強引ではあるけれど、久遠の背中を押そうと思った」

　その結果、思いついた手がこれだったと冬夏は言って言葉を切る。

　冬夏の話を飲み込んで整理し、結羽太がようやく口を開いた。

「久遠を想ってやったって事は分かる。でも、していい事としなくていい事は分別すべきだ。告白はそれぐらい大事で大切な事だろ。お前ならそんな事、分かってるだろ？」

　自分がした行動をハッキリと否定される冬夏だが、驚きもせず結羽太の意見を肯定する。

「分かっているさ。これからは久遠の意思を尊重する事にするよ。たとえそれが本当の意思でなくともね。言葉にされない意思を知る術すべはないからね。それはそうと結羽太」

「ん？　なんだよ？」

「久遠に告白はしないのかな？」

　突然の話題転換、いや変わってはいないのだが、矛先が自分へ向いて結羽太は言葉を一瞬だけ失う。すぐさま思考を巡らせ、

「前にも言っただろ。久遠は幼なじみだって」

「なら、何な故ぜここにいて、その切れ端を拾ったのかな？　久遠の想い人が気になるからだろう？　好きでもない相手が誰を想おうが勝手だと私は思うけれど？」

「それは……」

「言い訳するのは時間の無駄だから止やめてくれないかな」

　冬夏が発した言葉には不快感が乗っていた。普段は言葉や意思に感情を込めない、込めたとしても匂わせる程度の冬夏が感情を明確に感じさせるのは珍しい。

「この際だからハッキリと言うけれど。見透かす必要のない気持ちを持っているくせに、どうして言葉にしないのかな？　そんなに『久遠にとって特別な』自分が大事なのかな」

「な、なんだよ、それ」

「無意識なのか知らないけれどね。君の久遠に対する行動は、第三者から見て好かれようと必死になっているように取れたよ。それなのに、君は久遠を好きではないと言う。君の行動と発言は、矛盾以外の何物でもないよ。久遠に対して失礼だとは思わないのかな？」

「……」

　返す言葉が見つからず、結羽太は黙る事しかできなかった。

「強く言いすぎたかもしれないけれどね。もう少しだけ久遠との事を真剣に考えてみたらどうかな？　自分自身が久遠とどうなりたいか、をね」

　冬夏は結羽太を残し、一人で教室へ戻った。一人残された結羽太は、誰もいない下駄箱で苛いら立だちを解消するように力いっぱい頭を搔かき毟むしる。

「……どうなりたいかなんて、分かってんだよ」

　冬夏の指摘は全て当てはまっていた。だから結羽太は何も言い返す事ができなかった。

　自分は久遠の特別である『幼なじみ』でいられる今に満足している。それは今、久遠にとって最上級の位置に存在しているカテゴリーだからだ。けれど『恋人』が出来れば、それは最上級ではなくなってしまう。最上級が入れ替わってしまう。

　結羽太が知る久遠の最高の笑顔。それは『幼なじみ』に見せる最高の笑顔であって、きっと『恋人』に見せる最高の笑顔は違う。

　他にも結羽太が知らない、知る事のできない久遠を『恋人』は知る事ができる。それが結羽太は許せない。久遠の隣に自分以外がいる事を想像するだけで、そいつに強い嫉妬心を覚えてしまう。

「……でも、だからってどうしろってんだよ」

　それでも自分は幼なじみでしかないと結羽太は落胆する。

　恋人にはなれないのだ。久遠にとってやはり自分は幼なじみで、それ以上を求められていない気がする。事実、久遠は誰かに想いを寄せ、気持ちを伝えようとしている。

　願うなら──。

「……最低だな、俺」

　久遠の告白が上手くいかないようにと願う自分が嫌になり、酷ひどく滑稽で惨めに感じた。
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　病院で診察を受け異常が無い事を確認してもらい、学園祭に参加できる事に安あん堵どした結羽太は、久遠との約束通りにゲームセンターへ向かった。

　満面の笑みで頭のでかいぬいぐるみを二つ抱えた久遠の後ろを結羽太は歩いていた。

「可愛かわいいよね、このデフォルメされた感じ。きゅんキャラとかも最高に可愛いし。私、こういうの好きだな～。勿もち論ろん、クオリティーの高いプライズフィギュアも好きだよ」

　久遠は目的のぬいぐるみを取る事ができた。

「そっか」

　結羽太の素っ気ない返答に久遠は振り返る。

「どうしたの？　午後になってからちょっと様子が変だけど。何かあった？」

「最近は学園祭の準備とかで忙しかったから。疲れたんだよ」

「ふ～ん、噓うそが下手だね」

　久遠は今の発言が噓だと断言してみせる。

「まぁ、なにがあったかは訊きかないよ。でも、相談できる事ならしてほしいな。私はずっと結羽太君を助けるって決めたから」

　そう言って久遠が前へ向き直る。やっぱり久遠も変だと結羽太は思う。普段の久遠なら冗談でそういう事は言うが、本気でそういう事は言わない。

　久遠が結羽太に問いかけたように「何かあった？」と訊こうとしたが、恋人でもない自分が訊いていいのか結羽太には分からなくなっていた。

　いつもと違う自分が、いつもの自分を押し殺している事を分かっていたが、結羽太はいつも通りをできる限り演じていた。久遠がしているように。

　明日も今日と同じ日が来ればいいと思いつつ、今日を終えた。








　十月五日（木）




　これで結羽太君が死ぬのを見たのは何度目になるだろう。

　結羽太君がいない数時間が、どれだけ長い時間より長く感じる。

　寂しい。ただそれだけ。

　あと何度、結羽太君が死ぬ光景を見なければいけないんだろう。




　決意したはずなのに、まだぶれる時がある。しっかりしなければならないのに。




　今日、すべき事は結羽太君を大道具運びに参加させない事。そうすれば、体育館で舞台装置の点検に巻き込まれて死ぬ事は無くなるはず。

　それと大道具を運ぶ人たちに運び終わったらすぐに戻ってくるよう伝える事。ふざけているのを結羽太君が注意して、舞台装置に巻き込まれたのだから。

　あとは結羽太君をずっと見てる事。危ない事に参加しそうなら、そこから遠ざける事。昨日みたいに銀行から遠ざけたおかげで、結羽太君は危険な目に遭う事も無くなった。同時に皆も救う事ができた。

　これは大きな進歩だったと思う。一昨日おとといと一昨さきお昨日とといは結羽太君が事故を起こす現場にいてしまったから死にかけていた。でも昨日は結羽太君は死にかける事は無かった。

　つまり、結羽太君や皆を現場から遠ざければ助ける事ができる。

　あとは告白をしない事。きっと私が告白さえしなければ、友達は誰も傷つかないはずだ。

　結羽太君は傷ついちゃうかもしれないけれど、危険から守るのが私の役目。

　あとは結羽太君から告白されても断る事。付き合う事で何か起きているような気がするから、その可能性も考慮して断る事。




　どれだけ嬉うれしくても、断る事。


















　十月五日（木）




　時刻は朝の六時を一分過ぎたところ。普段ならまだ寝ている時間だが、結ゆ羽う太たは朝食を作り終え、制服を着て静寂を消す為ために点つけていたテレビに視線だけを送っていた。

　あとは朝食を食べて、食器を片付ければ学校へ行く事が可能な状況だ。

　普段より早く行動できたのには理由がある。

　早起きしたわけではなく、結羽太は昨日から眠らずに今を迎えていた。自分と久く遠おんの関係について考えれば考えるほど目が冴さえてしまい、眠る事なんてできなかった。

　自分がどうしたいか分かっているくせに、それをする勇気が持てない。なら今を維持する為に努力するべきだと結論するが、いつか久遠の横に現れる男に強い嫉妬感を抱き、自分がそこに立ちたいという欲望が現れ、また振り出しに戻る。

「……なんて無駄な時間を使ったんだ、俺は」

　自分の気持ちに気付きながらも、行動を起こさない。多くのヒロインに好意を寄せられ、自分の気持ちが分かっていないハーレム系アニメの主人公よりたちが悪い。

『続いてのニュースです。昨日、銀行強盗未遂事件が起きました』

　点けているだけのテレビに覚えのある銀行が映る。それはいつも使う銀行だった。

「おいおい、まじかよ。物騒な事件だな」

　突然の背後から聞こえた声に、結羽太は振り返る。そこには父親が立っていた。

「おはよう、親おや父じ。こんな早いなんて珍しいな」

「ちょっと急ぎの仕事があって早出する事にしたんだ。知人の頼みだし本腰を入れてやらんとな。それはそうと結羽太。こういう事件があったんだから、気をつけろよ」

　父親が寝間着からスーツへ着替えるためにリビングを後にし、結羽太はテレビへと視線を戻す。事件が起きた時間帯は結羽太が銀行へ行こうとしていた時で、タレコミがあり銀行に警官がいた事で犯行を未然に防ぐ事ができた事などを簡潔に語っていた。

「……あれ？　そういや俺、なんで銀行へ行こうとしてたんだ？」

　結羽太はここで気付く。確かに手持ちは少ないが、足りてないわけではない。余計な手持ちは無駄遣いに繫つながるので、多くは持たないようにしている。

　久遠に言われた時、確かに銀行へ行こうとしていた事に気付きはしたが、行こうと考えていたわけじゃない。久遠に話した記憶も無い。

「……行ってたら巻き込まれてた？」

　いや、まさか。偶然だろうと結羽太が振り返るも、その前日の事が頭をよぎる。

　何な故ぜ、久遠はクラスメイトを連れてロッカーに潰されている自分の所へやってきた？　皆でロッカーを退どけ、自分を助ける為だった？

　さらにその前の日、何故、久遠は校門で自分と冬とう夏かを待っていて、走ってきて自分を引っ張った？　パイプが崩れるのを知っていた？

「……まさかな。そもそも銀行強盗は未遂だって言ってるわけだしな」

　久遠が自分の危機を知っているなんてあるわけない、と結羽太は疑惑を捨てる。それよりも今は優先すべき事がある。自分の気持ちに折り合いをつけなければいけない。

　朝食を終え外へ出ると、いつものように久遠が立っていた。軽い朝の挨拶を交わし、いつものように学校へ向かう。

　一晩必死に考え、不眠である事も相まって結羽太は素直な自分の気持ちに気付く。

　この女の子の隣は誰にも譲りたくない、と。
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　冬夏以外のメンバーで校門を抜けると、グラウンドに生徒が群がる場所があった。

「なんだ、ありゃ？」

　なにやら大きい看板が立てられているように見える。人が群がっていてなにが書かれているかまでは見えないが。

「おはよう、皆」

　いつもと違うグラウンドの様子に足を止めていると、冬夏が声をかけてきた。

「なぁ、冬夏はあれがなんだか知ってるか？」

　空くう悟ごの問いかけに首を横に振る冬夏。

「知らないが昨日の放課後に立てられていたようだね。あれが何かも気になるが、私は私たちへ向けられる視線も気になるよ」

　多くの生徒がこっちを見ている事に冬夏が言うまで気付かなかった。花はな火びが前髪を下ろして黙っていたのは、向けられる視線が嫌だったかららしい。

　正確には久遠と冬夏と花火と三み月つきへ視線が集中している。証拠に四人と目が合うと、視線をそらしたり、一緒に登校している人と小声で話す生徒が多い。

　結羽太に対しても同様のアクションを起こす人が僅かにいた。

「なんか俺だけ見られてない気がすんだけど」

　空悟だけにその現象が起きておらず、逆に困惑していた。

「あの看板が関係しているようですね」

　三月がそう言うので気になってしまい、六人は看板を見に行く事にした。

　看板前は生徒が多く集まり、なにが書かれているか見えなかった。けれど、一人の生徒が結羽太たちに気付くと、歓声のような声が少し上がり、モーゼが海を割ったように人だかりが割れて、看板前まで簡単に行けるようになった。

「うぅ……」

　花火が前髪を下ろしたまま、久遠の腕に抱きついている。人見知りの花火にとって、人に見られながらの人混みは地獄だろう。

　看板には『学内人気ランキング』と大きく書かれており、下には『男子ランキング』と『女子ランキング』の二つに分けられたランキングが三十位まで載っていた。

「これは写真部の出し物だね。写真部の部室前に生徒の写真を貼りだして、アンケートを採っていたのを知っていたかな？」

　問いかけた冬夏以外が首を横に振る。

　杜もり乃の丘おかの写真部はかなり腕が良い。修学旅行などの撮影はプロを雇わず写真部に任せられるほどだ。卒業アルバムに使う写真さえ写真部が撮った物が使われている。

「部員が撮った写真を見ていたら全校生徒を網羅していた事に気付き、学園祭の催しとして人気ランキングをやろうと思ったらしくてね。部室前で第一弾アンケートを行い、今日と明日で第二弾のアンケートを採ると言っていたのを思い出したよ」

「なるほど。まずは全校生徒を対象にしてアンケートを採ったというわけですね。今度はアンケートで出た上位の人間のみでアンケートを行うというわけですか」

「その通りだよ、三月。第二弾のアンケートで上位になった生徒は、スタジオを借りて撮影を行う予定らしい」

　看板に書かれている男子ランキングの一位には『須す賀が三月』という名前と一緒に、胡う散さん臭くさい笑顔が張り付いた三月の写真が貼られていた。

「おや、これはありがたいですね」

「その余裕な感じ、むかつくわ～」

　空悟のコメントを無視して、三月は二十三位を指差す。

「結羽太君も入っていますよ」

「はぁっ!?　うわっ、マジでありやがる。というか、この写真はなんだよっ!?」

　ランキングに入っている事にも驚いたが、使われている写真が凄すごかった。シャツの下になにも着ず、ボタンを全開にしている結羽太の姿が写っていた。

「ふむ。使われた写真が良かったようだね。なかなかに鍛えているじゃないか。それに男の色気もある」

「女性受けしそうな写真ですね」

「冬夏と三月は、なにを冷静に言ってんだよ！　あれ、プールの授業終わって更衣室にいた時の写真だぞ！　数分の事だし、俺は写真を撮られてた事すら知らなかった！　盗撮じゃねえか！　更衣室でカメラは禁止って書かれてるよなっ!?　いいのかよ、これ！」

「本当に駄目なら学校側が取り消してますよ。していないのは、君が良い体をしているから学校も了承したんですよ」

「男のお前に良い体とか言われると寒気するから、写真が良いとか表現変えろ！」

　三月が告白を断り続けるのは、男子が好きだからという噂うわさがある事を結羽太は知っている。結羽太たちが違うと知っていても、噂は本人関係なく勝手に一人歩きする。

　大勢いる中でそんな表現をされると、また噂が歩き出してしまう。今度は結羽太を交えながら。どっちが受けで攻めなのかとか、そんな噂を流されたらたまったものではない。

「……この中で俺だけが無い」

　そんなやり取りの隣で、空悟が一人落胆していた。

「空悟だけ？　って事は──」

　結羽太は女子のランキングへ視線を送る。

「本当ですね。花火さんは当然として、久遠さんも冬夏さんも入ってます。それも三人が五位以内とは凄いですね」

「なぁ、女子の写真ってなんというか……なぁ？」

「エロいな！」

　落胆から復帰した空悟が嬉うれしそうに声を上げる。

「せっかく俺は濁したのに、ハッキリ言うなよ！」

「ふむ、私の写真は一昨日に撮影されたものだね。これも男子目線ではエロい部類に入るのかな？」

　女子ランキング二位に入っている冬夏は、紙に何かを書いているだけなのだが、髪を耳にかけている一瞬を写している。仕事のできるキャリアウーマンを思わせる一枚だった。

「エロというよりセクシーと言った方が良いかもしれませんね。一昨日に撮影されて二位にランクインとは恐れ入ります」

「ハ、ハナは何位でどんな写真なの？」

　前髪が邪魔で写真が見えない花火が問う。

「五位だね。修学旅行で浴衣を着ているところだ。ただ双肩が鎖骨まで露出している。うん、これは私もエロいと思うかな」

　その場にいた男子生徒も頷うなずいていた。

「これだけ素晴らしい写真なのに、一位じゃないなんて納得できませんね」

「順位なんてどうでもいいよぉ。目立ちたくないのにぃ」

　人見知りの花火は極力目立つ事は避けたいのだが、これはかなり目立ってしまっている。花火に集まる視線がそれを物語っていた。

「まぁ、花火のもエロいけど、俺的には久遠のがいいな」

　おやつを目の前にした幼稚園児のような瞳で空悟が言う。

「なぁ、結羽太。これ、エロいよな。三位も納得だよな。このエロ可愛かわいさなら、納得だ。本当、久遠って可愛いよな。なぁ結羽太」

「同意を求めんな」

　と結羽太は言うが、内心では同意せざるを得ない写真だった。

　男女別だったプールの授業。水着が自由だった事を知ってはいたが、久遠がビキニを選んでいた事を結羽太も知らなかった。

　また撮られているのが、ずれたトップを直すために、胸に手を入れている瞬間という。

「このカメラマンは神だな！」

　喜ぶ空悟に対し、結羽太の心中は穏やかではない。被写体に対しての好意云うん々ぬん関係無しに幼なじみとして、一刻も早く写真を剝はがし破り捨て、画像データも消去してしまいたい。

「久遠の写真はそんなにエロいのかい？　一位になっている生徒会長の方がエロいと私は思うのだけれど？」

　一位になっているのは容姿と優しい性格で選ばれた生徒会長で、久遠同様にプールの授業で撮影されているものだ。

「お尻に食い込んだ水着を直しているシーンの方が久遠の百倍ぐらい凄いと思うのだが」

「それは言わずも──」

　そう言った空悟の背後から、肩に圧力のかかった手が置かれる。手を置いた主は、怒りと恥ずかしさで顔を真っ赤にしている女の子だった。

「言わずも、何？　何が続くのかな？」

「あ、生徒会長……いたんですか」

「うん、いた。それで？　なんて続く予定だったのかな？」

「えっと、健康的で男子高校生を喜ばせるような素敵な写真と言おうとしただけですよ」

「つまりはエロいって事だよね。不健全な発言を、これだけの人が集まる中で言えてしまう君は、生徒会室で一日かけて道徳というものを教授してあげようかな」

「あ、綺き麗れいで可愛く、こんなエロい被写体になる会長になら──」

「私は暇じゃないから、男性教諭に依頼しておくよ。さ、行こうか」

　両腕を屈強な体たい軀くをした男子生徒会役員にロックされ、先導する会長を追うように引ひき摺ずられながら空悟は去っていく。

「今日と明日は学園祭へ向けての最終準備で授業は無いからね。昨日までの疲労回復と、道徳心の育成。空悟にとって良い一日になりそうだ」

「そうですね。そろそろ花火さんが限界のようなので、教室へ行きましょうか」

　高速で首を縦に振って意思表示をする花火。それを微ほほ笑えましく見る三月。

　その隣で結羽太と冬夏は、久遠の事を気にしていた。
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　放課後の時間。学園祭を明後日に控え、どこのクラスも残って準備を進めている。結羽太たちのクラスも同様に残って準備をしていた。そんな中、結羽太は一人で屋上にいた。

「おや？　久遠はどうしたのかな？　一緒にいたはずだけれど」

「ほんとだ。久遠ちゃんいないね」

　秋空を見上げていた結羽太の元に、冬夏と花火がやってきた。

「飲み物を買いに行ってる。俺たち演者は花火の台本待ちだからな」

　久遠は台本を貰もらう度にあっという間に覚え、結羽太も迷惑をかけぬようにと渡された分はしっかりと暗記している。学校では身振り手振りを含めて練習し、あとはラストシーンだけ。本番まであと二日だというのに大丈夫なのか、結羽太は不安だった。

「久遠がいないのなら丁度いい。結羽太は今日の久遠どう思う？」

「普通──じゃないよな、やっぱり」

　そうだよねと花火も結羽太の意見に同意する。

「写真部のランキング見てた時も会話に参加してなかったし。ぼ～っとしてるってわけじゃないんだけど。集中しすぎて他の事が入ってきてない感じだよね、久遠ちゃん」

　他人の変化に疎そうな花火すら気付くほど、今日の久遠はおかしかった。

「そうだね。心此こ処こに在らずではなく、心が一杯といった風に感じ取れる。結羽太、何か知らないかな？」

「全く……いや、久遠が告白する気なら、それで頭が一杯なんじゃないか？」

「え？　久遠ちゃん、告白しないでしょ？」

　花火が驚いたように言い、それに結羽太も驚く。

「だって昨日……あれ？　ねぇ、冬夏ちゃん。どういう事かな？」

　戸惑う花火。それに対し、冬夏は顎に手を当て、思案しているかのような身振りをする。しばらくして、結羽太へと言葉を投げつける。

「結羽太。写真部のランキングを見て久遠が人気なのは分かっただろう？　いつ他の男に久遠を取られるか分からないよ」

「……久遠は物じゃないし俺のじゃない。……近くに居てほしいとは思ってるけどな」

　今までにない結羽太の言い方に冬夏は驚き、その後に微笑んだ。

「どういう心境の変化があったか分からないけれど『俺の物にしたい』ぐらい言ってもいいんじゃないかな？　まぁ、それは詰まるところ、そういう事でいいのかな？」

「……ああ、そうだよ。冬夏が思っている通り、俺は久遠が好きだ」

　結羽太の発言に花火が嬉き々きとした顔で喜んでいた。

「わぁ！　やっと刻こく谷たに君から聞けたぁ！　バレバレなのに素直じゃないんだから！」

「寝不足だから、誤魔化す思考が回らないだけだ」

　ならこれからは毎日寝不足になろうよ、と花火がふざけて言っている。

「結羽太が素直になるならいいかもしれないね」

　冬夏が花火の悪ふざけに乗った後、一呼吸を置いて一番訊ききたい事を問う。

「それで？　気持ちを伝えようとは思わないのかな？」

　頭をワシャワシャと搔かき、落胆した表情で結羽太は言う。

「久遠にとって、俺は幼なじみなんだよ。俺自身、それに不満があるわけじゃないのもあるけど。……幼なじみの俺じゃ可能性ゼロだろ」

　その発言を聞いて、冬夏と花火が目を点にして顔を見合わせる。そして、

「プッ！　アハハハハハハッ！　な、なに言ってるの、この人。お、お腹なか痛い！」

「フフッ、本当にね。おかしな人だよ、結羽太は」

　花火は吹き出して大笑いし、冬夏は小さく微笑むように笑っている。

「な、なんだよ、お前等ら。人が真剣な話をしてるのに」

「いや、本当にすまない。でもね、言わせてもらうけれど。君が一番、可能性があると私たちは思っている。その君がそんな事を言えば笑わずにはいられないよ」

「あ～、おかし。刻谷君さ、久遠ちゃんが毎日、自分の為ためにご飯を作ってくれるのを想像してごらんよ」

「悪い。そんな久遠が微み塵じんも想像できない」

　一時間以上褒めちぎって、やっと久遠は動き出したが「面倒くさーい！」と言って結局は自分がやる想像しかできない。

「うん、なんでそういう人を好きになってるかは置いておくとして、頑張って想像して」

　それを含めて好きだからな、と言いかけた言葉を飲み込み、結羽太はなんとか家庭的な久遠を想像してみる。想像力を極限まで働かせ、嫌々ながらも料理をする姿が想像できた。

「できたっぽいね。じゃあさ、そんな風に料理を作ってくれる幼なじみの事、嫌い？」

「……いや、好感が持てる」

　嫌そうな顔をしながらも、自分の為に料理を作ってくれている想像上の久遠。花火は好意は置いておいてと言っていたが、そんな事は不可能だった。想像上の久遠でさえ結羽太は、愛いとおしくて仕方がない。

「でしょ？　なら久遠ちゃんも同じだよ」

　決して好感度は低くない。そう花火が言いたい事は結羽太にも分かる。

「花火の話で、久遠からの好感度は決して低くない事は分かっただろう？　君は可能性が無いと言ったけれど、世界中で久遠と恋人になれる可能性が一番高いのは結羽太。君だよ。それにね。私や花火は自分が傷つかない安全圏から物を言っているから、好きな事を言っているように見えるかもしれないけれど。可能性が無い人にこんな事は言わないよ。証拠に私は三月に何も言っていないだろう？」

「えっ!?　須賀君に好きな人がいるのっ!?　ねぇ、誰、誰っ!?　ハナ、全然気付かなかったけど、誰っ!?」

「このように、可能性が無い場合は絶対に言わない。私の言いたい事は分かるね？」

　気持ちを伝えるべきかと悩んでいた結羽太の背中を、冬夏と花火が押した。

　それに結羽太も馬鹿ではない。願望や楽観視も多分に含まれるが、二人がここまで言うのなら久遠の想おもい人びとが誰か想像が付く。

「……二人を信じるからな。……頑張ってみるよ」

「それはつまり──」

　冬夏が言葉の意味を問いかけた時、校舎内へ続く扉が開く。

「結羽太君、お待たせ──ってあれ？　冬夏ちゃん、花火ちゃん。何してるの？」

　中から久遠が紙パックのお茶を二つ持って出てきた。

「いや、花火が台本の修正で疲れたと言ったので気分転換に付き合っていただけだよ。誰かさんのおかげであの単語が使えるようになったからね」

「あ～……」

「ハナ、気にしてないから、久遠ちゃんも気にしないで。ね？」

　結羽太には分からない話をする三人。どうやら台本の事で何かあったらしいという事だけは分かる。

「私たちは戻ろうか。さっきの話だけれど、頑張ってくれ。応援しているよ」

「ハナも！」

　そう言って二人は屋上から去っていった。

「なんの話？」

「あ～、いや。うん、なんでも……なくはないんだが……」

「??」

　煮え切らない態度に自分でもヘタレだなと再認識する結羽太。

　同時に久遠の様子がさっきまでと違い、いつも通りになっている事に気付く。

「あ、これ。はい」

　持っていたお茶を一つ差し出す久遠。

「そういやお茶を買うだけなのに随分と時間かかったな」

　そらす話題を探していた結羽太はお茶を受け取り、それを材料にして話を出す。

「うん。一回、教室に戻ったんだ。そしたらさ、大道具を運ぶ所で。なんだか適当にやってたから、持ってく物を指示してきた」

「へぇ。あの面倒くさがりの久遠がそんな事をねぇ。どんな心境の変化だ？」

「失礼だね、結羽太君！　私だって学園祭の演劇を成功させたいんだよ！　その為には誰一人欠けちゃ駄目なの！　だから私は頑張るんだよ！」

「頑張る……ね」

　先ほど冬夏に頑張ってくれと言われた事もあり、久遠の意思表示が強く突き刺さる。

　決心もすでに出来ている。あとは頑張って言葉にするだけだ。久遠が頑張ったように、自分もと結羽太は自身を鼓舞する。

「あ～……久遠？」

「ん？　なに？」

　伝えようとしたが、言葉にできない。体中から変な汗が噴出し、鼓動が高まっていく。

　地面に着いている足が浮いているような感覚になり、両手は痺しびれている。喉が一気に渇き、持っているお茶を啜すすりたくなったが、体が思うように動いてくれない。

　極度の緊張で体が異常を起こしている事は明らかだった。

　世の中のカップルはこんな儀式を経ている事に驚きよう愕がくする結羽太。

（む、無理だろ、これっ!?　どうやれってんだよっ!?）

「……なぁ、俺たちって幼なじみだよな？」

　ようやく振り絞った言葉がこれとはなんとも情けない。

「そうだよ。どうしたの、急に？」

「あ～……いや。もう付き合い長いなって」

「そうだね～。もう十二年ぐらい？　ね、覚えてる？　私が引っ越して結羽太君の家に挨拶に行った時の事。結羽太君、お母さんの陰に隠れて出てこなかったんだよ。私、嫌われてるって思ったんだからね」

「……覚えてねえよ。よくそんな前の事、覚えてるな」

　誤魔化したが結羽太はハッキリと覚えている。とても可愛かわいい女の子だと思った事も含め、昨日の事のように鮮明に。

　あの日からずっと想いをはせてきた。忘れるはずがない。

「ま、これからも幼なじみとして宜よろしくね、結羽太君」

　強調されたわけではない。けれど久遠が口にした『幼なじみ』の部分が強く聞こえる。頷うなずくわけにはいかない。

「……俺たちさ、それ以外の関係にはなれないか？」

　結羽太が幼なじみで有り続ける事を否定する。つまりは今の関係を壊すという事だ。その一歩をようやく結羽太が踏み出す。

　驚いたような、怯おびえたような表情の久遠に少し躊躇ためらうが、結羽太は宙に浮いているような足をしっかりと地面に着け、痺れる手を握り、渇いた口を唾液で潤し、言葉を紡ぐ。

「俺は久遠とそれ以上になりたい。──ずっと久遠が好きだった。だから──俺の彼女になってくれないか？」





＊






「やっとくっつくね、あの二人」

　教室へ続く廊下を歩きながら、花火は先を歩く冬夏へ嬉うれしそうに告げる。

「久遠ちゃんが告白しないって言った時はなんでって思ったけど。これで、めでたし、めでた──」

　突然、歩みを止めた冬夏に花火がぶつかった。花火は鼻を押さえながら、

「冬夏ちゃん、どうしたの？」

　答えない冬夏。花火が前に回ると、冬夏は思案顔をしていた。

「冬夏ちゃん？」

　どうやら冬夏は思考で一杯になり、視界に入っている物が見えていないらしい。花火が冬夏の胸元を突つついて、ようやく冬夏が反応した。

「どうしたの？　何か考え事？」

「……ああ、台本をどうするか考えていてね。君が久遠に頼まれた通り、好きという言葉を使わないままにした方が良い気もするんだ。それは制作者の君に任せるけれど」

「あ～、それいいね！　うん、そうしようよ！」

　冬夏の案に花火が嬉しそうに答える。先へ教室へ向かって歩き出す花火を見送った後に再び思案し、二人がいる屋上の方へ視線を向ける。

（──忘れていた。久遠は告白を止やめたのだった。……もしかすると私は結羽太が傷つく手伝いをしてしまったのかもしれない）
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「……ありがとう。好きって言ってくれて凄く嬉しい。…………でも……ごめん」

　結羽太の言葉を聞き間違いではないと確認してから、ゆっくりと久遠が言った。

「……そっか……」

　冬夏や花火の話を聞いて、久遠の想い人が自分なのではと結羽太は思っていた。けれど、それはやっぱり願望や楽観視が生んだ幻想だったのだと気付かされる。

　誰かを責める気は無い。勘違いした自分が悪い。だから、誰も悪くない。現実に納得しなければならない。そう自分に言い聞かせているのに、どうしても訊ききたい事があった。

「……俺の事、嫌いか？」

「う、ううん！　そんな事、あるわけない！」

[image: ]

「じゃあ……」

　なんで駄目なんだ？　と訊いていいのか分からなくなり、結羽太は言葉を飲み込む。

　もし訊いてしまったらしつこい男と思われて本当に嫌われてしまい、もう『幼なじみ』にも戻れなくなってしまうかもしれない。今ならまだ戻れる。久遠をきっぱりと諦めて、ただの幼なじみへ。

　それでいいと思っていたはずなのに、気持ちの整理が付かない。久遠を諦められない。

「……結羽太君は……私の事を嫌いになった？」

　言葉を失っていた結羽太に久遠は予想もしていなかった事を問う。

「……だって……振ったんだもん。嫌われても……」

「ふざけんな！」

　突然の大声に久遠がビクッとする。怯えたような表情で見つめられ、結羽太は自分が無意識に声を上げていた事に気付く。

「あっ……悪い。……振られたぐらいで、嫌いになんてなるわけないだろ。それぐらいで嫌いになるなら、告白なんてしてない」

　結羽太はどれだけ久遠を好きか語ろうとしている自分が嫌になった。全てを伝えて、全てが伝われば。もしかしたらと考えている自分が、女々しくて本当に嫌になる。

　これ以上、自分を守り、久遠を傷つけていいはずがない。結羽太は大きく息を吸い、込み上げる物を必死に抑える。

「……我わが儘ままだよな、俺。今でも十分に幸せなんだ。このままでいい。だからさっきのは……忘れていい」

　必死に笑顔を作り、久遠へ語りかける。

「……本当にごめん。私も……今のままで幸せだって思う。これ以上を望んだらいけない。だから……ごめん」

　三度繰り返された謝罪の言葉。また内側から込み上げてくる熱い物を必死に堪こらえる。

「ごめんな、久遠」

　続けて言おうとしている言葉が、自分の望みとは違う形で言葉になってしまう事を恐れて躊躇ってしまう。それでも、久遠との関係を戻すためには言わなければならない言葉だった。

「……これからも幼なじみとして宜しくな」

　久遠がさっき言った言葉を今度は結羽太が口にした。久遠はただ沈黙を続ける。結羽太は回れ右をして久遠を視界から外した。赤色に染まった空へ腕を思い切り伸ばし、緊張していた体をほぐす。

「さぁて、戻るか。久遠、今日は何が食べたい？　謝罪ってわけじゃないけど、お前が食いたい物を作ってやるよ」

「え？」

「だから、材料を買って帰らないとな」

　振り返った結羽太の顔を見て、久遠は驚く。振られたばかりの顔とは思えない、いつも通りの顔をしていた。久遠がいつも一緒にいる刻谷結羽太そのものだった。

「……嫌じゃないの？　その……振られた相手と一緒にいるの……」

　久遠が恐る恐る問いかけている事が分かった。

「嫌なわけないだろ。まぁ、振られてショックだったけど、久遠と一緒にいるのは楽しいからな。『久遠と一緒にいられる』。それは久遠と幼なじみである俺の特権だろ」

　いつも通りの顔に、いつも通りの空気感を作る結羽太。

「……結羽太君。……ごめんね……あと……ありがとう。これまでと同じように宜しくね」

　一瞬だけ悲しそうな顔をした後、久遠は笑って自分をほぐし、結羽太同様にいつも通りの新あら都と久遠に戻る。

「で？　何が食べたい？」

「えっと～。私、ハンバーグが食べたい！」

「あ～、牛挽ひき肉にく高いから却下。給料日後にしてくれ」

「え～、リクエスト訊いておいてそれは酷ひどいよ！」

　いつも通りを演じる二人。いつもとは違う事を二人は十分に感じてしまっている。

　お互い、手を伸ばせば届く幼なじみの体を果てしなく遠くに感じていた。











　十月六日（金）




　冬夏ちゃんが言うには、無意識に力を使ったらしい。

　無意識だから私の意志は関係ない、というのは噓うそ。

　……結羽太君を傷つけてしまった後悔が消えない。

　結羽太君が慰い労ろう会かいの買い出しに行った時「俺、久遠の事が好きでさ。良かったら、付き合ってくれないか？」って空悟君に告白された。……私は空悟君を利用した。結羽太君を忘れる為ために付き合う事を了承した。

　最低だ。私は友達を自分の為に利用した。後で空悟君も傷つける事も分かっているのに。空悟君の事もやり直したいって思っていたかもしれない。

　また自分の為にこの力を使ってしまった。反則のようで、自分の為には使わないと決めていたのに。

　けれどやってしまった以上は、後悔する行動はしたくない。私が望んだ事を成せるように行動したい。

　私は結羽太君が好き。大好き。この気持ちに噓をつき続けて平気なほど強くない。

　結羽太君も私を好きだって言ってくれた。昨日だけじゃない。何度も言ってくれた。それを、無かった事にしてきた。いつだって嬉しかった。でも昨日は、嬉しかったのと同じぐらいに辛つらかった。

　……いや、私は辛いなんて言っていい立場じゃない。結羽太君はもっと辛いんだ。

　だから、切ってしまった結羽太君の気持ちを、繫つなぎ直せるのなら直したい。

　そして新しい関係を築きたい。

　演劇の最後に、自分の言葉で伝えたい。

　きっと結羽太君なら私の本心に気付いてくれる。

　だって、世界で一番、私の事を知っているのは結羽太君なのだから。


















　十月六日（金）




　学園祭の前日になり、ようやく準備が終わった。台本も残っていたラストシーンが完成した。ラストシーンは台詞せりふが少ない事もあり、結ゆ羽う太たと久く遠おんはあっという間に覚え、後は本番を迎えるのみだった。

　午後になった直後、結羽太はミッツこと関せき美み嗣つぐの車に乗って、スーパーへ向かっていた。

「春はる秋あきの奴、これを含めて経費を計上してやがったな」

『学園祭で使う経費が余ったので、ちょっとした慰労会でもやろうか』

　冬とう夏かの発案に異を唱える者は居らず、結羽太が自ら買い出し役に名乗りを上げ、担任に車を出してもらい今に至る。

「春秋は少し真面目すぎだな。学園祭の為ために十月二日からずっと学校に泊まり込んでたんだぜ？　朝と晩の飯は外で食べてたみたいだぞ」

「へぇ、知らなかったな」

　学園祭の期間中、申請さえすれば学校に泊まって準備する事ができる。運動部が利用するシャワー室も利用が可能で、下着類の着替えさえあれば不便はさほど無い。

「お前に言わなかったのは、新あら都とと二人の時間を邪魔したくなかったからだろ。なんたって高校生活で一度きりの学園祭だからな。あいつは、そういう気遣いができるタイプだ。春秋がせっかく気遣ってくれたんだ。羽目を外しすぎない程度に、彼女の新都と学園祭を楽しめよ」

「ミッツにはそう見えてんのな」

　結羽太の発言は聞こえなかったのか、二人きりの空間でミッツは結羽太に語り出す。

「これはお前等ら、学生より多くを経験した大人、人と触れ合う機会の多い教師からの助言だけどな。思った事を言い合えて、適度な喧嘩もできる相手なんて、そうは出で逢あえないぞ。お前は一人の男として、新都を大事にしろよ」

「……タイミング悪」

　振られた翌日に言うなんて間の悪い人だと思うが、自分にとって久遠が特別な存在だと気付かせてくれた言葉だった。
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「なぁ、結羽太。ちょっといいか？」

　慰労会の最中、空くう悟ごが神妙な顔で結羽太を教室のベランダへ呼んだ。

「なんだよ？」

　珍しい友人の表情に結羽太は身構える。もの悲しそうに、グラウンドに作られた特設ステージを見ている空悟。結羽太が持って来ていたジュースを口へ運んだ時、

「俺さ。実は久遠に告白したんだよ」

「ぶっ！」

　突然の告白に結羽太はジュースを全て吐き出した。

「まぁ、見事に振られたんだけどな。いや、告白するって言ってる相手に告白したんだ。振られるの分かってたんだけどな」

　真剣な空悟の顔が、本気である事を物語っている。全く気付かなかった。

　そういえば冬夏が『久遠の想おもい人びとが誰なのか、知らないのは久遠を想っている人だけだよ』と言っていた事を思い出す。久遠が告白する相手を空悟も知らなかった。つまりはそういう事だったのだろうと気付く。そういえば、事あるごとに久遠を可愛かわいいと言っていたような気もする。

「頑張れよ、親友。あんな可愛くて優しい子を手放すんじゃねえぞ」

「お前みたいなエロい奴と親友なんてごめんだ。と言いたいが──親友かもな」

　同じ人を好きになり、同じく告白し、振られた同士。同じ苦しみを分かち合える空悟は、親友と呼ぶに相応ふさわしいかもしれないと、結羽太は空悟の親友発言を肯定した。

「まぁ、話はそんだけだ。さ、中へ戻ろうぜ」

　そう言って教室へ戻ろうとした空悟の肩を結羽太がガッツリと摑つかむ。肩を潰さんとするぐらいの強さで。

「結羽太？　放すなって言ったのは久遠で俺じゃねえぞ」

「ちょっと訊ききたいんだが。お前、彼女作ってエッチな事をしたいって白昼堂々と言ってたよな？　つまり久遠をそういう目で見ていたと。仮に告白して上手くいっていたら、するつもりだったと」

　好きな相手云うん々ぬんではなく、幼なじみとして久遠をそんな風に見られていたのは許せない。たとえ親友と呼べる相手でも。

「えっと……結羽太さん？　目がマジで怖こええんですけど」

「お前、知覚過敏で冷たい飲み物が苦手だったよな？　冷やしたジュースと氷を持ってくるから待ってろ。氷を口の中へ突っ込んで、ジュースを注ぎ込んでやる」

「地味に嫌な事すんな！　悪かったよ！　もうそんな目で見ねえから！」

　その言葉を信じられず結羽太は有言実行し、空悟に制裁を加えた。
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　慰労会を終えて放課後になり、いつものように久遠と二人で帰路に着く結羽太。

　自分の告白ですっかり忘れていたが、久遠が誰かに告白する事を不意に思い出す。いつか、久遠の隣を歩く幸福が奪われるのは分かってしまった。だから結羽太は今を、一秒一瞬を記憶に深く刻みつけようと、久遠の顔を見つめ続ける。コロコロと変わる表情に、いちいち鼓動が高まる。

（あぁ、クソ。なんでこんなに好きなんだろうな）

　久遠を記憶する一瞬一瞬に、改めて久遠への気持ちを再確認させられた。そして、まだ諦めていない事を、自分自身から何度も突きつけられる。

「今日は何も無かったな。一回、諦めたからかな？」

「は？」

　久遠の意味不明な発言に結羽太が疑問符を浮かべるが、

「ううん、なんでもないよ」

　と言って首を横に振る久遠。ほぼ同時、久遠のスマホが鳴り出す。

「あ、お父さんだ。あれ？　前の時は電話なんて無かったのに。もしもし、どうしたの？　──そうなんだ。別に大丈夫だよ。戸締まりもしっかりしておくから。──野獣のような男に襲われたら心配って……。それ、幼なじみとはいえ男の子と一緒にいさせてる人が言う台詞じゃないよ──え？　うん、隣にいるけど。替わる？　──スピーカーに？　うん、分かった。ちょっと待ってて」

　久遠がスマホを操作すると、スマホから久遠の父親の声が聞こえてきた。

『あ～、もしもし。結羽太君かい？』

「あ、どうも」

『お～い。結羽太君が出たぞ』

　少しの間が空き、スマホから女性の声が出力された。

『やっほー、結羽太』

「は？　お袋？」

『正解～』

「なんで新都デザイン事務所に？」

『違うわよ。新都夫婦がこっちの事務所に来たの』

　話が見えてこず、二人は顔を見合わせる。どういう事か問うと、母親が経緯を説明してくれた。

『実はね。今度、新都夫妻が大規模なデザインイベントを行う事になったのよ。その出資者代表が私の会社なの。人件費とか日程とか細かい調整を早い段階で決めようって流れになってね。善は急げって事で今日は泊まり込もうかなって話に落ち着いたのよ』

「へ～。今『カンパーイ！』って聞き覚えのある親おや父じの声と、久遠の母さんの声が聞こえたけど？　明日は土曜だから事務所で飲んでも平気とか言って、酒を片手に企画会議をやろうって話になった、というわけだな」

『……流石さすがは私の息子ね！　鋭いわ！　私はアナタの親である事を誇りに思う！』

「俺はアンタの息子でちょっと恥ずかしいと思ってるよ。親父が言ってた知人の仕事ってこれの事か。……まぁ、飲み過ぎるなよ。仕事、頑張ってな」

『あぁ、待ってくれ。本題はここからなんだ』

　電話を切ろうとした結羽太を久遠の父親が制する。

『私たちの大事な一人娘を、一人でいさせるのは不安なんだ。ほら、近頃は野獣のような男が彼方此方あちこちにいるだろう？　だから、結羽太君。今日、新都家に泊まってくれないか？』

　再び顔を見合わせる結羽太と久遠。

『こういうのは了承を得なくていいのよ。それじゃあ、久遠ちゃんの事をしっかり守ってあげてね！』

　此方こちらの返答を聞く前に電話を切ってしまった。切れる直前、後ろの方から『間違いを起こしちゃってもいいからね！』という久遠の母親の声が聞こえた気がした。

「……どうする？」

　結羽太としては、泊まる事に反対ではない。けれど久遠としてはどうなのだろうと考えてしまう。

　家に二人でいる事は毎日の事だし、そこまで気遣う事でもない。昨日までなら。

　今の自分たちは、振った振られた相手になる。そこに気遣いが存在しないはずがない。気遣いを持たないような相手なら、結羽太は久遠を好きになっていない。

　自分は我慢すればいいが、久遠が余計な気を遣うのなら、止やめた方が良いとも考えてしまう。でも、久遠の父親が言う事も理解できる。

「俺も久遠を一人にするのは心配だな。久遠さえ嫌じゃなければ泊まるけど？」

　自分は確かに振られたし、もう可能性も無いのだろうと思う。それでも一緒にいたいと願ってしまう。だから、理由のある時ぐらい一緒にいたい。

「嫌じゃないけど……」

「けど？」

「……思ってたけどさ。結羽太君って、私の保護者みたいだよね」

「保護者ね。晩飯作って、風呂の準備して、食器洗ってるんだから、あながち間違ってない気がするな。久遠が自分でやれば多少は保護者感が薄れると思うが。これを機に──」

「それじゃあ、一晩お願いします！」

　これ以上話していると自分への攻撃が始まりそうだと感じた久遠は強引に話を切り、二人は家へと向かった。
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　寝間着を取って新都家に戻って来た結羽太が目にしたのは、この世の物とは思えない光景だった。どうしても信じられず、結羽太は久遠に問い直す。

「もう一回、言ってくれるか？」

「だから、今日は私が晩ご飯を作るって言ったの」

　結羽太の目の前には、約十ヶ月ぶりに見るエプロンを身に着けた久遠の姿があった。相当やる気になっているようで、制服も脱がずにその上からエプロンを着用している。

　あまりにも現実とは思えない姿に結羽太は、久遠の体調が気になった。

「久遠、お前四十度以上の熱あるな。もしくは何かのウイルスに感染とか。ちょっと体温計を持ってくるから」

「そんな大病になってたらこうやって立ってないから。ちょっとその反応は失礼なんじゃないかな？」

「分かった。俺、疲れて幻影の久遠が見えてんだ。俺の幼なじみが進んで家事をするはずがない」

「人を文章系タイトル風に非難しないでよ！　なんか微妙に古いし！　私も流石さすがに怒るよ！　私だって気まぐれ起こして料理する事あるもん！」

「自信満々に気まぐれとか言うなよ。本当にいいのか？　ぐーたらしたいのが本心なら、俺が作るぞ？」

　いつまで経たっても料理に取りかかれない状況に久遠は頰ほおを膨らます。結羽太がこれだけ言うのにはわけがあるのだが、久遠はそれに気付いていない。

「分かった。今日は久遠が作ってくれるんだな？」

「うん！　任せてよ！」

　自信満々に制服の袖を捲まくる久遠。

「で、何を作る気なんだ？」

「秘密。さぁて、頑張りますか。結羽太君はお風呂にでも入ってきて。私の家でお風呂入るの久しぶりでしょ？　ゆっくり入っておいでよ。その間に作っておくから」

「それはいいんだけどさ。一言、いいか？」

「なに？」

「冷蔵庫に何があるか分かってるよな？　作ろうとしてる物の材料はあるんだよな？」

「……」

「やっぱりか」

　結羽太が久遠の調理を止めようとしていた理由はこれだった。

　久遠が冷蔵庫を開けるのは、アイスやプリンなどデザートを取る時のみ。その一瞬で中身を把握しているとは思えなかった。

「え～っと……何が作れるのかな？」

「さぁ？　じゃ、風呂入ってくる」

「えっ、放置っ!?　一緒に考えてくれないのっ!?」

「たまには晩ご飯の献立に悩む俺の苦しみを味わえ」

　自分で作ると言った以上、結羽太は久遠に考えさせる事にした。キッチンから結羽太が出て行く時、

「最終手段、ネットで検索だな」

　助言を残して風呂へ向かった。

　浴槽へ続く扉を開けるとキッチンの方から、

『……よし！　こうなったら勝負してみよう！　結羽太君が美味おいしいって思ってくれるのを作ってやる！』

　気合いの入った久遠の声が結羽太に届く。
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　結羽太が風呂から上がると、テーブルの上に二つの丼があった。風呂を出た時から匂いで予測はしていたが、実物を見て結羽太は思わず唾液を飲み、一気に空腹感が増して腹の虫が大きく鳴り響く。

「美味うまそう。親子丼の材料がある事によく気付いたな」

　白い御飯の上に半熟卵でコーティングされた鶏とり肉にくとタマネギが乗っていた。久遠が作ったのは、親子丼だった。

　材料の鶏肉は冷凍庫の奥に保存してあったし、タマネギも探さなければ見つからない場所に保管していた。

「材料に気付いたのは乙女の直感ですよ。さ、熱いうちに食べよう！」

　気楽な感じで答えた久遠だが、内心は緊張していた。

　結羽太の作る親子丼は、久遠の好物五位以内に入る。兎とに角かく、美味しい。その言葉しか当てはまらないぐらい絶品で、高級日本料亭で出せるレベルだと思っている。

　普段、家事をやらない久遠だが、こういう所で女子の意地やプライドが出てくる。料理で男子に負けるというのは悔しいと思ってしまう。

　そんな意気込みを知るよしもない結羽太は、ファーストコンタクトを口に運ぶ。

　卵の半熟具合、出汁だしの濃さ、タマネギの食感の残し方、鶏肉の煮込み具合。贔屓ひいきなしで自分が調理する親子丼よりかなり美味い。いくらでも食べられるというのが結羽太の素直な感想なのだが、作った本人である久遠は満足できていない様子だった。

「やっぱり結羽太君が作った方が美味しいなぁ。ウサギとカメが競走して、ウサギが慢心せず寝ないで最初から最後まで全力疾走してゴールしたぐらいの差があるよね」

「喩たとえが長いな。こっちの方が百倍は美味いと思うけど？　なんでたまにしか作らないくせにこんな美味く作れるんだよ」

　久遠も結羽太も気付いていないが、お互いの料理に差は殆ほとんど無い。久遠が作った親子丼は、結羽太が作った物を参考にしているので、当然と言えば当然だ。食べただけでそれを再現できている久遠も凄すごいのだが。

　互いの評価に違いがある理由は『誰が誰を想おもって作っているか』それだけ。それだけで味の評価が変わっているに過ぎなかった。

「親子丼、最近は作ってなかったな。これより美味いのは無理だろうけど、今度久々に作るか」

「本当っ!?　絶対だよっ!!　私、結羽太君の親子丼、大好きなんだからっ!!　おかわり三杯、いや五杯分はよろしくねっ!!」

　それだけ食べても太らないのだから、花はな火びが羨ましがるのも分かる。

「はいはい。約束な」

「なら、ついでの約束！　その日のおやつはコロッケがいい！　一個じゃないよ、何個もだからね！」

　久遠曰いわくコロッケはおかずではなく、おやつとの事。わざわざ紙ナプキンを用意して、手て摑づかみで食べるのが美味しいらしい。

「おやつにコロッケで晩飯に親子丼を五杯って。どんだけ食べるつもり─────久遠？」

　楽しそうな声だった。顔を見なくとも、笑っている久遠の顔が想像できた。久遠を一番知っている結羽太が満面の笑みを確信するほど楽しそうに、嬉うれしそうに喋しやべっていたのに。

「なんで……泣いてんだよ」

「……へ？」

　指摘されるまで自分が笑ったまま泣いていた事に、久遠は気付いていなかった。

「あ、あれ？　な、なんで？」

　必死に目元を拭う久遠。拭っても拭っても奥から溢あふれてくる涙を止められず、

「ご、ごめん。なんでもないから。ちょっと顔を洗ってくるね」

　その場を離れるように久遠は洗面所へ向かった。

　追いかけるべきか悩み、悩む事ではないと結羽太は久遠の後を追う。少し開いた扉から様子を窺うかがうと、さっきと同じ、笑いながら泣いている幼なじみがいた。

「……久遠？」

　声をかけると久遠は慌てて顔を洗い、軽く呼吸をする。

「……大丈夫か？」

　精一杯の笑みを貼り付けた顔で、

「うん、大丈夫！　ごめんね。多分、タマネギのせいだよ」

　自分は平気と久遠がアピールする。

　結羽太も安あん堵どはしないが、本人がそう言うのならと深く言及する事はしなかった。

「それじゃあ、結羽太君。お片付け、お願いします。私、お風呂入るから」

「……はいはい。本当は片付けまでやって料理なんだけどな」

　久遠が入浴を終えた後、二人で演劇の台詞せりふ合わせをした。途中で久遠が飽きてしまい、後はなるようになると結論し、その後は中身の無い雑談をした。

　いつも通りが、いつも通りでない事を強く感じながら、いつもと変わらない雑談を、寝るまでずっと。







　十月七日（土）　零時五分




　心を殴られたような衝撃に久遠は目を覚ました。体は小刻みに震え、何が起きたかを思い出そうとするが、何一つとして思い出せない。

　時刻を見るに、やり直している事は間違いない。けれど今日を覚えていない事なんて、今まで一度も無かった。覚えてないが分かっている事はあった。

　冬夏が死んだ事。花火が死んだ事。三み月つきが死んだ事。空悟が死んだ事。クラスメイトが死んだ事。

　──結羽太が死んだ事。

　そして──自分も死んだ事。
















　十月七日（土）　零時七分




　新あら都と家と刻こく谷たに家には来客用の寝室がある。刻谷家は社長宅という事もあり来客が多く、来客用の寝室があった。新都家は建築する際、刻谷家を参考にしており、その流れで来客用の寝室も作った。

　結ゆ羽う太たは、二階廊下の突き当たりの来客用の寝室で寝ていた。正確には横になって、天井を見つめている。とても眠れるような心境ではなかった。

「……なんで泣いてたんだろうな」

　夕食時、久く遠おんが泣いた理由を考えてしまい結羽太は眠る事ができずにいた。本人はなんでもないと言っていたが、なんでもないのなら泣くはずがない。

　晩ご飯を作った事からすでにおかしい。褒めに褒めて、褒めちぎって作った事ならあるが、自ら率先して作った事など十二月一日を除けば、数えるぐらいしか記憶にない。

　気を遣わせたと考えるのが妥当だが、何に気を遣わせたか。結羽太に思い当たる事は一つだけで、それには自分が深く関わっている。

　きっと、一昨日の告白が影響している。久遠は優しい子だ。告白を断り、悪い事をしてしまったと罪悪感を抱き、謝罪の意味を込めての料理だったと考えれば辻つじ褄つまは合う。そこから泣いた理由までは辿たどり着つけないが、それ以外は説明が付く。

　自分が想像できないだけで、泣いた理由も自分にあるとすれば、自分が久遠を泣かせた事になると結羽太は後悔した。

「……クソッ、壊しちまった」

　思わず自分に対して悪態をつく。

　一番守りたかった場所を壊し、一番大切にしたかった人を傷つけた。やる事なす事が裏目に出てしまっている。今のままでも良いと思いながら、今以上の特別になりたいと願う自分が嫌になる。

「……喉渇いたな」

　水でも飲めば、気分が紛れるかと結羽太が起き上がった瞬間、扉が勢いよく開いた。

　そこには廊下の明かりに浮かび上がる久遠の姿があった。

「ゆ……結羽太……君…………っ!!」

　名を呼ばれたかと思ったら、一気に駆け寄って来て久遠は結羽太の胸に飛びつき、抱きついてきた。

「お、おいっ!?」

　いきなり抱きつかれて戸惑う結羽太。引き離そうと久遠の肩を摑つかんだ時、体は小刻みに震え、胸に顔を埋うずめて泣いている事に気付く。

「覚えてない……覚えてないよ……どうしたらいい？　どうしたら結羽太君を……皆を助けられる？　ねぇ、教えて……教えて……誰か……助けて……」

　泣き声混じりの久遠の訴え。言っている意味が分からず、結羽太はただ抱かれるままになっていた。

　肩から放した手が宙を彷徨さまよう。結羽太が落ち着かせようと久遠を抱こうとしたらスマホが鳴り、画面を確認すると『春はる秋あき冬とう夏か』の名が表示されていた。

「冬夏？」

「と……う……か……ちゃん？」

　泣いていた久遠が結羽太の独り言に弱々しく反応する。着信音はなかなか止まらず、結羽太は電話に出た。

「もしもし」

『新都家の前にいるのだけれど、開けてくれないかな？』

「は？　家の前にいるって……今か？」

『今でないのに開けてもらう意味は無いと思うのだけれど？　ちょっと久遠が心配になって来たんだけれど、どういう状況かな？』

　結羽太が久遠に冬夏が来ているらしい事を話すと、結羽太の胸から離れ一階へ向けて駆けていく。

『……ふむ。どうやら当たってほしくない予想が当たってしまったようだね』

　そう言って冬夏は電話を切った。結羽太も一階へ向かうと、玄関で冬夏に抱きついて泣き続ける久遠の姿があった。冬夏は久遠の頭を撫なでて落ち着かせようとしている。

　頭が追いつかず、それを眺めている事しかできない結羽太は無力感でいっぱいだった。





＊






　三人でリビングへ入りソファーに座ってからも久遠は泣き続け、冬夏がずっと頭を撫でて慰めていた。結羽太も変わらず、二人の傍そばにいるだけで何もできずにいる。しばらくすると、冬夏に抱きついたまま久遠が眠っていた。

「結羽太、何か掛ける物を持って来てくれないかな？」

　結羽太が毛布を持ってくると、冬夏に隣へ座るように指示される。座ると抱いていた久遠の頭をそっと結羽太の膝に乗せた。

「お、おい」

　結羽太は冬夏の行動に抗議の声を上げようとしたが、膝の上で小さく寝息を立てる久遠の顔を心配そうに覗のぞく姿を見て止やめた。

「もう限界だったみたいだね」

　冬夏が座り直し、久遠に毛布を掛けながら呟つぶやいた。

　何故なぜ、こんな遅くに訪れたのか説明を求める。結羽太の顔を見た冬夏は、久遠が本当に寝ているかを確認してから口を開いた。

「君は──久遠が特別な力を持っていた事に気付いていたかな？」

「特別な力？」

「非現実的な話だけれど、紛れもない事実だと受け止めてほしい。久遠はね、一日を一度だけやり直せる力を持っているんだ」

　結羽太は頭を押さえ、大きく息を吐く。

「なぁ、冬夏。そんな馬鹿な話をするためにこんな遅くに訪ねてきたってのか？」

「素直に信じるのは難しいよね。では問うけれど、トラックの荷台からこぼれ落ちた鉄パイプに巻き込まれそうになった事故。君を助けてくれたのは誰だったかな？」

「そりゃあ……久遠と冬夏だよな」

「正確には久遠だね。私はそれを手伝っただけのようなものだから。では次の問いだ。君がロッカーに潰された事故。あの時、どうして久遠はクラスメイトを連れて来たのだろうか？　一人ではロッカーを退どかせないと知っていたからじゃないかな？」

「あ……」

「次の日、君は銀行へ行こうとしたらしいね。ニュースを見たかは知らないけれど、君が利用していた銀行で強盗未遂事件があった。学校が終わり、真まっ直すぐに向かっていたら巻き込まれていただろうね。君が銀行へ行かなくなった理由を作ったのは誰だったかな？」

「……そんな馬鹿な事があるかよ」

　そこまで言われても結羽太は信じようとしなかった。結羽太に限らず、突然こんなＳＦ的な話をされ「はい、分かりました」と返答する人間はまずいない。

　冬夏は二人を残し、リビングを出て行く。五分も経たたないうちに戻って来ると、一冊の日記帳を持っていた。

「これはね、久遠が二度目の朝に早起きをして書いている日記だよ。読んでみるといい。九月十五日から、ね」

　冬夏に言われるまま日記を開く結羽太。

　九月十五日。結羽太の記憶では、学園祭の出し物が演劇に決まった日。久遠がヒロインに立候補して驚いた事を覚えている。けれど日記には、花はな火びが推薦で選ばれたような事が書かれていた。

　次のページには翌日の九月十六日が書かれているかと思ったが、書かれていたのは十月一日の日付だった。自分が事故に遭い、死んだ事が書かれている。久遠が肉じゃがを食べたいと言って事故に遭わなかった事を思い出す。

　翌日の十月二日の日記。志し村むらが事故に遭った事が書かれていた。けれど実際に事故に遭いそうになったのは、志村ではなく自分だった事を結羽太は覚えている。

　十月三日。結羽太に覚えの無い約束をした事、クラスメイトの橘たちばな京きよう香かを物置にしている教室へ行かせないようにしている事、三み月つきが一人で保健室へ行ったが、自分に付き添わせようとしている事が書かれている。

　十月四日。その日には自分と仲の良い友人たちが死んだ事が書かれていた。

　十月五日。日付を見た瞬間、結羽太の中に振られた時の感覚が蘇よみがえる。自分が久遠との関係を壊した日だ。けれど、その日には久遠の強い意志が綴つづられていた。自分からの告白を何があっても断る事、そして結羽太を守るという強い意志が。

　日付では昨日である十月六日。寝ていない結羽太の感覚では、まだ今日と言える日。久遠が自分への想おもいを綴っていた。実際に久遠の字だと分かっていても、振られている結羽太には信じられない内容だった。

「どうかな？　私の言葉は信じられなくても、久遠の文字なら信じられるだろう？」

　読み終えたのを確認した冬夏が結羽太に問いかける。結羽太はまだ常識に当てはまらない事実に戸惑っていた。それに日記を読んだだけでは、全容が見えてこない。

　冬夏は結羽太が知るべき事実を告げていく。

「久遠に『好きな人へ告白をしないと未来で消えてしまう人がいる』と教えたんだ。久遠は私の言葉を信じた。そして実行に移し、想い人と通じ合えた。けれどね、やり直さなければならない理由ができて、それは無かった事になった」

　寝ている久遠の頭を撫でる冬夏。よく見ると久遠の顔には涙の跡が多く残っていた。

「二度目のその日、君は事故に遭いかけた。志村君が遭った事故と同じものに。久遠は翌日も同じように好きな人へ告白したが、今度は京香がロッカーに潰される事故が起きる。久遠は前日の失敗を踏まえて、君と京香を事故現場へ向かわせないように仕向けたのだけれど、巡り巡って君はあの教室へ行ってしまい事故に遭った。久遠はここで気付いてしまったんだよ。自分が気持ちを伝えた結果、誰かが傷ついているんじゃないか、とね」

「……そんなわけないだろ。因果関係が無い」

　告白した事で鉄パイプが崩れた？　告白しなければ、あのロッカーは倒れなかった？　あり得ないと結羽太は否定する。しかし冬夏は首を横に振って、結羽太の否定を否定する。

「久遠の想い人。彼は本当なら、十月一日に死んでいた運命だった。でも、久遠がやり直した事で今も生きている。けれどね、運命はそれを許さない。本来の運命に戻すために、彼を殺そうとしているんだよ。それが誰かは言わなくても分かるはずだけれど？」

「それって……俺の事か？」

　冬夏は頷うなずく。

「身に覚えはあるはずだけれど？」

　そういえばと結羽太は思い出す。事故に遭った時、体が変だった。脚が動かせなかったり、声が出せなかったりと、普通ならあり得ない事が起きていた。

「理解が大分できてきたようだね。久遠は君を呼び出し想いを告げた。その間に、本来なら君が遭うはずだった事故に他の誰かが遭っていたんだよ。君は今も死にやすい状況になっている。それを救ってくれていたのは、君と想いが通じ合っている彼女だよ」

　膝の上に頭を乗せた幼なじみへ視線を落とす。さっき冬夏がやったように、結羽太も久遠の頭を撫でる。細く柔らかい髪がくすぐったく、また愛いとおしくなる。

「久遠はね。大切な人と想いが通じ合っている事に気付きながらも、それを伝えない道を選んだ。自分が出した仮説が正しいと信じて、ね。君を助け続けるために」

　結羽太は久遠に触れてない手を小さく握った。久遠の覚悟も知らずに、ただ隣にいたいという願望を叶かなえる為ために気持ちを伝えた自分に腹が立つ。

「結羽太。君だったら耐えられるかい？　大切で大好きな人が自分を想ってくれている。壊れてしまうぐらい嬉うれしいのに、応える事ができないんだ。告白されても断らなければならない。断り続けて、傷つけ続けなければならない。もう一度問うけれど、君なら耐えられるかい？　久遠に告白され、それを断り、久遠の心を傷つけ続けるという生き方を」

「……」

「意地の悪い質問だったね。耐えられるはずがないよね。君たちはそういう人たちだ」

「……冬夏ちゃん。あんまり結羽太君を虐いじめないで」

　黙っていた結羽太の代わりに、いつの間にか目を覚ましていた久遠が返答する。頭に触れていた手を思わず離す結羽太。

「あ……」

　小さく声を出す久遠に冬夏が気付く。

「結羽太。久遠は頭を撫でていてほしいみたいだよ」

「そ、そんな事……されたいけど……」

　求めるような目で結羽太を見る久遠。寝ている時は何故かできたが、こうやって求められると抵抗が生まれる。数秒だけ見つめ合い、結羽太は観念した。

「分かった、分かったよ」

　相手に喜ばれるよう、ぎこちなく頭を撫でる結羽太。自分の撫で方に不安はあったが顔が綻ぶ久遠を見て、胸を撫で下ろす。

「二人とも、私がいる事を忘れていないかな？　まぁ、別に構わないけれど。未来でもさんざん見せつけられている光景だからね」

「未来？　なんだよ、未来って」

　忘れていたと言いたげな表情で冬夏は新たな事実を告げる。

「結羽太。久遠の特別な力に関しては納得してくれたかな？」

「ああ。一日をやり直せるって事でいいんだよな？」

「そうだね。久遠と久遠の良き理解者は、その力を研究する為に研究機関を立ち上げた。多大な時間と労力を掛け研究は進み、ある薬を開発したんだ」

「薬？」

「正確には薬ではないのだけれどね。それを服用する事で、一般相対性理論や因果律を無視した現象が起き、自身を過去へと飛ばす事ができる。もっとも時間跳躍にて挙げられている理論は、物質を跳躍させる事に焦点を当てているのだから、久遠の力を研究して生まれたそれが、これらの理論を無視しているのは当然だよね。久遠の力は物質ではなく、意識を過去の自分へと送るものなのだから。光の速度を超えると時間が逆行するという理論も、久遠の力の前では意味を成さない。ちなみに物質の時間跳躍も本来の私がいる時間では可能な技術にはなっているんだ。全く久遠の力は凄すごいよ。あのアインシュタインが提唱した理論さえも破綻してしまっているのだから」

「……」

「私の話を理解していないようだけれど、私はそれを使って未来から来たんだよ。もっとも好きな時間へ移動できるわけではなく、服用した人間の分岐点。分かりやすく言うと『あの時、こうしていればこうなっていた』という時間へ移動できるんだ。まぁ、まだ未完成で副作用もあるらしいけれどね」

「……お前の話が難しすぎて追いついてないんだが。簡単に言うと、冬夏はそれを使って未来から来たってのか？」

「ああ、まぁそうだね。そう思ってくれて構わないよ」

　あり得ないと思うが、冬夏に違和感を憶おぼえた時があった。ミッツに買い出しを頼まれて、冬夏と一緒に出掛けた時だ。あの日の前ぐらいに未来から来たのであれば、妙な違和感は納得できる。

　結羽太は冬夏が話してくれた事を纏まとめていく。

　久遠が一日をやり直せる事。それを利用して死んでいた自分を助けてくれていた事。自分と付き合う事を諦めている事。冬夏が未来から来ているという事。

　もし全てが事実だとしたら、自分が死にやすくなっているというのも事実になる。そんな恐ろしい状況下に置かれていた事に戦慄を覚えると同時、日記にあった一文を思い出す。

「なぁ、冬夏。日記にあった『私が結羽太君にしようとしている事』って何の事だ？」

　それをすれば、自分の命が助かると書いてある。気にならない方がおかしい。

「あ！　え、えっとね！」

　問いかけた冬夏ではなく、久遠が慌てて返答しようとする。

「……なんだよ。訊きかれたくない事なのか？」

　真っ赤になった顔を隠す久遠。

「いいや、そんな事はないよ。『学園祭の演劇を結羽太と一緒にやる』という事だからね」

「そう……なのか？」

「そ、そう！　そうなの！」

　にしては日記の文章がおかしい気がするんだが。『私が結羽太君にしようとしている事』ではなく『私たちが一緒にしている事』等の表現を使う気がする。

　確かに久遠が望んでヒロインをやった事を考えれば辻褄は合う。けれど違和感は残る。

（本当か？　って訊いても答えてくれないだろうな。特に冬夏は。そもそも噓うそか本当か判断がついてないからな）

　噓と仮定しても、噓をついて隠した事を聞き出すのは難しいと判断し、結羽太は違う質問を二人に投げる。

「なぁ、久遠、冬夏。なんで俺に言わなかったんだよ」

　日記を読んで、現状を把握して来て、一番最初に思った疑問がそれだった。黙っていた理由がどうしても結羽太には分からない。

「え、えっと……」

　久遠がまた顔を赤くしている。さっきから何なんだと思うが、問いの返答を聞けば答えが出るかもしれないと、久遠のリアクションには触れなかった。

「結羽太が関係しているからこそ、言えない事もある。特に十六歳の乙女心を考えると尚なおのこと、ね。けれど、私は一度だけ久遠に言ったんだよ。結羽太に全てを話して協力を仰ごうと。でも、久遠は拒否したんだよ。『結羽太君を苦しめる必要は無い。苦しいのは自分だけでいい』とね。君を苦しめたくなかったんだ」

「も、もう、冬夏ちゃん。色々と喋しやべりすぎだよ。人が寝てると思って色々と喋っちゃうし。挙げ句には日記まで見せて……」

「おい、こら」

　結羽太は撫でていた手を離し、久遠の額を軽く小突く。久遠は驚き、顔を覆っていた手を離し、結羽太の顔を見つめる。

「俺ならいくらでも苦しめていい。お前が苦しむなんて、それこそ苦しいんだぞ？　だから頼ってほしい。甘えていいんだからな」

　久遠が思う格好付けた笑顔で結羽太が久遠に微ほほ笑えむ。

「で？　今ってのは二回目なのか？」

「……うん。一回目で……結羽太君……」

　言いい淀よどむ久遠を見て、自分が死んだ事を理解する。

「気にするなよ。今は生きてる。それに対策ができるだろ。何があって俺は死ぬんだ？」

「……覚えてない……覚えてないの……」

　久遠が小刻みに震えだしたのが、結羽太の太ももへ伝わる。視線を結羽太からそらし、焦点の合わない目で虚空を見つめていた。

「初めてなの。……今まで覚えてないなんて事は無かった。だから……どうやって結羽太君を……皆を助けたらいいか分かんないの」

「皆って……俺だけじゃないのか？　……俺が殺される過程で皆も巻き込まれたのか？」

　久遠は肩を抱きながら小さく頷く。

「覚えてないのに、皆が死んじゃった事だけは分かってるの。……なんなの、これ……」

「……その皆に久遠は含まれてるのか？」

「え？」

「含まれてるのか？」

　久遠が問い返すのを聞いて、結羽太は同じ質問を繰り返す。その言葉には強い意志があった。

「……うん。自分が死んだのは初めてだったから……それが理由で覚えていないのかも」

「なら、絶対に失敗させない。久遠を死なせてたまるかよ」

　自分が死ぬよりも、久遠が死んだ事実が結羽太の心を締め付ける。肩を抱いていた久遠の手を取り強く握る。

「……私が結羽太君と演劇やりたいってやり直したのがいけなかったんだ……。あそこから……少しずつ……歯車が狂って……」

　久遠は泣きそうな声で後悔を口にした。

　それに対し結羽太は、握っていた手を更に強く握る。痛いぐらいに握られた事に驚いた久遠は結羽太の顔を見つめた。結羽太の真剣な眼まな差ざしに感情を飲み込まれる。

「そんな事ない。久遠がその選択をしなかったら、俺たちはずっとすれ違ったままだったんだぞ。……そんな悲しい事を言うなよ。俺は死なない。だろ、冬夏。未来に俺がいるのなら、可能性はあるはずだ。生きて、久遠の本当の気持ちが聞きたい」

　結羽太の言葉にはなんの保証も無かったが、それでも久遠にとっては寄りかかれる言葉だった。だから冬夏もあえて否定はせず可能性を提示する。

「運命とは不変ではなく、変化する。だからこそ、変わった運命がまた戻る可能性もある。逆もまた然しかりだね。だから諦めちゃ駄目だよ、久遠」

　幼なじみと親友に励まされ、久遠は自分もしっかりしなければという意思を持つ。それでもまだ不安が消えず、久遠は結羽太の体に手を回し、顔を結羽太の腹部へと押しつける。

「少し……こうしていい？」

「ああ、少しと言わず好きなだけしていいぞ」

「格好付けちゃって……ありがと……」

　幼なじみを茶化し、感謝を述べそっと目を閉じる久遠。しばらくすると寝息が結羽太と冬夏の耳に届く。

「ふふっ。どうやら君の匂いを嗅いで安心したようだね」

　結羽太は自分を抱いている久遠の腕を外し、久遠が眠りやすい体勢へと変える。

「さて、結羽太。私も此こ処こで眠らせてもらうよ。帰るのも面倒だからね」

「客用の寝室が空いているから、そっちで寝たらどうだ？」

「おや？　私は邪魔かな？　私が居なくなった瞬間、久遠に卑ひ猥わいな行為をするつもりじゃないだろうね？」

「しねえよ。空くう悟ごじゃねえんだから。いや、流石さすがのあいつもそんな犯罪はしないだろ」

　多分。と付けてしまうあたり、空悟を全面的に信用していないんだなと認識する。

「まぁ、しても良いけどね。将来的に、子作りをする二人なのだし。君たちが上手くいかないと、私の居る時代で生まれようとする新たな命もなくなってしまう」

「……ちょっと待て。……俺と久遠の間に……子供が出来るのか？」

「別におかしな事ではないだろう？　二人は夫婦なのだから。君たちの子は可愛かわいいんだぞ。特に弟が可愛い。私は溺愛しているよ。だから、君は死んではいけない。久遠の幸せに君と、君たちの間に生まれてくる子供が必要なのだからね。君たちの馴なれ初そめはこの学園祭なのだから、生き残ればきっと上手くいく」

　とりあえず掛ける物を借りるよ、と言って冬夏が一度、リビングから出て行った。

　残された結羽太は、涙の跡を沢山付けた幼なじみを見つめた。

　もう辛つらい思いをさせたくはない。久遠を、未来で生まれる子供を守りたいと強く思う。

　それでも不安しかなかった。

　自分の言った言葉が藁わら半ばん紙しのように薄く、水面に浮かべる泥舟よりも脆もろい事を一番理解しているのは他ならぬ結羽太だ。

　学園祭に出ないという選択肢は選べない。冬夏が言ったように、演劇が馴れ初めだとしたら、参加しないわけにはいかない。きっとここを乗り越えないと、自分の死は回避できない。そうなれば久遠は苦しみ続ける。

　戻ってきた冬夏が自分の分と結羽太の分の掛け物を持っており、結羽太は受け取り羽織るようにした。冬夏も疲れたのか、横になったらすぐに寝息を立て出す。

「冬夏も久遠同様に寝付きいいんだな。親友だからって似すぎだろ」

　二人と違い結羽太は眠る事ができなかった。

　結局、不安を拭う方法は見つからず、朝を迎える。覚えてない今日が始まる事に強い不安を抱いたまま、久遠が目を覚ます。

　殆ほとんど言葉を交わすことなく、三人は杜もり乃の丘おか高校へ向かう。気丈に振る舞う結羽太と違い、久遠の表情には不安しか無かった。
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　学校の活気は、当然ながらいつもとは全く違うものになっていた。

　生徒が出す屋台はどこも盛況で、夕方には材料が切れそうだと騒いでいる所もある。校庭に作られたステージ上で行われているカラオケ大会も良い盛り上がりを見せていた。学園祭一日目、現在の時刻は午前十一時。初日の午前中は大盛況で終わりを迎えそうになっていた。

　そんな中で結羽太のクラスは、演劇に向けて最後の調整を体育館の舞台裏で行っていた。

「ククッ。結羽太の格好、やっぱり似合わねえな」

　最後の衣装合わせの為ために結羽太はクラスメイトが作った服を着ており、それを見て空悟が笑いを必死に堪こらえながら言う。

　結羽太が着ている服は、欧州を舞台とした映画で見る昔の王族が着るような服だ。現代の若者が着ていれば誰でも笑いたくなる。またそれが結羽太に似合っていないのが、更に笑いを誘う。結羽太も平時なら笑ってみせたと思う。

「失礼ですよ、空悟君。まぁ、確かに似合ってませんけど」

　笑いはしていないが、三月も結羽太の衣装が似合っていない事については空悟と同意見らしい。

「笑いたきゃ笑えよ」

「結羽太。なんか今日、機嫌悪くね？」

　素っ気ない返事に空悟が問う。

「……悪い。そういうわけじゃない。気を悪くしたなら謝る」

　その言葉さえ素っ気なく、友人に対する態度ではないと結羽太は思うも、どうしてもこれから起きるであろう何かに対して張り詰めてしまい、いつも通りの自分でいられない。

「それは俺の台詞せりふだと思うんだけど……。なんかやりにくいな、今日のお前」

「ですね。舞台の前で緊張、という雰囲気でもありませんし」

「刻谷君もなんだねぇ」

　三人の元に花火がやってきた。

「俺もって事は久遠も？」

　首を縦に振って肯定する花火。やっぱり久遠も気が気ではないらしい。

「刻谷君の衣装は大丈夫だね。解ほつれも無し、装飾が取れそうな場所も無し。脱いでいいよ」

　衣装係がチェックを済ませ、結羽太は衣装を脱ぐ。制服に着替え終えてから、衣装係の女子と花火が驚いた顔をしている事に気付いた。

「刻谷君、私たちがいる事を分かってなかったよね？」

　言われてから気付いたが、女子二人の前で結羽太はズボンを脱いでパンツ一枚になっていた。そんな気を回す余裕さえ今の結羽太には無かった。

「やはり変ですね。今日の結羽太君は」

「どうやら結羽太の衣装も大丈夫のようだね」

　そんなやり取りをしていた所に、冬夏がなんとも言えない表情をしている久遠を引き連れてやってきた。

「あ、委員長。刻谷君の衣装チェック、オッケーだよ」

「分かった、ありがとう。久遠の方も大丈夫だったようだから、あとは本番を迎えるだけだね」

「間に合って良かった。それじゃあ、私は本番まで学園祭ぶらついてくるよ」

　そう言って結羽太の衣装を見てくれたクラスメイトは外へ向かった。残ったのはいつものメンバーになり、全員が結羽太と久遠の異変を心配している。特に久遠だ。久遠の表情が明らかにいつもと違う。

「大丈夫。本当に大丈夫だから」

　力の無い久遠の言葉を聞いて、事情を知る冬夏を除き、皆は更なる不安を覚える。

「久遠、ちょっと」

　結羽太が久遠を連れて少し離れた場所へ行く。誰にも聞かれないよう小さな声で久遠に問う。

「今日、起きる事で分かってるのは皆が死ぬ事、だよな？」

「……うん。思い出そうと頑張ってるんだけど……やっぱり思い出せないんだよ」

「そっか」

　久遠の記憶が戻れば対策ができるかもと思ったが、どうやら駄目らしい。昨日の夜から考え続けて、結局は久遠の記憶頼りとは情けないと結羽太は思う。

「なぁ、久遠。…………………………反対されるの分かってて言うんだけど」

「分かってるなら言わないで」

　力の無い言葉で強く否定する久遠。久遠も結羽太がどんな事を考えているか、予想は付いている。

「最悪、俺を見殺しにしろ。そうすれば皆が助かるかもしれない」

　自分を殺す為に何かが起きて、皆が巻き込まれて死ぬ。なら、何かが起きる前に自分が死ねば回避できるかもしれないと結羽太は考えた。

　なにより久遠が死ぬ未来を想像するだけで結羽太は耐えられなかった。色々と考えた結果、最悪の事態を回避する方法は、これしか思いつかなかった。

　そんな結羽太の思惑を知ってか知らずか、久遠は顔を真っ赤にして、息を吸い込んだ。

「言わないでって言ったでしょ！」

　突然の久遠の大声に皆が反応する。

「どうしてそんな事を平然と言えるのっ!?　そんな事ができるなら、こんなに悩んでないっ!!　こんなに苦しんでないよっ!!」

　泣きながら久遠は叫んだ。溢あふれる言葉は止まらず、久遠はそのまま叫び続ける。

「ふざけないでよっ!!　馬鹿にしないでよっ!!　そんな事、簡単に言わないでよっ!!」

　久遠がここまで自分を誇示する姿を結羽太は見た事が無い。その勢いに結羽太は何も返せず、ただ耳を傾ける事しかできない。

「自己犠牲のつもりっ!?　自分さえ犠牲になれば丸く収まるとでも思ってるのっ!?　それをしたら、今後に起きる全てを無い事にするんだよっ!?」

「……あ」

　結羽太は今の久遠を守りたいという考えで、自己犠牲という結論に至ってしまっていた。昨夜、冬夏に言われた自分たちの間に生まれる子供の事を考えてはいなかった。

　きっと久遠も冬夏から聞いていたのだろう。それを守りたいと思っているのだろうと結羽太は思う。

　久遠は涙を払いながら、強く結羽太に目で訴える。死なないでほしいと。

「……悪かった。……本当にごめん」

　謝罪する結羽太に久遠は何も返せなかった。

　初めてだった。結羽太に対して、強い怒りを持ったのは。この気持ちを持ったまま、結羽太と話す事ができなかった。

　傍観していた皆も二人の空気に飲み込まれ、しばらく沈黙が続く。それを破ったのは、

『間もなくお昼休みに入ります。体育館を開放致しますので、一般の方もご利用ください』

　という校内放送だった。

　人が入ってくる音が舞台裏まで届く。緊張していた空気が僅かに緩んだ隙を突いて、冬夏が口を開く。

「空悟、すまないが私たちのお昼を買ってきてくれないかな？　あぁ、飲み物も欲しいけれど、カップタイプしか販売できない決まりがあったね。一人では人数分は無理だろうから、三月と花火も一緒に行ってくれないかな？」

　冬夏の助け船に気付いた三人は簡単な返事をしてお使いに向かう。

「さて、結羽太。ちょっと外で話さないか？」

　三人になった途端、冬夏が結羽太を名指しする。

「……ああ」

「久遠。結羽太をちょっと借りるよ。君も少し頭を冷やした方がいいだろうからね」

「……うん。ごめん、気を遣わせちゃって」

　言い過ぎたと後悔している顔で結羽太を見送る久遠。それに対して結羽太は何も言えなかった。
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　久遠を残し、結羽太と冬夏は中庭へ来た。今日の天気は外で過ごすには良い季候で、屋台で買った食べ物を片手にした人でベンチは軒並み埋まっている。大人から子供まで楽しそうにしている学園祭の中で、異質としか言えない空気を纏まとった二人は、自動販売機の傍そばの壁に寄りかかりながら、買ったジュースを飲んでいた。

　結羽太がジュースを飲み終えても冬夏は何も言わず、ただ中庭にいる人を見ているだけ。

「……何か用があったんじゃないのかよ」

　ジュースを飲み終え、手持ち無沙汰になった結羽太が我慢できずに冬夏に問う。冬夏は結羽太同様に無駄な事を嫌う性分だ。だから、この行動も何か意味があるはずだと結羽太は思っている。

「用なら済んでいるよ。不穏な空気の君たちを引き離す、という用をね」

「……はぁ～」

　ため息を吐つき、壁に背を預けたまま、結羽太は膝を折る。地面に座り込んで、近くなった地面を見つめた。

「悪いな、気を遣わせて」

「悪いと思うのなら、久遠を傷つけるのを止やめてほしいけれどね」

　地面から冬夏へ視線をシフトする。冬夏は微笑むように結羽太を見ていた。その視線は、同じ年の女の子のようには思えず、安あん堵どさえ感じる抱擁感があった。

「君の事だ。自分が悪い事ぐらいは理解しているのだろうし、深くは言わないよ。それじゃあ、私は久遠の所へ戻るよ。どちらかと言えば、君より久遠の方が危ない気がするからね。あんな風に声を荒らげた久遠を見たのは初めてだよ」

　そう言って冬夏は結羽太を置いて一人戻っていく。

「俺だって初めてだよ」

　これだけ一緒にいる結羽太が初めて見た久遠が本気で怒った姿。詰まるところ、それだけ我慢ならない事だったという事になる。

　何に怒ったのかは考えるまでもない。自分をないがしろにした結羽太自身に怒ったのだ。

　結羽太も決して簡単にその結論へ行き着いたわけじゃない。久遠の真実や冬夏の話を聞いてから考えて、迷って、悩んで行き着いた答えが自己犠牲だった。

　残される人の気持ちを考えれば、結羽太の出した結論は自己満足でしかない。結羽太の死を回避する為に行動してきた久遠の気持ちを無視した行動だった。

「俺が久遠と同じような力があって、久遠が死ぬって分かってたら何が何でも助けようとするだろうしな」

　その流れで結羽太は久遠が消えてしまった世界を想像してしまった。一瞬よりも短い時間で気分が沈み、全身の血の気が引き、体温がグッと下がったような感覚が襲う。

　大切な人のいない世界など、恐ろしくて数秒だって考えていられない。

　自分が久遠だったら、と考えて結羽太は久遠の日記を思い返す。

「……久遠、俺の事が好きなんだっけ。なんか未いまだに信じられねえわ」

　今更だが久遠の日記に書かれていた自分への想おもいを受け止める結羽太。

「……本当にやる事なす事が裏目に出てるよな、俺」

　自分が久遠のいない世界を恐れたように、久遠も同じかもしれない。それなのに、自分を見捨てろと結羽太は言ってしまった。

　自分に怒ったのと同時に、久遠は悲しくて泣いたのかもしれない。そう思うと情けない自分が尚なおのこと情けなくなり、気付けば自分に対して強い怒りしか残っていなかった。

　グダグダと考えている自分に、自分らしくないと結羽太は思う。誘拐されたあの日以来、時間を無駄にする事を嫌っている。

　ここ数日、自分らしくない日々を過ごしているなと振り返る。ならば以前の自分に戻ればいい。余計な事を考えず、物事を単純にすればいい。

　そう考えれば、成すべき事は簡単だった。

「死ななければいいだけの話だ」

　そうすれば久遠を悲しませずに済む。笑っている久遠を取り戻せる。

「簡単じゃねえか。何を悩む事があるんだよ」

　結羽太は死なないと決心し、ようやく立ち上がる。

「……まずは久遠に謝らないとな」

　きっと久遠も同じような事を思っているに違いない。先に謝らせたら、久遠は自分の責任だと抱え込む。久遠よりも先に謝ろうと結羽太は一歩踏み出す。

　時計を見ると、ちょうどお昼になる頃だった。食べ物系の屋台は軒並み行列ができ、作っている生徒は汗だくになりながらも必死に客をさばいている。

　随分と長い時間、うだうだと考えていたなと思ったと同時、校内放送が流れる。

　近づかないよう、そこに居る人は避難するよう繰り返し流れる緊急放送。結羽太はその場所に大切な人がいる事を分かっている。気がつけば、結羽太は煙が上る体育館へ向かって走っていた。
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　冬夏が結羽太を連れて行ってから十数分。

『あそこのクレープ、美味おいしそうだったよね。後で食べようよ』

『休憩、何時までだっけ？　それまでに昼飯、食べとかないとマズイよな』

『お母さん！　タイ焼き食べたい！』

　そんな声が微かすかに聞こえてくる。今年の学園祭はいつもより、飲食をやるクラスが多いらしく、久遠も十月六日までは楽しみだった。

　クレープに焼きそばにたこ焼き、その他諸もろ々もろを結羽太に強請ねだるつもりだった。本当なら、自分だって食べに行きたい。好きな人と一緒に。

　けれど久遠は、体育館の舞台裏でパイプ椅子に腰掛け顔を覆っていた。溢れていた涙はとっくに止まり、今は自分の行いを悔いていた。

　結羽太が口にした自己犠牲に苛いら立だったのは間違いない。だとしても、何故あそこまで言ってしまったのか。

「八つ当たり……だよね」

「そうだね」

「きゃあぁっ!?」

　誰もいないと思って呟つぶやいた独り言に反応があり、久遠は叫ぶ。

「び、ビックリしたぁ！」

「『きゃあ』と実際に言う子に初めて会ったよ」

　先ほど結羽太と一緒に出て行った冬夏が目の前にいた。

「隣、いいかな？」

　畳まれたパイプ椅子を広げ、久遠の隣に腰掛ける冬夏。

「あの……さ。結羽太君、どうだった？」

　恐る恐る久遠が冬夏に問う。

「凹へこんでいたよ。それはもう地面にめり込むのではと思うぐらいにね」

　冬夏は久遠の顔を見ず、正面を向いたままで言う。

「……はぁ……」

　自然と久遠の口からため息が漏れる。

「さっき怒鳴った君といい、ため息を吐く君といい、普段の久遠からは想像できない姿だね。私が知らなかっただけで元々、君が持っていた一面だったのかもしれないけれど」

　冬夏の感想は久遠自身も思っている事だった。

　今の自分を喩たとえるのなら、鏡に映る同じ動きをしない自分だ。思っている事をしてくれない。考えている事と違う事をする。言わなくていい事まで言ってしまう。

「下手に動いたら駄目な気がしてきたよ」

　今日、何かが起きて皆が死んでしまうかもしれないのに、どうしたらいいか分からない。その焦りもあって怒鳴ってしまったように思う。

「おかしな事を言うね。今の君には一番にすべき事があるだろう？」

「へ？」

　親友が、やれやれと言いたげにため息を吐いた後、両手を久遠の頰ほおに伸ばす。

「いはい痛い、いはい痛い！　いはい痛いよ、ほうは冬夏ひゃんちやん！」

　柔らかい久遠の頰を思い切り抓つねり、引っ張る冬夏。久遠が暴れながら痛いと訴えても、冬夏は決して止めない。

「さっきの君は、明らかに君自身の不満を重ねて結羽太に怒鳴っていたね」

　そう言われ久遠は暴れるのを止める。それと同時に冬夏は久遠の頰から手を離した。

「そ、そんな事……」

　抓られた頰を摩さすりながら、久遠は否定しようとしたが、

「ないとは言えないだろう？　あれは」

　冬夏の指摘に久遠は押し黙ってしまう。その通りだった。

　自分が毎日を繰り返し、救ってきた相手が簡単に命を捨てると言った。それが許せなかった。不満を爆発させて、怒らずにはいられなかった。

　確かに怒った。怒ったけれど、それ以上に悲しかった。だから泣いてしまった。涙が溢あふれてしまった。

「他に誰もいない。私で良ければ君の不満を聞くけれど」

　親友の優しい笑みと言葉に甘え、久遠は内にある想いを溢こぼしていく。

「一人にしないでほしかったんだ。……結羽太君、私を置いていこうとしたから」

　結羽太がいない世界。それを想像すると、久遠は恐ろしくて仕方がなかった。そうならないようにここまできたのに、結羽太はそれを進んで実行しようとしたのだ。それが悲しくて仕方がなかった。

「本当は『私の想いを馬鹿にしないで』って言いたかった。『一人にしないで』って叫びたかった」

　せっかく止まった涙がまた出そうになる。それを察した冬夏が久遠の肩を抱く。久遠は泣いちゃ駄目だと思い、少しだけ出た涙を手で払い、押し寄せそうになった涙を堪こらえる。

「君の内情全てを知る事はできないけれど、辛つらいのは伝わったよ。けれど、やはり間違っているのは君だね」

「……うん、そうだね」

　優しくはあるが、厳しい言葉をかける冬夏。久遠も素直に自分の非を認める。

「間違っていたと分かっているのなら、すべき事も分かっているだろう？」

「……うん」

「分かっているのならいいさ」

「……私、謝ってくる！」

　結羽太君も同じように思っているはずだと久遠は思い、先に謝らないと気にしてしまうと慌てて舞台裏から飛び出す。

　久遠がステージへ出た瞬間、記憶に無い映像が頭の中に映し出される。

『ねえ、お母さん。あれ、なぁに？』

　幼女が母親に床の小窓から入ってくる煙を指して問う。その幼女がいる場所が久遠には分かる。体育館にいる多くの人の中から、その親子を見つけた。

　声は聞こえないが、母親に煙の事を聞いているのが分かる。

「次、放送が流れる……」

『緊急放送！　体育館脇の屋台にて火災と思わしき事故が多数、発生致しました！　体育館には決して近づかず、体育館内に居られる方、体育館近くの方は急いで避難してください！　繰り返します！　──』

　放送が流れる中、次々と小窓から煙が入ってくる。僅かな煙の量だったので、中に居た人たちは慌てる様子も無かった。けれど、何かが破裂する音が響き、煙の量が一気に増えたのを合図に全員がパニックを起こす。外へ逃げだそうと多数ある出入り口に多くの人が殺到する。

「……思い出した。……火事だよ！　体育館が火事になるんだ！」

　久遠は一度目の今日に起きた事、皆の死因を思い出す。お昼を買いに行こうと皆で体育館から出ようとした時、幼女の声が聞こえ、振り返った瞬間に今の現象が起きた。

　外で粉物を売っている屋台のガスボンベが次々と謎の爆発を起こし、体育館が燃える。それも信じられない速度で。逃げる間も与えずに、燃えたのだ。自分たちはそれに巻き込まれて死んだ事を久遠は思い出した。

　久遠は急いで舞台裏にいる冬夏へ声を掛ける。

「逃げよう、冬夏ちゃん！　早く！」

　一度目とは大きく違う。いるのは冬夏だけで、他の皆はいない。一番守りたい結羽太も、冬夏が外へ連れ出したおかげでいない。

　つまり、親友さえ助けられたら、一度目とは違う結末を迎える事ができる。

　親友の手を引いて、出入り口へ向かう久遠。この時、久遠は気付いていなかった。

　思い出した一度目とは違い、炎が燃える速度が極端に遅い事。

　そして、外へ逃げる人の波を逆走する人物が一人いた事に。





＊






　久遠の言った事を信じるなら、きっとこの火事で皆が死ぬ事になる。そう直感した結羽太は、無意識に体育館の舞台裏を目指して駆けだしていた。

「久遠！」

　煙が充満してくる体育館の中を駆け抜け、舞台裏へ到着した結羽太は、いの一番に幼なじみの名を呼ぶ。それに反応する人影はなく、言葉は宙に溶けていく。

「はぁ……はぁ……よかった。あいつ、逃げたんだな」

　額に滲にじんだ汗を拭い安あん堵どする結羽太。

　後は自分が逃げれば、久遠が経験した一度目の今日とは違う結果が訪れる。そう信じ、結羽太がステージへ出ると、何か違和感を憶おぼえた。

　音が一切、聞こえない。パニックと言っていい状況だったはず。我先にと声を出しながら逃げていく人を搔かき分けて入ってきたはずだ。外へ出たぐらいで、あれが収まるだろうか？　友人や家族の安否を心配する声が聞こえてもいい。それらが全く聞こえない。

　隔絶された空間にでもいるような感覚に陥る。まるで自分を殺す為ための場所を用意されたような気がして、嫌な汗が額から流れる。

　汗が床に落ちた瞬間、背中に視線を感じた。全身から血の気と温度を奪うような冷たい視線。あまりの恐ろしさに結羽太は脚を前へと動かし、ステージから飛び降りた。

　その瞬間、屋台にあったガスボンベが爆発し、壁を大きく破壊した。吹き飛ばされた壁の破片が、着地した結羽太の体に突き刺さる。

「あ……がっ……っ!?」

　大きな破片が三つ。腕と脚、そして腹部に突き刺さっていた。激痛で動く事ができず、その場に崩れ落ちてしまう。

　勝手に激しくなる呼吸を落ち着かせようとするも、荒くなるばかり。助けを呼ぼうと声を出そうとするが、

（……ま、またかよ……声が……声の出し方が分かんねえ……）

　助けを呼べないのなら、助けてもらえる所まで向かうしかない。痛む体に鞭むちを打ち、立ち上がった途端、腹部に刺さっていた破片が、自身の重みで抜け落ちた。

「がはっ！」

　内側から込み上げる物を吐き出すと、血の塊が出てきた。腹部に開いた穴からは、それ以上の血が流れ出ている。痛みを超え、傷口が燃えるように熱い。

（……これ……死ぬ……冗談抜きで……死ぬ……）

　動かない脚を引ひき摺ずりながら、結羽太はなんとか出口に辿たどり着つく。出られると思ったが外へ出る事ができなかった。

　開いている扉の前に見えない壁が存在していた。それのせいで結羽太は外へと出る事ができなかった。見えないのに、確実に何か壁がある。

「……ははっ……んだよ、これ」

　いつの間にか喋しやべり方かたを思い出していたが、喋れなかった事や見えない壁、非現実的な事の連続に思わず乾いた笑いが零こぼれる。

　立っている事さえできず結羽太は、見えない壁に背を預け、その場に座り込んだ。霞かすむ目で前を見た時、体育館の状況にも違和感があった事に気付く。炎が燃え広がらず、その場に止とどまっている。

「……」

　こんな状況になった事をはっきりとしない頭で振り返る。少しずつ整理し、結羽太はある結論に行き着く。

「……俺を殺す為に久遠のやり直しを利用したのか？」

　もし久遠の日記を見ず、冬夏の話を聞いていなかったら、体育館へ戻っただろうか？　それ以前に久遠が自分の出した結論に怒鳴る事も無かったはずだ。冬夏が人払い目的で三人にお昼を頼む事も無く、皆で買いに行っていたかもしれない。

　炎が燃え広がらずに止まっているのは、殺すターゲットが瀕ひん死しで、体育館を燃やす必要性が無くなった。だから、燃え広がっていないと考えれば。あり得ない推測も含まれるが、辻褄が合ってしまう。

「……んだよ、それ……ふざけんなよ……」

　流れ出る血を少しでも抑えられないかと手で傷を押さえるが、何の効果も見えない。

「情けない……。久遠に……格好付けた……のに……格好悪いな……俺……」

「結羽太君っ!?」

　出血で意識が飛びそうになる中、馴な染じみ深い声が届く。首だけで後ろを向いて幼なじみの姿を確認する。

　思い出した記憶と違い、燃えていない体育館。炎は出ているが、全く燃え広がらない謎の炎。そして、血だらけの結羽太を見て久遠の足が止まった。

「なんでっ!?　だって、結羽太君は冬夏ちゃんと外に出てたのにっ!!」

「……久遠？　な……んでこ……こに……？」

「結羽太君が見つからなくて、冬夏ちゃんと分かれて捜してたんだよ！　もしかしたら体育館かもって！　そんな事より逃げようよ！」

　久遠が結羽太に手を伸ばすも、

「なに……これ……」

　見えない壁に遮られ、結羽太に触れる事ができない。

「なに、これっ!?　なんでっ!?　どうしてっ!?」

　久遠はパニックを起こしてしまう。どこかに隙間がないか探すも、見えない壁は入り口全てを遮っていた。

「そ、そうだよ！　他の入り口からなら入れるかも！　待ってて結羽太君！」

　体育館の出入り口が一つでない事を思い出した久遠はそこから去ろうとした。けれど、

「……久遠」

　それを呼び止めるように結羽太が力なく久遠の名を呼ぶ。視線を自分の足下へシフトし、久遠に語りかける。

「……他の扉も……きっと同じだ。だから……此こ処こにいてくれ……よ。……最後に……最後に……なるかもしれないから」

　自分が死ぬ状況の今なら久遠には危害が及ぶ事は無いと、朦もう朧ろうとする意識の中で結羽太は考える。だから最後まで一緒にいてほしかった。

「やめて……やめてよ……」

　結羽太は久遠の震える声を聞いて、余計な事を言ったと後悔する。

　久遠が泣きそうになっている。もしかしたら、もう泣いているかもしれない。そう思うけれど、結羽太は久遠の顔が見られなかった。なにより今にも泣きそうな自分の顔を見せたくなかった。

　久遠は結羽太の背中に手を伸ばす。けれど見えない壁に遮られ、触れる事ができない。

「謝るから……怒鳴った事、謝るから……諦めないでよ……お願いだから……」

　結羽太のすぐ後ろで謝罪と願望を唱えるが、ただ虚むなしく響くだけだった。

「……ごめんな、久遠……一緒にいられなくて……」

「やめてってば……最後みたいな言い方しないで……お願いだから……お願い……一人にしないで……」

　久遠のそれは甘える子供のようだった。結羽太は久遠に見えないよう涙を流しながら、やっぱり久遠の保護者っぽいなと内心思う。

「俺、久遠の事が……好きだ」

「……私も……えぐっ……私も好きだから……うぐっ……もう告白断らないから……嫌いな食べ物も文句言わないで食べるから……逝かないで……」

　嗚お咽えつ混じりで久遠は一人にしないでと訴えながら、なんとかできないかと見えない壁を何度も叩たたく。その力はどんどん弱々しくなっていくがそれでも手を止める事は無かった。額を見えない壁に当てながら、何度も、何度も壁を叩く久遠。そこへ、

「久遠！　結羽太は──」

　息を切らしている冬夏が、珍しく声を荒らげ久遠の名を呼んだ。

「これは……」

　冬夏は一瞬だけ思考し、久遠の泣き声や結羽太の状況を見て、大まかな現状を把握した。

「……どうして君がまた体育館にいるのかな？　人がせっかく危険から遠ざけたというのに。……やっぱり運命は君を生かす気は無いらしい」

「やめて、冬夏ちゃん！　お願いだから……やめて……」

　冬夏の言葉を否定している間も、久遠は変わらず泣きながら壁を叩いていた。

「何をどう叫ぼうと決まってしまった結果は変わらないよ、久遠」

　それはまるで、突き放すかのような言い方だった。事実、冬夏は今を諦めていた。

　久遠を泣かせるような事を言うなよと結羽太は言いたかったが、目を閉じて楽になりたいという欲望と戦いながら、意識を保つので精一杯だった。

「結果は変えられない。できるのは、結果を過程として次の結果へと繫つなげる事ぐらいだ。けれど、私はもう一つの方法を知っているんだ。結果を変える、という方法をね」

　冬夏の言葉に久遠は見えない壁を叩くのを止やめた。結羽太は目の前が暗くなっていくのを感じながら二人の会話を聞いていた。

「どう……やって？　私はもうやり直せないんだよ？　私は……同じ日を一度しかやり直せない。今は……二回目の今日なんだよ？」

「君たちには話したはずだけれどね。久遠たちが将来、ある物を作ったと。私はそれを使用して過去へやってきたと」

　久遠が冬夏の言おうとしている事に気付く。冬夏はポケットからそれを取り出し、久遠へと差し出して見せた。

「まさ……か……」

「そう、これがそれだよ。服用して使用する物だから、薬と言っても間違いではないね。これは、人生の分岐点へ戻る事ができるものだ。君が使う力より強力で、何年も前に戻る事もできるもの。未来の久遠が言うには、使えるのは人生で一度のみ。つまり、使用した私にはもう使えない」

　見えない壁に触れる冬夏。

「一番良いのは結羽太が使用する事なのだけれど、これが邪魔で結羽太に使う事ができない。今この場で全ての状況を理解し、これを使用できるのは、久遠。君だけだ」

　久遠は涙を拭い、決意を秘めた目をして冬夏に頼む。

「お願い！　私にそれをちょうだい！　結羽太君を助けられるなら──」

「分かっているのかい？」

「……え？」

　力の籠もった冬夏の言葉に、久遠は言葉を失う。

「可能性を提示して悪いけれどね。君は時をやり直す恐ろしさを十二分に分かっているはずだよ？　たった一日でも、多くの運命が変わる。それに、これで戻れる日は選べない。たった数秒前の分岐点へ戻る事もある。そうなれば結羽太を救う事なんて勿もち論ろん、不可能だ。逆に人生最初の分岐点、君が生まれた時へ戻ったら今ここへ戻ってくるのに十六年の歳月がかかる。些さ細さいな違いが大きな違いを生んでしまうのだから、君が今ここに戻ってこられない可能性の方が高い。僅かな行動の違いが、大きな違いを生む。その違いを最小限に抑え、今ここに限りなく近い、別の結果を出さなければならない。でも、沢山の人の運命を変え、願う今ここへ辿り着かないかもしれない。結羽太が君を好きになっていない、出で逢あえていない可能性だってあるんだよ」

　悪い例を立て続けに挙げる冬夏。聞きながら楽観視できない事だと結羽太も思う。それでも結羽太は今にも消えそうな意識の中、

「久遠がしたいようにすればいい」

　と久遠へ言葉をかけた。久遠と冬夏が結羽太へ視線を移す。

「久遠に出逢えるなら絶対に好きになる。久遠以外を好きになるなんて考えられない。だから……今ここで待ってる」

　見えない壁越しに結羽太の背中へ手を伸ばす久遠。弱々しくも決意を宿した言葉を久遠は告げた。

「……必ず今ここへ戻ってくるから。そうしたら──もう一度、私の気持ち聞いてくれる？」

「……ああ……約束……」

「全く、君たちは見せつけてくれるね」

　冬夏は持っていたそれを、久遠の手に乗せる。それを一度握った久遠は、目に残っていた涙を拭った。

「……行ってくる！」

　躊躇ためらう事もなく、久遠はそれを飲んだ。

　直後、スイッチでも切り替わったかのように、全てに変化が起きた。

　体育館を燃やそうとしていた炎が、逆再生でもしているかのように小さくなり、ついには消滅した。壁に空いた穴も同様に、吹き飛んだ破片が戻っていき、ぽっかりと空いた穴が塞がっていく。

　傷だらけだった結羽太にも変化が起き、傷口があっという間に塞がっていく。痛みも消え、落ちそうだった意識もハッキリとしていた。助かった事を久遠に伝えようと結羽太が振り返る。




　久遠は──────────────────二人を残し霧散し消えてしまった。




　結羽太と外を遮っていた見えない壁も消失し、冬夏が結羽太の肩に手を置く。

「……なぁ、冬夏」

「うん？　何かな？」

　結羽太は座ったまま顔を上げず、冬夏に問う。

「久遠が消えたの……そういう事、なのか？　違う……よな？」

「──────────────────いいや、君が思っている事は合っているよ」

　言葉にするのを躊躇った冬夏だったが、事実を否定しても現実が変わるわけではない。

「もし、久遠が今ここに辿り着いているのなら、居るはずだから、ね。居ないという事は久遠は今ここへ辿り着けなかったという事になるね」

「……んでだよ」

「残念だけど、これが結果だよ。もうすぐ久遠が歩んできた道を基準に世界が書き換わる。今、君の中に二つの十六年間が存在しているはずだ。それが少しずつ一つへ統合されていく。君と久遠が出逢わなかった記憶に、ね」

　冬夏の言うとおり、記憶が入れ替わっていく感覚が結羽太に生じる。




　久遠と初めて遊園地へ行った思い出。

『ね、ゆーた君。お馬さんに乗ろ！』

　そう言って入ったメリーゴーラウンドなのに、久遠はカボチャの馬車へ向かった。強引に隣に座らされたが、楽しかったのを覚えている。お互いの両親がカメラを向け、自分と久遠を撮影していたはずなのに。

　一人で馬に乗り、両親へ向かって笑っている自分がいる。




「……やめろ……」




　あの誘拐事件の日。朝の挨拶をした途端、久遠が号泣した。あの時は意味が分からなかった。でも今なら分かる。放課後に久遠が言った事の意味も、久遠がした行動も。

『結羽太君、帰り道を変えようよ』

『え？　なんで？』

『え～っと……危ないから！』

『いつも使う道だから大丈夫だよ』

『そ、そうだけど……あ、じゃあ電話だけさせて！』

　きっとあれは、久遠にとって二度目の日だったに違いない。

　あの時の電話は、警察にかけていたんだ。子供の声でタレコミがあったと言っていた。あれは久遠だったのだと今になって分かる。必死に祈っていたのは、前日と違う結果になるようにと、自分の無事を祈ってくれていたのだと。




「……あの頃から……俺を助けてくれてたのかよ……」




　そんな優しい久遠の行動さえ、記憶から消えていく。

　少しずつ、古い方の記憶から統合されていく。もう結羽太が歩んできた記憶の半分は、久遠が存在しない新しい物へと変わってしまった。

「──結羽太」

　冬夏は結羽太の隣に座り、結羽太の膝に手を置く。

「私も同じだよ、結羽太。本心では今の結果に納得などしていない。……君はもし、今の結果を変える事ができるとしたら……やるかい？」

　冬夏に問いかけられ、結羽太は彼女の瞳を見る。結羽太には希望の言葉に聞こえたのに、その希望を送った当人の目は、切ない目をしていた。

「実は過去へ戻るこれは、もう一つあるんだ」

　冬夏はポケットから、久遠が使ったあれを取り出す。結羽太がそれに手を伸ばすが、冬夏は手を閉じて結羽太が触れるのを遮る。

「これを使えばやり直す事はできる。久遠と同じように、ね。けれど、私は君にこれを使わせるか悩んでいるんだ」

「な、なんでだよ。納得していないなら──」

「私がいなくとも、彼女へ想おもいを伝えてくれると約束してくれるかな？」

　冬夏は結羽太の言葉を遮って告げる。言っている意味が分からず、結羽太は疑問の視線を冬夏へと送る。

「仮、の話だよ。過去へ戻るという事は、多くの人の運命を変える。だから、私とは逢えない可能性もある。今、彼女がいないようにね。……だから、それを約束してほしい。私がいなくても、彼女へ気持ちを伝え、幸せにすると。どうかな？　それができるのなら、私はこれを喜んで君に託すよ」

　冬夏は結羽太がどんな返答をするか、大体の予想がついていた。だから、結羽太が返答する前に握っていた手を開く。

　予想通りの結羽太の返答に微ほほ笑えみ、冬夏は結羽太の手にそれを預けた。

「託したよ、結羽太。彼女が守れなかった幸せを……君が守ってあげてほしい」

　冬夏は結羽太がすぐにそれを使うと思ったのだが、結羽太は小刻みに手を震わせていた。

「あいつ……ここにいる」

「あいつ？」

「久遠、毎日のように杜乃丘へ来てたんだ。今日も……俺、久遠の事を見てるんだよ。それなのに……気付いてやれなかった……。何が……何が絶対に好きになる、だ。なってねえじゃねえかよ」

　言った事も守れない最低な自分に、怒りを露あらわにする結羽太。

「結羽太。今は自分に対して怒っている場合ではないだろう？　いるのなら、逢いに行けばいい。君が久遠を覚えているうちに」

「……そうだよな。あいつに逢ってから行くよ」

　結羽太は立ち上がり、体育館内を見渡す。見当たらなかった結羽太は、そのまま外へと駆け出していく。新都久遠という大切な人を覚えているうちに。
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　一人残された冬夏は、体育館の隅に座って訪れる時を待っていた。

「そろそろかな」

　そう言って冬夏は自分の手を見つめる。しばらくすると少しずつ透けていき、そのまま手は霧散していく。

「過去から書き換わっていくとはいえ、久遠とのタイムラグは随分とあるものだね。そこまで未来さきではないのだけれど」

　冬夏は消えてしまった手の先を見た。皆で準備した演劇の舞台が少しずつ組み上がっていき、それを見ている一人の少女を発見する。そして自分の前を走っていく少年がいた。

「フフッ、まったく君たちは。どうしてまだ他人である結羽太や久遠の為ために、そこまで自分を犠牲にできるのか。家族の為なら分かるけれどね。本当に不思議でならないよ」

　けれど、それが冬夏の知る刻谷結羽太と刻谷久遠だった。尊敬して止やまない二人なら、当然だと思えてしまう。

「任せたよ、結羽太。……また君たちに逢えるかな。いいや、逢えるに決まっている。『約束しなくても伝える』と言ったのだから。──失敗など許さないからね」

　人知れず微笑んだ冬夏は、人知れず姿を消した。

[image: ]

　春秋冬夏は、自分が皆に植え付けた『春秋冬夏』という人物像と一緒に、言葉通り世界から姿を消した。
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　中学に入って、初めて二人だけでピクニックへ行った時、久遠と一緒に弁当を作った。

『ね、これ美味おいしいよ。さっすが結羽太君だね！』

『おい、こら。弁当に詰める前に食う奴がいるかよ』

『大丈夫！　今食べて、外でも食べるから！』

『数が足りなくなるって言ってんだよ。摘み食いは終わりにして、バスケットに入れろよ』

『はーい。あ、じゃあ最後の摘み食い。私が作った唐揚げ。はい、はーん』

　強引に口元へ運ばれる唐揚げを結羽太は仕方なしに食べた。

　本当、滅多に料理をしないくせに何でこんなに美う味まく作れるのか、不思議で仕方がない。本当に楽しかったのに。

　気付けば天気の良かったあの日、どこにも行かず一人で家にいた記憶へと変わる。




　結羽太が久遠と同じ時間を過ごした教室を覗のぞくも、そこに久遠はいなかった。

「……そうだ。あいつ、食いしん坊だったじゃねえか。屋台に並んでるかもしれない」

　踵きびすを返し、結羽太は廊下を駆けていく。




　夏のある日、花火大会がある祭りで、かき氷を食べながら浴衣姿の久遠が問う。

『夏と冬、どっちが好き？』

『う～ん、夏だな。女の子の水着姿を見られるし』

　本当は冬が好きだったが、久遠が夏が好きだと知っていたから、結羽太は夏が好きと答えた。冬が好きなのは、十二月一日に久遠の手料理が食べられるからだった。

『うへ～、その理由は引く。あ、花火が上がったよ！』

　久遠が楽しそうに打ち上がっていく花火を見上げる。開いた花の明かりで照らされる久遠の横顔がとても可愛かわいいのに。それが少しずつ薄れて消えていく。




　結羽太はお昼で行列になっている屋台に並ぶ女の子の顔を見ていく。そこに探している顔は見つからない。

「はぁ……はぁ……どこだよ、どこにいるんだよ」

　息を切らしながら、結羽太はすれ違う女の子、休憩している女の子、とにかく目に付く人を一人残らず確認していった。




　進路を決めた中学二年の冬、学校の帰り道で久遠が無茶を言ったのを覚えている。

『結羽太君、杜乃丘に進学するって本当？』

『ああ、近いしな。ちょっと頑張らないと入れないが、まぁ一年頑張れば射程内だろ』

『そっか……ねぇ、私も杜乃丘へ行きたい』

『俺より成績の悪いお前じゃ無理だろ。高校は違う所へ──』

『絶対に杜乃丘へ行くの！　だから、一緒に頑張ろう！』

　その時の顔は真剣そのもので、久遠は言葉通りに頑張った。好きなゲームやアニメに触れる時間を一日一時間に限定してまで。




　色々な久遠との思い出が一つ、また一つとこぼれ落ちていく。




「……はぁ……はぁ……」

　行きそうな場所は全て探した。けれど見つからない。もう他に探す所は無い。

「……なら、また一から全部探すだけだ」

　結羽太はスタート地点だった体育館へと足を運ぶ。ここにいなかったら、また教室へ行き、屋台の前を全て見て回る。記憶が残っているうちは、何度だって繰り返してやると結羽太は体育館へと入った。

　体育館に入った途端、まるでそこだけスポットライトでも当てられているかのように、結羽太の視線は一箇所に釘付けになった。

　大勢の人がいる中で、結羽太はステージを見つめ立ち尽くす女の子を見つける。後ろ姿で誰か分かるはずもないのに。結羽太には、探している女の子だとすぐに分かった。

　気付けば、結羽太は駆け出していた。

　ただ一言、言っておきたくて。ただそれを伝えたくて、結羽太は駆け寄っていく。

　女の子の前に回ると、着実に完成していく演劇のステージを見て、静かに泣いていた。

「今度は俺が行ってくるから……今ここで待っててくれ」

　新都久遠が結羽太の中から完全に消える直前、結羽太は握っていたそれを口に運んだ。
















　突如開いた空間に引っ張られるような感覚が久く遠おんを襲った。引っ張られた場所は、白い闇のような空間で、上も下も右も左も分からず、落ちているのか浮いているのかも分からない。

　今の自分から自分が引っこ抜かれ、一秒前の自分へと自分が放り込まれる感覚が何千何万と繰り返された。その感覚は、とても大きな女の人に抱えられた所で止まった。

「ねぇ、この子の名は？」

　その人はとても優しい目で自分を見ている。隣に居る男の人も同じように優しくこっちを見ている。

「久遠。この子の名前は久遠だよ。『大切な人に永遠に愛される子になりますように』という意味を込めて、ね」

　そこは自分が新あら都と久遠と名を付けられた瞬間だった。大きな女の人は自分の母親だった。今よりも若い母親と父親が、嬉うれしそうに、愛いとおしそうにこっちを見ている。

（私、戻ってきたんだ）

　大切な人を助けられるかもしれない。演劇でアンナの姿を借りて、結ゆ羽う太たに想おもいの全てをぶつける事ができるかもしれない。そう思うと嬉しくて、久遠は大きな声で泣いた。

　体を動かす仕組みが少しずつできあがっていき、三歳になった久遠は自由に歩き回れるようになった。十六年間の記憶を持った久遠は、手のかからない子供で両親は逆に心配したぐらいだった。

　ある日、親に連れられ何かの競売に向かうと、凄すごい人混みだった。三歳の久遠には大人たちは巨人にも見えて怖かった。はぐれないように母親の服を握っていたが、人にぶつかった拍子に放してしまう。母親が歩いて行った方へ急いで向かい、娘が消えた事に焦っている母親を見つける事ができた。その日の夜、父親が駄目だったと落胆していた。

　四歳になり、新都家は引っ越す事になった。久遠は結羽太に逢あえると思っていた。けれど、引っ越したのはあの家ではなく小さなアパートだった。

（あれ？）

　おかしい。自分の記憶では、この引っ越しで刻こく谷たに家の隣へ行ったはずだ。それを問うわけにもいかず、久遠は悶もん々もんとした日々を過ごす。

　久遠は幼稚園児になり、貰もらった小遣いで一人で結羽太の家に向かう。ただ逢いたくて。見覚えのある刻谷家と、暮らし慣れた家とは違う家がそこにはあった。

　その庭で出会った頃の幼い結羽太がいた。嬉しくて歩み寄ろうとした時、

「だんなさま、ごはんですよ～」

　知らない子が結羽太の隣に座り、お飯まま事ごとをしていた。自分ではない幼なじみと直感した久遠は胸が締め付けられ、その場を去ろうとする。けれど足が縺もつれてしまい、大きな音を立てて転んでしまう。

「だいじょぶ？」

　転んだ久遠に気付いた結羽太が駆け寄り声をかける。それが嬉しくて、無事だった結羽太を見て嬉しくて大泣きしてしまう。迎えに来てくれた親の車に乗り家に帰る時、結羽太の姿が見えなくなるまでずっと見ていた。親に気付かれないよう、静かに泣きながら、見えなくなるまでずっと。
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　久遠が小学生になると新都家はまた引っ越す事になった。刻谷家との距離は、子供の小遣いでは行く事のできない距離まで離れてしまう。頼っていた結羽太がいない久遠は家事をするようになり、その流れで勉強もするようになっていた。前の人生とは違う友人も多くでき、気を紛らわす事はできたが、ある時にふと結羽太を強く思い出す。

「久遠ちゃん。今度、この映画を観みに行かない？」

（結羽太君と行った映画だ）

「弟と一緒にこのゲームやってるんだけどさ。久遠ちゃんも一緒にやらない？」

（結羽太君と一緒にやったゲームだ。手加減してくれなくて、すぐに私が怒ったんだっけ。懐かしいな）

　十二月一日も結羽太を思い出してしまう日だった。結羽太の誕生日が十一月三十日で、久遠の誕生日が十二月二日。毎年、間の日である十二月一日に一緒に誕生日をしていた。

（今日だけは言われる前に料理してたっけ）

　結羽太を強く思い出してしまった日の夜は、一人で部屋で泣くしかなかった。

「……結羽太君……」

　名を呼んでは胸が締め付けられ、ただ泣き続けた。何度呼んでも、返事は無く、ただ空中へと溶け込んでいく。

　逢いたい。逢いたい。逢いたい。逢いたい。逢いたい。逢いたい。逢いたい。

　ベッドで仰向けになり、枕を顔に当てて溢あふれる涙を止めようと頑張るが、決して止まる事は無い。

（……逢いたいよ、結羽太君。……………………………………結羽太君って……誰？）

　ほんの数秒の出来事に驚き、久遠は体を反射的に起こす。

「な、なに、今のっ!?」

　結羽太が分からなかった自分に驚く久遠。

　あり得ない。あり得るはずがない。自分が結羽太君を忘れるなんて。そう思った直後、忘れないと思っている男の子の顔と名前がまた分からなくなった。

　そんなはずがないと、結羽太との思い出を振り返る。そこで久遠は初めて気付いてしまう。結羽太との思い出を少しずつ忘れている事に。

　無かった事になっている。自分と結羽太との全てが。何が原因か分からない。冬とう夏かが言っていた副作用かもしれない。それが分かっても、久遠にはどうする事もできなかった。

　少しずつ、けれど確実に、久遠の中から『刻谷結羽太』の姿は消えていった。
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　伸ばした髪を結び、久遠は新しい学校へ向かっていた。

　中学二年の夏、新都家はまた引っ越した。新しい家は、杜もり乃の丘おかという名の高校へ通える距離だと分かった時、久遠は何な故ぜか嬉しかった。

　理由など分からない。けれど、杜乃丘へ行かなければならない気がしていた。

　受験生になり、親に杜乃丘へ入りたいと伝えるが、

「お前の成績ならもっと上へ行けるだろう」

　と止められてしまう。教師にも親と同じ事を言われてしまい、子供である久遠は大人の言う事をきくしかなく、自分の成績に見合った高校を受験した。

　合格発表の日。自分の受験番号を見つけた途端、涙が溢れ出す。

「あ、あれ？　な、なに、これ？」

　止とめ処どなく。壊れた蛇口のように。視界が滲にじむ程に。ただ涙が溢れ続ける。

　嬉し涙じゃない事ぐらい自分で分かる。悲しくて泣いている事ぐらい分かる。だから分からない。何が悲しくて泣いているのか。

　中学を卒業し高校へ入学してからも、一人でいる時にふと悲しさが訪れ、一人で泣く事があった。

　自分に何かが足りない気がして。それが杜乃丘にある気がして。気付けば杜乃丘へ足を運んでいた。

　一人で校門に立ち、帰る人を一人、また一人と見送っていく。

（何してるんだろ、私）

　自分でも分からない不可解な行動に、帰ろうかと考えた時。ふと一人の少年が視界に飛び込んだ。

　トクン、という自分の鼓動がハッキリと聞こえ、胸の奥が熱くなる。段々、近づいてくる少年。鼓動が早まっていき、何かを期待している自分に気付く。

（……逢いに来た？　この人に？）

　何故かは分からない。けれど、自分はこの少年に逢いに来たのだと分かる。だから、きっと向こうも私に気付いてくれると信じられた。

　けれど、少年は久遠の前を横切った。久遠を電信柱や道路標識と同じように、気にも止めず。

「……あ……」

　離れていく少年の背中に手を伸ばそうとする久遠。でも、手は伸びる事はなかった。

　視界が一気に滲み、そこにいる事ができず久遠は逃げるように校門の前から走った。何から逃げているのか分からず。何故、あの少年に気付かれなかっただけで、こんなに胸が苦しいのかも分からず。ただ辛つらい気持ちだけが胸を満たしていく。

　あんな辛い思いをした杜乃丘へ行く必要は無い。そう思っていたはずなのに、久遠は時間があれば杜乃丘へ足を運ぶようになっていた。あの少年に逢いたくて。

　今日も気付いてもらえなかった。昨日も気付いてもらえなかった。きっと明日も気付いてもらえない。でも、明後日は気付いてくれるかもしれない。そんな思いを胸に抱いて、校門に立ち続けた。

　用も無いのに声をかけるわけにもいかず、ただ日々が過ぎていく。気付けば高校二年になり、夏が終わり秋が訪れ、杜乃丘は学園祭の準備に入っていた。

　十月七日。杜乃丘学園祭当日。久遠は一人、杜乃丘高校の学園祭へ足を運んだ。

　お昼になり、体育館が開放された。何も起きない事に強い安あん堵ど感で満たされ、久遠は胸を撫なで下ろす。

　お昼も半ばを越えると、体育館内は色んな食べ物の匂いで充満していた。外の屋台で売られていた食べ物の匂いだ。ソースの香りや揚げ物特有の匂いが、学校の体育館である事を忘れさせる。

　ふとステージへ視線を向けると、午後一番に行われるという演劇の準備が進んでいた。ベニヤ板に描かれた背景がなんとも手作り感満載で、学生の出し物という雰囲気がある。

　久遠はゆっくりとステージへと歩みを進めていく。

　描かれている背景を見て、何故か懐かしい気持ちになった。

　その後に押し寄せてきたのは、孤独感、疎外感、虚無感。負の感情から生まれる気持ちが次々とやってくる。

『どうして私あなたは今ここにいないの？』

　自分ではない自分が問いかけてきたような気がして、気付けば静かに泣いていた。涙が止まらない。瞬きをして払っても、またすぐに溢れてくる。

　楽しそうな声が久遠の孤独感を増やし、忙しそうに舞台を作る人を見れば疎外感が膨れあがる。今日まで過ごしてきた日々に意味が感じられなくなって、より一層の虚無感が久遠を襲う。

『……どうして……どうして……』

　何もかもが分からない。どうして泣いているのか。どうしてこんな気持ちになるのか。どうして此こ処こにいるのか。どうして其処そこに自分がいないのか。

　我慢できず久遠が声を出して泣き出そうとした時、

「……やっと……見つけた……」

　ステージを見ていた久遠を遮るように、あの少年が視界に飛び込む。

　涙でぼやけて見えづらいが、少年の顔は汗だくで、ブレザーの下のシャツは汗で張り付いていた。

「ごめんな……。……一人で辛かったよな。……無かった事にする。……お前が辛かった事を全部。だから、もう少し待っててくれ。今度は……今度は俺が行ってくるから……今ここで待っててくれ」

　そう言って、少年は手に握っていた何かを飲み込んだ。

　それは、久遠にとって。少年にとって。あの大切な日が生まれるきっかけとなった。




　まだ舌足らずで、言葉になっていない言葉が幼い久遠の耳に届く。もしかしたら名前を呼んだのかもしれない。声の主は、競売所で親とはぐれた久遠の手を握る。子供らしい笑顔を久遠に向けながら。それがその少年だと久遠は気付き、久遠は嬉しくて大泣きした。男の子は母親が来るまでずっと近くに居てくれた。




　あの日、競売所で男の子と出逢い、それからの全ての記憶が変わっていく。




「……えぐっ……」

　堪こらえていた声が嗚お咽えつ混じりで、自然と漏れてしまう。

『結羽太君のコロッケは──』

『こうだよ。一緒に作ろう』

　誰かのコロッケを真ま似ねして作ろうとしていたはずの小学校一年のある日。隣に男の子がいた。気付けば久遠は座らされ、男の子が一人でコロッケを作っていた。

『コロッケ、美味おいしい！』

『良かった。もっと食べる？』

『うん、食べたい！』

　小学校一年生が作ったとは思えないコロッケに顔が綻ぶ久遠。

「……いぐっ……」

　あの誘拐事件が起きた日。久遠は仮病を使って学校を休んだ。

『……本当に体調が悪いんだよな？』

　顔の血色も良く、熱も無い自分を見て不思議がる男の子。久遠の両親が休めないと知り、看病をするために学校を休んでくれた。

『本当だよ。ほら、ゴホッゴホッ』

『今、明らかに予告してから咳せきしたよな？　……まぁ、いいか。おかゆ作ってくるから』

『私、結羽太君のコロッケがいい！』

『本当に病気なんだよなっ!?』

　誘拐される事も無くなり、男の子は目的以外に使う時間を無駄だと思わなくなった。抱えるはずだった、時間を無駄にする事を嫌うトラウマが生まれる事も無くなった。

「……うぐっ……」

　雨が続く梅雨のある日。一人、リビングでテレビを見ては「つまらない」とぼやいていたはずの日。

『結羽太君！　少しぐらい女の子に優しくしようという心は無いのっ!?』

　対面に座り、携帯ゲーム機のレースゲームで男の子と勝負をしている記憶。結果は久遠の十戦十敗。決して手を抜かない男の子に久遠が頰ほおを膨らませる。

『悪かったよ。次は加減するから』

『加減されて勝っても嬉うれしくない！』

『俺にどうしろとっ!?』

　結局は面白くなくなり、ゲームを止やめた。頰を膨らませ、機嫌を損ねた久遠の為ために男の子がコンビニへ走る。

『ほら、久遠。これで機嫌直してくれよ』

　決して安くないアイスを買ってきた男の子。こういう流れになる事をちょっと期待していた久遠は頰を緩める。

『し、仕方がない。それで手を──』

『物で簡単に機嫌直した上に、上から目線が腹立つからやっぱあげない』

『ごめん！　アイスください！』

　雨の中、優しい男の子がコンビニまでアイスを買いに行ってくれた温かい思い出へと変わっていく。

　些さ細さいな日常が嬉しくて仕方がない。

「……えぐっ……」

　目標も無く、ただ毎日を繰り返していた中学校生活だったはずなのに。

『なぁ、久遠。一緒に杜乃丘へ行かないか？』

　その言葉を皮切りに、杜乃丘高校へ入れるよう、二人で日常的に勉強をするようになった。そして合格発表の日。

『やった！　やったよ、結羽太君！　もう勉強しなくて済むよ！』

『合格発表の場で、そんな事を堂々と言うな。とにかく合格、おめでとう』

『結羽太君もおめでとう！　これから三年間、よろしくね！』

　友達になれなかった空くう悟ごと花はな火びと三み月つきとまた知り合いになり、久遠はまた友達になれた。

「……ひぐっ……」

　毎日のように杜乃丘へ足を運び、いつか気付いてくれるのではと思っていた日々。夏休みが終わり、九月も半ばを過ぎようとしていた頃の記憶が変わる。

『やっぱり久遠かな』

　学園祭を間近に控え、演劇をやる事に決まり、主演へ立候補した男の子。ヒロインは誰が良いと問われ、自分を指名する。

『わ、私っ!?　面倒臭いけど。う～ん──うん、いいよ』

　世界が一気に書き換わっていくのが分かる。目の前で制服を着ていた男の子にも変化が起き、演劇で用意した衣装へと替わる。久遠の長かった髪も短く整えられた。そして、




「久遠」




　微ほほ笑えんでいる幼なじみが自分の名を呼んだ。

「結羽……太……君」

　少年の名前が分かる。記憶の中で何度も呼んだ名前。けれど、とても長い間、呼んでいなかったような気がして、呼んだ名前が相手に届いた事が嬉しくて。涙でぐしゃぐしゃになったまま、目の前の幼なじみに久遠は抱きつく。

「結羽太君……結羽太君！　結羽太君っ！　結羽太君っ!!」

　何度も繰り返し、何度も名前を呼ぶ。何度、呼んでも呼び足りない。泣きながら何度も自分を呼ぶ幼なじみを、結羽太はそっと抱き返す。

　二人の記憶はゆっくりと一つに統合されていった。

　結羽太が戻り、久遠と出で逢あい、また幼なじみになった記憶へと。

　我に返った二人は抱き合っていた理由が分からず、顔を真っ赤にして距離を置いた。

　現状が把握できないまま、クラスメイトに促され、演劇の準備へと入った。





＊






　演劇『想おもう言こと葉ばの無ない二人ふたり』は大盛況のまま幕を閉じる事ができそうだった。

「後はクライマックスだけだな」

　途中、演者が台詞せりふを忘れて台本を読みに舞台袖へ消える等、トラブルが多々起きたがそれはそれで受け、今のところは成功していると言える。

　舞台裏でパイプ椅子に座っている結羽太に対し、久遠は着替えた白いワンピースドレスに皺しわができないよう、立っていた。

　ドレスと言ってもウエディングドレスのような派手さは無いし、学生が安い服に装飾を付けた自作の物だ。お世辞にも上品な物とは言えない。

　それでも久遠が着ているおかげなのか、かなり見栄えのする衣装に見える。結羽太はこの衣装を着ている久遠を何度か見ているが、その度に見み惚とれてしまっていた。

「結羽太君はもう緊張してないの？」

「ん？　あぁ。いや、緊張しっぱなし。結局、最後まで慣れなかったな」

「最後……か。学園祭は明日もあるけど、私たちのやるべき事はこれで終わりかぁ。なんか寂しいね」

　椅子に置いていた台本に触れ、久遠が呟つぶやく。

「ね、最後に一回だけ合わせようか」

　そう言い久遠は胸に手を当て、緊張した表情を作り台詞を口にする。

「『私の気持ちは王子と同じで……』」

　座っていた結羽太も立ち上がり、久遠の前で膝を床に着き、久遠の空いている手を取り、

「『やっと素直な君の想いが聞けた』」

　ラストシーンはナレーションに多くを使い、主演の二人はこの二言で終わる。タイトル通り、想う言葉が無くても二人の気持ちは同じという意味を込めたシーン。

　ここ以外でも、主役の二人が相手に好きと言葉にするシーンは一切無い。それに気付く観客がいるか分からないが、台本を書いた花火の拘こだわりなのだろうと結羽太は思っている。

「……何度やっても恥ずかしいな、これ」

「だね」

　二人で顔を見合わせ、恥ずかしそうに笑い合う。結羽太が再び椅子へ戻ると、久遠は嬉しそうに言った。

「でも良かった。好きって台詞が無くて」

「ん？」

「だって、私はまだ好きって人に言った事ないもん。最初に好きって言うのは、やっぱり好きな人に言いたいから」

「……そっか」

　その言葉を自分には言ってもらえないのだと結羽太は一人、心の中で落胆する。

「結羽太君は平気みたいだもんね。自分から主演に立候補したぐらいだし」

　結羽太がそれに対して言おうとした時、

「二人共！　そろそろ舞台袖でスタンバイしといてくれ！」

「はーい！　まだ緊張してるけど……頑張ろうね！」

　空悟に指示され、久遠は足早に結羽太がスタンバイするのとは逆の舞台袖へと向かっていく。残された結羽太は一人、言葉を漏らす。

「俺の事を一番分かってるくせに、一番大事な事を全然、分かってねえんだからな」

　王子とアンナが羨ましいと、結羽太は久遠が置いた台本に触れながら思う。好きと言わずに伝わり、想いが通じ合えたらどれだけ楽か。

「おい、結羽太！」

　まだ舞台袖に来ない結羽太を空悟が呼ぶ。

「ああ、今行く」

　舞台袖に結羽太が来たのを合図に、ナレーションが入る。

【自分の想いに噓うそがつけなくなったアンナは王子を思い出の場所へと呼び出します。月明かりに照らされた海が見える丘へと】

　結羽太が舞台袖から確認すると舞台照明が落とされており、スポットライトで背景だけが照らされていた。もう一つのスポットライトが舞台袖を照らし、そこへ久遠が緊張した面持ちで現れる。

【アンナは一人、王子との思い出を振り返りながら、王子が現れるのを待ちます。そして】

「ほら、行ってこいよ王子様」

　空悟に軽く背中を押され、結羽太は演技になっているか分からない、アンナの気持ちを察した表情で舞台へと登場する。

【丘に上がり、アンナを見つけた王子はゆっくりと近づいていきます】

　ナレーション通りに王子役の結羽太が歩み寄り、アンナ役の久遠が王子に気付く。

　この後は王子がアンナの前に立ち二人が舞台裏で合わせた台詞を言い、王子が膝を突いてアンナの手にキスをして幕が下りる。

　そのはずだった。

　久遠の前に立ち、結羽太はようやく久遠が途と轍てつもなく緊張している事に気付く。

　目は焦点が合っておらず、薄いとはいえファンデーションを塗っているのに、それでも分かるぐらい頰が赤く染まり、胸に当てている手は小刻みに震えている。

　今までのシーンで、ここまで緊張している様子は無かっただけに結羽太は戸惑っていた。

「おい、久遠。大丈夫か？」

　マイクを押さえて小声で問いかけるも、久遠の耳には届いていないらしく、小さく深呼吸をしてから、

「『私は……私は貴方あなたが…………貴方が好きです……………………ずっと好きでした』」

　久遠は台詞に無い言葉を、この演劇で言ってはならない言葉を口にした。これに対しクラスメイトの殆ほとんどが目を丸くしてしまった。

「お、おい、久遠……」

　冗談かとマイクを押さえたままで久遠に問おうとするが、さっきまでどこを見ているのかも分からなかった久遠の目は、涙ぐみながらも真まっ直すぐに自分を捉えていた。

（な、なんだよ、これ？　……だってお前、さっき言ってたじゃねえかよ）

『最初に好きって言うのは、やっぱり好きな人に言いたいから』

　舞台裏で久遠が言っていた事を思い出す。

（……それは……好きな奴に言うって……）

　どこかで期待しながらも、自分がそうではないとずっと思っていた。

　でも、久遠は言った。自分の事が好きだと言ってくれた。久遠の顔が本気で、好きと言う言葉が噓じゃない事は、結羽太が誰よりも分かってしまう。

　なら、自分はどうすべきなのだろうか？　また誤魔化した方がいいのだろうか？

　幼なじみの関係でもいいのだ。何も不満は無い。だから、結羽太は久遠の言葉をかわして劇を進めようとしたが、

『私がいなくとも、彼女へ想いを伝えてくれると約束してくれるかな？』

　突然、誰かの声が頭に響く。

「……俺って情けないな、本当」

　自分の意気地無さに結羽太は小さく溢こぼす。背中を押してもらわなければ、

「『……俺も……俺も好きだよ』」

　覚悟を決めて想いを伝えてくれた久遠に、噓の無い自分の気持ちを言えないなんて。

　結羽太の言葉を聞き、久遠は信じられないような顔をして。そして嬉しそうに笑って、涙をこぼした。結羽太が指で涙を払うと、久遠はそっと目を閉じた。

　ここが体育館の舞台上で、演劇中だという事も忘れ、結羽太はそっと久遠にキスをした。

　観客からはちょっとした歓声が上がり、

【こうして二人は結ばれたのでした】

　いつの間にかナレーションのマイク前に花火が立っており、締めの言葉を言った。拍手が起き、大きな盛り上がりで幕を閉じた。

「やっと──ちゃんと言えた」

　久遠は嬉しそうに、呟いた。
















　学園祭二日目であり、学園祭最終日。

　間もなく夕日が沈み、夜が訪れる。学園祭の終わりを告げる打ち上げ花火を見ようと、多くの人が特等席の屋上に集まっていた。

　結ゆ羽う太た、久く遠おん、花はな火び、三み月つき、空くう悟ごの五人も例に漏れず屋上へと来ていた。

「改めて良かったね、久遠ちゃん。やっと刻こく谷たに君と付き合えて。委員長に怒られちゃったけど、どうって事ないよね」

「いや、あれは効いたよ……もう二度と委員長を怒らせないようにしようって思った」

　結羽太と久遠、そして花火は台詞せりふを勝手に変えた事で学級委員長に怒られた。一時間以上も正座をさせられて。演劇を台無しにしかねない事をしたので当然なのだが。

　説教をされている間、結羽太はずっと妙なズレを感じていた。委員長を委員長と思えなかったのだ。それが気になり、ただ怒られるだけで次へ活いかされない説教は右から左へと流れていき、花火がした言い訳以外は全く覚えていない。

　花火は久遠に頼まれ台詞に『好き』の単語を使わなかったらしい。久遠が最後に自分の言葉で、自分の想おもいを伝えたいと。まぁ、それを話しても説教は終わらなかったのだが。

　昨日の事を思い出していた結羽太を久遠が不思議そうに見ていた。視界に入った久遠の隣に、妙な空白を結羽太は感じる。明らかに何かが足りないと感じている。一瞬だけ自分の隣を見た結羽太に、久遠は首を傾かしげてみせた。

　結羽太はその空白について少し考えてみるも、気のせいだと思い首を軽く振り、

「なんでもない。ただ言いたい事があるとすれば──久遠。お前、食い過ぎだ。朝からずっと食いっぱなしじゃねえかよ」

　ちょっとした不満を口にした。

　一日目の演劇でやる事を終えた五人は、二日目の学園祭を目一杯楽しむ事にして、自由に歩き回ったわけだが、久遠は殆ほとんどを飲食に注つぎ込んだ。

「だって学園祭だよ。食べなきゃ勿もつ体たいないでしょ」

　嬉うれしそうにクレープを食べながら久遠は答える。

「焼きそば、お好み焼き、たこ焼きにかき氷。ハンバーガーにフライドポテト。唐揚げに肉巻きおにぎり。リンゴ飴にチョコバナナ。……で、クレープと」

　久遠が食べた物を確認する結羽太。それらの会計は全て結羽太持ちだった。結羽太が自分の為ために買えたのは、売り尽くし半額セールをやっていた五十円のタイ焼き一つ。

「打ち上げ花火が終わっても屋台やってるかな？」

「まだ食うのかよっ!?」

「冗談だよ～。これ以上食べたら、後夜祭に参加できないからね」

「……結局は食うんじゃねえか。マジで何で太らねえんだよ、久遠は」

「本当に反則だよね」

　ちょっとだけ声のトーンを下げた花火が文句を言う。

「別に花火さんが太っても良いと思いますけど。僕は外見ではなく、可愛かわいらしい中身が好きなのですから」

「駄目だよ、三月君！　ちゃんとハナを管理してくれなきゃ！」

　花火が三月を名前で呼んだ事に結羽太は気付く。結羽太が三月を驚いた目で見ていると、恥ずかしそうに微ほほ笑えんだ。

　三月が花火の恋愛対象外だった事を結羽太は知っている。だからこそ、付き合えた事に驚いているのだが。

（驚いてるの俺だけか？）

　久遠はいつか付き合うと思っていたという表情で二人を見ており、空悟は自分だけ彼女ができなかった現実に落胆している。この驚きを共感できる人がいた気がする。けど、このメンバー以外でそんな事を話す間柄の人物を、結羽太自身も思いつかない。

　昨日から感じる妙なズレ。考えれば考えるほどに、何かが足りない気がしてくる。

　久遠に想いを伝え、願っていた所へ辿たどり着ついた事を伝えたい人がいたはずなのに。

「いいねぇ、恋人のいる奴等らは幸せそうで。今に見てろよ。お前等に負けないぐらい可愛い子を見つけて紹介してやる」

　結羽太にとって絶対にあり得ない事を空悟が言うものだから、結羽太は考えるのを止やめて、絶対の自信を持って空悟へ言い返す。

「久遠以上に可愛い子なんていねえよ」

「同じく花火さんより上の女性なんて存在しません」

　三月も結羽太に続く。自分の自慢を堂々とされ、二人は嬉しそうに顔を真っ赤にしている。

　クレープを食べ終えた久遠が結羽太の腕に絡みつくと同時、打ち上げ花火を打ち上げる音が遠くで鳴った。決して大きくないが綺き麗れいな花が夜空に描かれる。

「えへへ──クシュッ」

　久遠がくしゃみをし肩をブルッと震わせる。

「秋のこんな時間に冷たいクレープなんて食べるからだよ……ほら」

　結羽太は持っていたタイ焼きを体と尻尾部分で割り、体の方を久遠へと差し出す。

「温かいね」

「買ったばかりだからな。食べれば冷えた体が少し温かくなるだろ」

「いや、タイ焼きもだけど。まぁ、いっか。ありがと」

　久遠は嬉しそうにタイ焼きを口へと運ぶ。あっという間に食べ終え、やはり太らないのが不思議だと結羽太は改めて思う。

「もうすぐ温かい食べ物が美味おいしい季節だね。結羽太君、冬が好きだから嬉しいでしょ？」

「なんだよ、気付いてたのか？　俺が久遠に合わせて夏が好きって言ってたの」

「当然。私、世界で結羽太君を一番知ってて、一番大好きだって自負があるもん」

　いとも簡単に好きと言われると、結羽太は反応に困ってしまう。それを面白がるように久遠がニヤニヤと結羽太を見上げる。ああ、そういう返答を待っているのかと結羽太は気付き、頰ほおを指で搔かいた後、

「分かったよ、言えばいいんだろ。俺も久遠の事を世界で一番好きだ」

　満足のいく返答に嬉しそうに笑う久遠。また打ち上げ花火が空に咲き、久遠は結羽太から夜空へと視線を移す。楽しそうに見上げる久遠の横顔を結羽太は見つめている。

　さっき自分で言った事が噓うそ偽りないと改めて思う。世界で一番好きで大切な子の隣に、幼なじみではなく、恋人としていられる事が今でも信じられない。

　絶対にこの場所を誰かに譲りたくはないと結羽太は思う。

（となると……いつか結婚……ははっ、気が早すぎか）

　一度始まった妄想は止とどまる事を知らず、結羽太は一人で未来予想に耽ふける。

　いつか久遠と家族になり、久遠と同じぐらい自分より大切な存在が生まれるのだろう。

（名前はどうするかな。どうせなら俺たちが好きな物から名前を付けたいよな）

　結羽太はさっき久遠とした会話を思い出す。何の疑いもなく女の子を想像し、自分たちが好きな季節を合わせ、

（『冬とう夏か』かな……）

　思いついた名前なのに、何な故ぜか懐かしく感じ、言いようのない寂しさが襲ってきた。

　妄想を終え、結羽太は現実へ戻った。隣には空を見上げる久遠が変わらずにいる。打ち上げ花火で一瞬だけ明るくなった時、久遠の頰に涙が流れていた事に気付く。

「久遠？」

「……ごめん。何でもないんだ……」

　結羽太はそう言う久遠を抱きしめた。結羽太の胸で久遠は、感じている事を吐露する。

「……なんかね、寂しいの。学園祭が終わる物悲しさもあるかもしれないけど。……何か足りない気がして……寂しいんだ」

　久遠も結羽太と同じように寂しいと感じていた。結羽太は足りない何かに励まされ、何度も背中を押してもらったような気さえしている。

「……なぁ、久遠。今は寂しいけど、いつかその寂しさを埋めてくれる日が来るよ。なんとなく、そう思うんだ」

「……うん、私も」

　久遠は結羽太から離れ「ごめんね。もう大丈夫」と涙を拭い笑顔を見せる。

　とても愛いとしいその笑顔に、結羽太は久遠曰いわく格好付けた笑顔で返す。

　いつもと変わらない二人。

　けれどいつもと違う、二人がずっと望んでいた日常が始まった。
















　あとがき




　本作を手に取っていただき、ありがとうございます。

　あとがきから読まれる方もいるのでネタバレは書けませんが、本作を一言で表すのであれば『主人公が実はヒロインなのでは？』という事。この意味は是非とも読んで分かっていただけたらと思います。

　そんな本作を読んで楽しんでいただけたら、作者としては嬉うれしい限りです。




　幸いな事に苦手なあとがきは一ページです。ですので、ここからは謝しや辞じを。

　数々の助言をしてくださった担当のＳさん。素敵なイラストを描いてくださったやすもさん。この本に携わってくださった皆々様。

　皆様方のおかげで本作は一つの形になることができました。感謝してもしきれません。




　そしてなにより、本書を手に取っていただいた皆々様方に多大なる感謝を。





天あま音ねマサキ　
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カバー・口絵・本文デザイン／阿閉高尚
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